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　復ふく讐しゆうするは、我われにあり。

　汝なんじの敵かたきを、如い何かにせん。








　　　　序




　月が、見える。




　大きく丸く、どこか淡あわい。

　冴さえ冴ざえとした光が視界に満ちて、夜の海を照らしている。

　ついさっきまで自分はその光景を、ひどくはしゃいだ気分で見上げていた。波の影を月が染め、銀色に輝かせる。水平線には船の灯あかりだろうか、小さな光。赤く瞬またたいては消えてを繰り返す。

　この町は坂の町、山が海岸に迫せまり、たいていの場所から海が見下ろせる。けれど、この位置、この角度で見下ろすことはそうそうないし、これからもない気がする。

　苦労して登った甲か斐いがあった。

　そう思った。




　けれど。




　月は、見える。

　少し欠けた、十六夜いざよいの月。

　それを背に誰だれかが立っている。こちらを見下ろし、何か叫さけんでいた。

　その姿が逆光を背負い、影になる。

　顔も何も判わからない。

　声が遠ざかる。

　もう届かない。

　それで、ようやく気がついた。

　自分が高い高い塔とうの上から、落下しているということに。

　驚くほど簡単に、あっけなく。

　彼の失しつ墜ついは続く。

　一秒ごとに潮しお騒さいが近づいた。波は濤とうが乱れ割れる音が、自分の背の向こうで大きくなっていく。




　月が、見えていた。




　視界の中で、急激に遠ざかりつつも。

　しかし、すべてが小さくなる。

　暗くなる。




　やがて……衝しよう撃げきと苦痛がやってきた。




　冬とう哉やは初めて悲鳴をあげた。

　身のうちすべてを吐はき出だし声を放つが、呼吸は苦しくなる一方。

　冷たい水に体を引き込まれ、意識は波に洗われる。

　沈しずんでいく我が身を、今度は水底で誰かが待っていた。




　―――――人間だ。




　鋭するどい爪つめをたくわえた腕が、次から次へと伸びてくる。




　―――――人間だ。




　冷えていく一方の体に、吹き付けられる嘲ちよう笑しよう。




　―――――半分だけ、人間だ。




　地獄の鬼どもに引ひき摑つかまれて、四し肢しが軋きしむ。痛みが体中に広がり、意識が遠のく。悲鳴ごと闇やみに呑のまれる感覚。




　だが。




「冬哉っ！」

　その声に、彼は目覚めた。

　わっと喚わめいて身を起こし、傍かたわらに両親がいることに気がつく。二人ともこの上なく心配そうに、我が子の顔を覗のぞき込こんでいた。

「だ、大丈夫。ちょーっと夢見が悪かっただけ」

　額ひたいの汗を払い、短く息をつく。

　そうして落ち着いてみれば、そこは自室のベッドの上。濃のう紺こんのカーテンもアイボリーの壁紙も見慣れ親しんだものばかりだ。

「ちょっと、って」

　泣き出す寸前という風情で母が縋すがる。

「最近、うなされてばかりじゃないの。お医者様に相談した方が……」

「医者なら、ちゃんと看みてくれてるよ。平気平気」

「でも」

「冬哉」

　同じことをいつまでも繰り返しそうな母親を、父の固い声が押おし止とどめた。

「もしも何かあるのなら、必ず父さんたちに言うんだぞ？　間違っても一人で抱え込まないこと。おまえは、その……」

　苦いものを嚙かんで堪こらえたような表情が、束つかの間ま、父の面をよぎる。

　そして。

「一度、死んでいるのだから」

　父は慎しん重ちように密ひそやかに、受け入れ難い事実を口にした。

　冬哉はそれに素直に頷うなずく。

　確かに、それが何もかもの始まり。

　二ヶ月ほど前、九月一日のことである。

　陣じん内ない冬哉は確かに死亡した。

　海岸に漂ひよう着ちやくし、病院に搬はん送そうされる途中に事切れた。享きよう年ねん一五歳。

　但ただし、本人にはその記憶も自覚も特にない。

　いくらか長い夢を見て、醒さめたら大騒ぎになっていたというのが、彼の実感であった。

　そんな自分がこんな悪夢に悩まされるようになったのは、一〇月の終わり。ここ数週間のことだった。

『あなたの案件は事故ではなく、事件の可能性があるのです』

　女刑事に、そう告げられてから。

「や、もう大丈夫。ホントに平気」

　なんとか両親を言いくるめ、息をついてまた身を横たえる。

　だが、安あん寧ねいの眠りはもう訪おとずれない。




　コツコツコツ……




　闇に音が響ひびく。

　冬哉はベッドから身を起こし、耳を澄すました。

　コツコツコツ……

　繰り返される、密やかなノック。それはドアではなく、窓から聞こえてくる。律りち儀ぎなリズムの刻きざみ方が、相手が誰であるかを知らせていた。

　ひとつ息をつき、冬哉はブラインドを上げた。

　月光が忍びやかに降ふり注そそいでくる。

　それを細い少女のシルエットが遮さえぎり、続いて、翻ひるがえる翼つばさが冬哉の視界を横切った。

　短く切きり揃そろえた黒髪の合間から、細く編まれた髪が一ひと房ふさ伸びて宙に舞っている。セーラー服を模もした臙えん脂じの制服の上から、大陸風のマントをさらりと羽は織おり、これも風に靡なびかせていた。頰ほおを切るような冷たい空気の最中、月光に縁ふち取どられた彼女の姿は、まさしくこの世の者ならぬ美しさ。

　その細い肩を摑んだ巨大な爪は、更に、現実離れをしていた。爪の先にはその大きさに見合ったたくましい脚あしがあり、その脚は羽毛に包まれた巨大な胴と翼へ繋つながっている。頭にはぴんと立った冠かん羽うに、金の両眼。逆三角形の嘴くちばしが丸い顔の中に収まっていた。

　ミミズクだ。全身が墨すみを流したように黒く、翼の先だけがほんのりと紅あかく、何よりあまりにも巨大なためすぐにはそれと判らぬほどではあったが、黒いミミズクが少女を闇の中に浮かべているのだった。

「こんばんは、陣内冬哉」

　透すき通とおるような声が、寒空によく似合う。

「こんばんは、那な由ゆ子こさん。もう、そんな時間？」

「ええ、そんな時間」

　死神は静かに頷いた。

「わたしとあなたの仕事の時間」
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　　　　１




　夜半のトンネルの中、人はいない。

　だが、数多くの人影が蠢うごめいていた。




　暗いオレンジの光の下、すべての陰いん影えいが滲にじんで曖あい昧まいな色合い。

　てらてらと炙あぶり出だされた車道の真ん中、うっそりと佇たたずむ若者の姿がある。

　ひび割れたアスファルトから伸びる手がある。

　丸い天てん井じようから上半身を垂たらし、虚うつろな目を向ける男がいる。

　五〇メートルほどの彼方かなた、トンネルの入り口は更に無む惨ざんな有り様だった。半円に切り取られた外界との境目に、びっしりと生はえた人の首。しかも、それぞれが苦く悶もんに引ひき歪ゆがみ、中には血を滴したたらせている者まであった。

　染しみの浮いたコンクリートの壁、アスファルトに引かれた白線、ところどころへこんだガードレールも、昼のそれとは異なった色合いを醸かもしている。

（どこのホラーアトラクションだよ）

　蠢く人影たちと相対しながら、陣じん内ない冬とう哉やは溜ため息いきをついた。

　ここは、彼の自宅からほど近い、海岸沿いのバイパストンネルだった。工事中ひっきりなしに事故が起きて多数の死者が出た、とか。本来ここにあった墓地を取とり壊こわしてトンネルを作ったために亡もう者じやが徘はい徊かいする、とか。潮ちよう流りゆうの都合上、このトンネル横の浜に溺でき死し体たいが頻ひん繁ぱんに打ち寄せる、とか。様々な噂うわさは聞いていたが、どれが真相かまでは冬哉は知らない。

　ただ、ここにはげっそりするほど霊れいがおり、こうして怨えん嗟さを撒まき散ちらしていることだけは見てのとおり、紛まぎれもない事実のようだった。

（もっとも、一番異様なのは幽ゆう霊れいなんかじゃねーけど）

　流行の眼鏡めがねのレンズの下から、彼は周囲へ視線を巡めぐらせる。

　一人の少女が立っていた。

　淡あわい朱しゆの光に照らし出され、深い陰かげの刻きざまれた顔が冴さえ冴ざえと美しい。が、表情らしい表情が一切なく、年頃の娘らしい賑にぎやかさがまるで備そなわっていない。

　服装もまた異様だ。

　ほっそりとした体に長く裾すそ引ひく黒衣を纏まとい、白い艶つややかな手に大きな鎌かまを携たずさえている。その背を上回るほどの長大な柄え、緩ゆるく弧こを描く刃やいばは実戦の中で磨みがかれてきた輝きを放っている。

「那由子、轢ひかれるでないぞ」

　重々しく注意を放ったのは、冬哉の肩に止まった大きなミミズク。名をタイホウと言う。やはり、異様だ。野生にはけっしてない漆しつ黒こくの羽毛に包まれ、錆さびた男の声で人語を操あやつっている。

「夜半でほとんど車が通らぬとは言え、いちおう天下の公道じゃからな。亡者をあの世に送る間に、自分がタイヤに熨のされたとあっては格好がつかぬわい」

　那由子と呼ばれた娘は、答えない。眼まなこひとつ動かしはしなかった。ただ、黙だまって大鎌を構え、一歩を踏ふみ出だす。

　異様な娘と異様な亡者たちによる、異様な夜が始まろうとしていた。

「まあ、俺おれも充分に異様なんだけどねー……」

　冬哉の独語に自じ嘲ちようが満ちる。

　見下ろす自分の足下には、影らしい影がほとんどない。この現代に大鎌を振るって歩く那由子の下にも、立派な影が黒々とわだかまっているというのに、冬哉のそれは淡い薄うす墨ずみをぶちまけた程度だ。

　陣内冬哉は生きていない。

　だが、死んでもいない。

　多くの死者たちと同じように、最後の川を渡り、あの世とやらに出向くはずだったところを何な故ぜかしくじり、結果、いまのような半はん死し人びとと成り果てた。

　その異様さに何か感じ入るところがあるのかないのか、亡霊たちは取り立てて彼に注意を払っていないようだった。彼らの意識はすべて、那由子一人に集中している。

「あなた方は因いん果がを背負って、この地に縛しばり付つけられている……」

　この場に踏み込んで初めて、彼女は口を開いた。

　けっして大きくも高くもない声だが、凜りんと響ひびきあたりを圧する。

　死者たちが目に見えて身じろぎ怯ひるむのが、冬哉にも判わかった。

「もしも彼ひ岸がんへと旅立ちたいのなら、この手を取って。必ずわたしが送ろう。わたしは渡し。生と死の河を渡る者」

　そう。

　この娘は冥めい府ふの渡し守。

　死者を此し岸がんから彼岸へと送り届けるのがその役目だ。

　うぉぉおおぉぉぉん！

　死者が吠ほえた。

　最初は一人が高く天を仰あおぎ、他の者が次々に唱しよう和わする。残念ながら、那由子の呼びかけに応こたえようという声でも態度でもなかった。

「交こう渉しよう決けつ裂れつじゃな」

　冬哉の耳元、大儀そうにタイホウが呟つぶやく。

「出番はあるぞ、半死人。心せよ」

「そう？　そんな強そうな霊いる？」

「一人一人はささやかなものよ。だが、いかんせん数が多い」

　ひそりとした会話の横で、那由子が大鎌を振り上げた――――それが、合図。

　首の曲がった若者が一直線に突進してくる。

　那由子はそれを軽々と斬きり伏ふせた。

　次の亡者は鋭するどい爪つめを閃ひらめかせ、彼女へと飛びかかる。長い裾を翻ひるがえし、那由子はこれを難なく避けた。身をかわしざまの一いつ閃せんで亡者の姿が四散する。

　本来なら虐ぎやく殺さつとも言うべき那由子の戦いは、どこかよく出来た作りごとじみる。翻る典てん雅がな服の裾が、長い三つ編みが、大鎌を飾る玉房が、その殺さつ戮りくをいっそう舞ぶ踏とうのように見せていた。

　だが、なるほど相手は数が多い。

　ライトの届かぬ影の中から、溢あふれるぐらい次から次へと湧わいて出でる。

　これではきりがない、と、冬哉が思った、瞬間。

　天井から生えていた女が、どさりと那由子へ覆おおい被かぶさった。彼女はこれも素早く避けた。が、束つかの間ま、体勢を崩くずす。時間にすればほんの数秒あるかないかの隙すき。しかし、必死の亡霊どもにとっては充分すぎる猶ゆう予よであった。

　たちまち引き倒される、細い体。殺到する死霊の影・影・影。

「那由子！」

　見守る一方だった冬哉も、慌あわてて地を蹴けり飛び出した。

　車道の真ん中、折れ重なり合いまるでひとつの生き物のようになった霊どもを払い、那由子を引きずり出そうと試みる。

　腐ふ臭しゆうが鼻につく。摑つかんだ死霊の体は感触すらあるのかないのかすら覚おぼ束つかず、ひたすら冷たいばかり。気色悪さをこらえて懸けん命めいに力をこめても、手応えらしい手応えがなかった。なのに、ぎりぎりと冬哉を押し返す力は本物で、那由子に触れることすらかなわない。

　それどころか。

　亡者の一人が冬哉の左手を捉とらえた。凍こごえるような指先が、ぎりぎりと彼の肩口に食い込んでくる。

「ってえな！　離せよ！」

　痛みに身み悶もだえしながら、冬哉は相手を睨にらみつけた。

　スーツ姿の中年男性だった。よれたスーツの合わせ目から血が滲み、腹から足へとどす黒く伝っている。やや薄くなり始めた頭は目に見えて陥かん没ぼつし、頭ず蓋がい骨こつの一部らしいものまでが覗のぞいていた。福々しいと言っていい丸顔、だが、その中にある目は落おち窪くぼみ、暗い敵意が絶えず瞬またたいている。

（親おや父じと同じぐらいの年かな……）

　必死にもがきながらも、冬哉はふと思う。

　もしも生きていたのなら、こんな冬の真夜中にはきっとこんなところにいない人。家族と同じ屋根の下、明日のために深い眠りについているだろう人。

　だが、人の器うつわはしていても、内に満たされたものが人のそれとはもはや限らない。生と死は、本来それほどはっきりと生き物の在り方を分ける。

　その事実を改めて思い知らされて、冬哉は唇くちびるを嚙かみしめた。

　那由子のか細い声が聞こえたのは、その時だった。

　大きく息を呑のみ喉のどを鳴らしただけの音ではあったが、彼女をよく知る冬哉の耳には絶ぜつ叫きようにも等しく響く。それほど、喜き怒ど哀あい楽らくをまともに表さぬ娘であり、助けを乞こうことそのものすら知らぬ死神であった。

「那由子っ！」

　感傷をかなぐり捨て、冬哉は全身を戦慄わななかせる。相手が怯んだのと、少年の手に光が湧いたのは、ほぼ同時。

　確信をこめて、彼は自分の指を動かした。

　ずっしりと重いグリップの感触が手の腹に這はい、かちゃりと固いトリガーが指先にかかる。

　パン！

　鋭い発射音があたりに響き、男がもんどり打って倒れた。

　パパパパン！

　冬哉は立て続けにトリガーを引く。

　オレンジの世界の中、マズルフラッシュが小さく青白く筒つつ先さきに灯ともる。その度に、亡者は一人また一人と倒れ伏し砕くだけ散ちっては失せた。

　いったいこの弾丸がどこから配給されてくるのか、飛び散る薬やつ莢きようが現実のそれと同じなのか、銃じゆう器きの知識に乏しい冬哉は頭に浮かべたことすらない。ただただ死に物狂いで狙ねらいをつけては引き金を絞しぼるばかりだ。

　やがて、トンネルの中の影はたった三つとなった。

　黒衣の裾を揺ゆらす少女と、肩で息をする少年、翼を閃かせる猛もう禽きんの、三つ。

「……鏡の破片かけらはなさそうじゃの」

　タイホウの錆びた声が響く。

「マジで？」

　冬哉はあたりを見回す。疲れきり、首を動かすことすらままならぬほどだったが、はいそうですかとタイホウの言を聞き入れるわけにはいかない。目を凝こらし、トンネルの隅すみ々ずみまでを点検して回ったが、そこにはさっきの霊たちの成れの果て……珠たまと化した魂こん魄ぱくが転がっているばかり。

「くそ、また外れかよっ」

　震える唇から、憎々しげな声が漏もれ落おちる。

　こんな夜中、こんなところで走り回っているのは、その鏡のためだった。

　彼ひ此し見みの海岸で溺死したはずの冬哉が再び現世に戻り、半はん死し半はん生しようのまま動き回っていられるわけは、那由子の持っていた鏡を割り散じ、その欠片の一部を我が身に受けたせいである。

　だが、それが「どうして」そうなったのかは誰にも判らない。

　そして、「どうすれば」彼が人の身に戻れるのかも判らない。

　ただ、彼の手の中に時折現れる銃で死霊を討うち滅ほろぼしたとき、その身のうちに宿ったそれと同じ鏡が現れることがある―――その現象だけが粛しゆく々しゆくと存在するだけ。

　それに意味と原因を求めるため、こうして冬哉は那由子と行動を共にしては、死してなお現世に留とどまる亡者たちに引導を渡して回っているわけだが。

「なんでアトランダムなの？　鏡が出てくるときと出てこないときがどうしてあんの？　今日なんて、俺、何人倒した？　なのに、ひとつもないってどういうことよ？」

　愚ぐ痴ちる声にもいまひとつ力が入らない。

　那由子とタイホウは答えなかった。もとより、返事が戻るとも思っていない問いかけではあったのだが、冷れい淡たんな沈ちん黙もくが疲れた身に染みる。

　視界の果て、無人になった半円の境目に白い灯あかりが灯った。車のヘッドライトだ。あたりの闇やみを払いぐんぐんと大きくなっていくそれを見やり、冬哉は那由子の手を引いた。道の端へ揃そろって避けたその刹せつ那な、一台のクーペが通り過ぎる。乗っていたのは、華はなやかな男女だった。トンネルの中に立つ少年少女には目もくれずに走り去っていく。

　束の間、照らし出された世界は明るく、その中に落ちる自分の影は際立って淡く……頼りなかった。

「まあ、ないもんはしょうがない」

　それでも気を取り直し、冬哉は軽くのびをする。

　疲労で手足が重く、じっとしていると眠気で頭の奥がぼんやりとしてきた。

「さっさと帰って寝ましょうそうしましょう」

「何を言っている？」

　息苦しいトンネルを抜け、さっさと家に帰ろうとした彼の頭をがっしと鋭い爪が摑んだ。そのまま、ぶらりと吊つり上あげられる。

「あだだだだ！　首痛い！　むち打ちになるっ！」

「なら、自力でしがみつかんか、このヒヨコめが」

　仕方がなく、タイホウの足に手をかけ力をこめた。

　ふわりと体が浮く感覚、一気に加速し、流れる視界。

　オレンジの光が後方に失うせ消きえたと思った次の瞬間、たちまちその足下で建物が小箱のような姿と化した。まばゆい灯りがいくつも連なっては広がり、ゆるやかに弧を描いていく。町はその弧を境に海となる。光に満ちた海岸線は二つの突出した岬みさきの形を描き出していた。

　二つの岬のうち東側を彼ひノ崎さき、西側を此しノ崎さきと称する。そのうちの彼ノ崎の方に一段と赤光が数個、しきりに瞬いている。彼此見タワーの衝突防止灯だった。

　それを見て、冬哉の気分はいっそう暗あん澹たんたるものとなる。

　あそこから自分は落ちて、死んだ……いいや、殺されたのだ。
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　県立彼此見北高校、一年Ｂ組。




　静かな教室の中、筆記具の走る音のみが響いている。

　日頃はけたたましい生徒たちも、いまだけは誰だれもが真剣そのもの。背を丸め、眉まゆ根ねを寄せ、必死にテスト用紙と向き合っていた。

　黒板には『古典　小テスト』と大書されており、その前で気難しい顔をした教師がどっかりと足を組んで座っている。

　陣内冬哉もまた、教室の一番後ろの席で懸命に問題に取り組んでいた。小テストと教師は気楽に言うが、中間テストと期末テストの合間のテストのことで、結局、成績に加味されるのは目に見えている。その上、彼は今学期始まって早々入院し、その後もやれ検査だ治療だと休みがち。それなりの成績を維い持じしたいなら、ここは大事な踏ん張りどころと言えた。

　だが、眠い。

　結局、昨夜は那由子に引きずり回され、近場のトンネルを後ふたつ回る羽目に陥おちいった。おかげでまるで勉強していない。

　その上、自宅に戻ったとたん、父親に捕まった。

「おまえ、自分の置かれた立場を自覚してるのか？」

　眠い目をこすって待っていたのだろう、うっすらと充じゆう血けつした両眼で思う様睨まれ、怒ど鳴なられた。

「単に海に落ちて死んだんじゃないかもしれないってことはだな、誰かに殺された可能性もあるってことなんだぞ？」

　冬哉の記憶がないのをいいことに、その犯人はいまに至るまでのうのうと世間を歩き回っている。相手が判らぬ。その動機も判らぬ。ならば、二度三度と狙われる可能性もなくはないのだと、父は声を嗄からして主張した。

　言われなくても判っている。

　だが、そちらの犯人は警察がなんとかしてくれるかもしれないが、こちらは自分以外誰もあてにはできない。

（生きてる誰かに殺される前に、あの世にとっ捕まりそうなんだっつの）

　こうして席についている時ですら、じわじわと焦あせりが迫ってくる。

　相変わらず、何を食べても味がしない。

　床ゆかに落ちる自分の影は他の誰と比べても淡く薄く、鏡や窓に我が身が映らぬ時すらある。生死の中間地点、危ういバランスをとっている自分の天てん秤びんが、いつ何なん時どきあちら側へと傾くか知れない。

（なんだかなー……いっそ、休学した方がいいのと違うか？）

　学校に通っている時間すべてを、鏡の捜そう索さくに当てられたら、もう少しマシな成果があげられるかも知れない。しかし、その場合、両親になんと説明したらいいだろう？

　そんなよけいなことをつらつら思いつつ、なんとか問題用紙の一番左まで辿たどり着ついた。が、設問に目を通して溜め息をつきたくなった。

（ええと……このときの光ひかる源げん氏じの気持ちを一〇〇文字以内で述べよ？　こんなマザコンでロリコンな超リア充野郎の気持ちの判るような人生送ってねえっつの）

　心の内で罵ば倒とうする。スーパーベストセラーの登場人物をか、それともそんな出題をする教師をか、どっちがその対象かは本人すらよく判らないところだったが。

　苦く心しん惨さん憺たんしつつ答えを書き込み、ふと、横を見る。

　そこには那由子が座っていた。

　制服を纏い、シャープペンを動かす様はまるで普通の女子高生のようだが、この娘は半死人である自分を追いかけ追いつめるためだけにこの学校にやってきた。一切の経けい歴れきを詐さ称しようし、周囲の人間たちすべてを欺あざむいたままここにいる。むろん、小学校も中学校も卒業していない。明け方近くまで自分と一緒に死霊を追い回していたわけだし、まともに解答ができるはずもない……と、冬哉は思ったのだが。

　窓から射し込んだ冬の陽が、机の上に那由子の影を落としている。その一部が、ひょこりと立ち上がった。直径五センチ程度の丸いフォルムに、ピンピンと耳が突き出したかのような冠羽がある。タイホウだった。

　それはしげしげと那由子の手元を覗き込むと、ちょいちょいと羽先でテスト用紙の一部を指した。那由子は頷うなずき、そこへと丸をつけている。

（ちょっ！　なんというカンニング方法っ。非合法かつアンフェアにもほどがあるでしょっ）













　合法でフェアなカンニングというものが存在するかは疑わしい限りだが、数百年を経へた大賢者たる妖よう鳥ちよう（自称）に協力させるとは。文章問題をどうするのか判然としないものの、マークシート式のテストだったら、全問正解も夢ではないだろう。

（羨うらやましい、けしからん、羨まけしからんっ）

　冬哉は大いに憤ふん慨がいしたが、教師に申告しようとは思わなかった。どうせ言いつけてみたところで証しよう拠こは何もない。タイホウは自在に那由子の影へ潜もぐったり出たりできるし、那由子が抜群の成績を修めたところで、自分にはあまり関係がない。眼鏡キャラ＝秀才という一般的なイメージを裏切り覆くつがえすほど、冬哉の成績には波がある。一夜漬けの効く社会や理科といった科目は真ん中よりやや上だが、地力の差が出る数学や英語は下から数えた方が断然早い順位に留まっている。古典は、まあ、普通だ。よくも悪くもない。

（ああ、でも、こいつがいきなりトップクラスに躍おどり出でたら、瀬せ尾おは困るかもなあ）

　いささか申し訳ないような気分になり、冬哉は視線をそっと転じた。廊ろう下か側がわの席では、彼の親友・瀬尾充みつるが懸命にテストに取り組んでいる。

　放任主義の陣内家とは異なり、瀬尾の家族は成績にうるさい。彼が学区内一番の私立校に進学できず、この彼此見北高校に通っていることを未いまだに嘆なげいているらしい。瀬尾の両親に言わせると、息子むすこ本来の実力からすると北高校は「ずっと格下」であり、そこでトップに食い込めないのは「ありえないほど愚おろかしい」ことらしいと、いつだか瀬尾は苦笑していた。

　瀬尾が志望高に受からなかったのは、受験前日に体調を崩したせいであり、それさえなければ、きっと自分とは別の学校に通うことになっただろうと冬哉もまた思っている。

（けど、瀬尾のかーちゃんたちはそう思わないらしいからなあ）

　二学期始まってすぐの頃、冬哉は死亡し蘇そ生せいし入院した。そのとき、いろいろと助けてくれたのが他ならぬこの瀬尾だ。そのために勉強が幾分か疎おろそかになって二学期の中間試験では成績を落とし、ますます親に厳しく処されているらしい。もともとは明るく篤とく実じつな人柄であるのに、最近は険けんのある表情でひどく沈んでいることが増えた。

（やっぱ、後で那由子の奴やつをとっちめた方がいいかもな。カンニングだめ絶対）

　冬哉が密ひそやかに決意をしたその瞬間、テスト終了を告げる鐘かねが鳴り響いた。

「終わった終わった！」

「ふー、やれやれー」

「ね、三問目なんだか判った？」

　筆記具を放り出し、クラスメイト一同が安あん堵どの声を次々とあげる。

　平然と荷物をまとめ出した那由子を視界の端に収めながら、冬哉もまた瀬尾のところへ近寄っていく。

「よお、この後、塾？」

「ああ、遅いコマだけな」

「じゃあ、それまで映画いこうよ映画。俺、シネコンの割引券持ってんの。年末まで使えるやつ」

「元気だなあ。俺、暗くなったらすぐ寝そうだ」

「まあ、若さの足りない人ねっ。アタシなんてほとんど徹てつ夜やよっ。けど、遊びのためなら頑張れるわよっ」

「その頑張りを勉強に回して、徹夜せずに試験受けられるようにしたらいいじゃないか？」

「う」

　苦笑まじりの正論に冬哉が声を詰まらせたところ、教室のドアが勢いよく開かれた。
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「なっゆこちゃーん！」

　満面の笑みで現れたのは、須す藤どうさつきだった。

　従姉いとこの大胆な登場に冬哉は失笑し、彼女に想いを寄せる瀬尾がかすかに破は顔がんし、クラスメイトたちは「ああ、卵たまご売りの人だ」とさざめいた。

　呼ばれた本人は無表情のまま、わずかに戸口を一いち瞥べつしただけだが、さつきは特に気にする様子もない。にこにこと嬉うれしげにバッグを開き、中から卵の詰まったケースを取り出す。

「今日はいい感じに半熟でーす」

　差し出されたケースを覗き、那由子は頷いた。躊躇ためらいなくひとつを取り上げ、あまり器用とは言えない手つきでわっしわっしと剝むきだす。

「あ、殻からはこっちこっち」

　さつきは彼女の机の上に紙を敷しいてやった。よく見ると数式がうっすら裏写りしている。数学のプリントらしい。

（おっそろしいタッグができちゃったなあ……）

　うんざりしつつ、冬哉は二人の少女を眺ながめた。

　那由子は彼女のゆで卵を簡単に受け取り、しかも、止めるまで何個も何個も食べ続ける。一個目は塩、二個目は醬しよう油ゆ、三つ目はマヨネーズ、四つ目に何をかけようかと首を捻ひねっているところで、冬哉が慌てて取り上げるというパターンが続いた。死神の内臓が人間のそれと同じかどうかははっきりしないが、見ているだけで胸焼けがしてくる。

　さつきはそれをひどく喜び、那由子を「わたし史上、初の好意的卵肯定者」と呼び、以来、何くれと世話を焼きに現れた。

　須藤さつきは、冬哉の母の兄の子に当たる。それぞれの家がわずか数百メートルしか離れていないため、ほんの小さな頃から行き来があった。親切で気配りの行き届いたさつきは小さな頃からひとつ年少の冬哉の面倒を甲か斐い甲が斐いしく見てくれていた。彼もそれはありがたく思ってはいるのだが、お互い既すでに高校生。頭半分ほど身みの丈たけも追い越したいまとなっては、そろそろ母親気取りは控ひかえて欲しいところだ。

　そういう意味では、さつきのお節介のターゲットが自分から那由子に移ったのは好都合と言えば好都合なのだが、この二人を並べておくとボケにボケを自乗させるような危あやうさがある。

　まして。

　那由子は死神。

　人間の生死に敬意を払う気もまるでない。

　どこでどんなトラブルを引き起こし、さつきまで巻き込むことになるか知れないわけで……おかげで、前よりいっそう目が離せなくなってしまった。

「鏡、何個も食うなよ」

　今日も冬哉は釘くぎを刺す。

　だが、那由子は振り向かない。

『那由子』という名の方は例の鏡に裏書きされていた言葉から取ったもので、彼女なりに馴な染じみも愛着もあるらしい。逆に、鏡という姓は苦し紛れかつ適当にでっちあげたものなため、呼ばれてもあまり実感が沸わかないようだった。たいがい、一度二度は当たり前のように無視される。

　だが、それでも冬哉は二人きりの時以外は彼女の名を呼び捨てにすることは避けていた。

「鏡さんてば」

　そう繰り返しただけで、クラスの生徒たちの……特に男子の視線がこちらに集まってくるのが判る。冷たい印象ではあるがキリリと美々しく、同世代の少女たちに比べて格段に落ち着きのある那由子は、遠巻きながらも注目の的だった。そのクールビューティーと、いささか揶や揄ゆをこめてチャラ眼鏡とあだ名されている冬哉が、親しく口をきいているのはそうとう違い和わ感かんがあるらしい。羨ましいなと囃はやされる程度ならいいが、無む駄だに嫉しつ妬とされたり陰口を叩たたかれたりするのはごめん被こうむりたい。

「鏡さん、卵は一日三つまでですよっ」

　案あんの定じよう、四つ目を口に入れそうになった那由子の手から、卵をひったくる。さつきと瀬尾が同時に笑い出した。

「さあ」

　ひとしきり笑ったあと、さつきが那由子の手を取った。

「約束だよ。今日から練習に入ってね。途中、テスト期間とかもあるしクリスマスまであんまり間がないから頑張ろう！」

　言うなり、彼女は那由子を引っぱり廊下へと出た。亡者相手ならば天てん下か無む双そうの死神は、まだ口をもごもごと言わせたまま大人しく引きずられていく。

　あまりのことに、冬哉は事態を把は握あくし損そこねた。彼の正気が回復できたのは、二人の少女がとっくの昔に視界から消え失せたあとのこと。

「え、ちょっ、どこいった？　どこいきましたの、あの人たちっ？」

　慌てふためく冬哉に、瀬尾も似たような表情をしつつもそれなりのヒントを与えてくれようとした。

「さあ……話の文脈からして、先せん輩ぱいの部活じゃないか？」

「さつきねーちゃんの部活って、演劇部？」

「ああ。いまは確か体育館で何か練習をしてたはずだけど」

「体育館な」

　冬哉は自分の荷物を手早くまとめ、ついでに那由子のバッグもひっ摑み、体育館へと急行した。瀬尾もその後からついてくる。

　重い扉とびらを開いて中を探ると、そこには数人の生徒がやいのやいのと騒いでいる最中だった。

　その中心に、さつきがいる。

　が、那由子の姿は見当たらない。

「ねーちゃん、鏡は？」

「ん？　いま衣装合わせ中」

　さつきは台本らしき紙束を開き、しきりに何かを書き込んでいる。冬哉の顔色には気がつかないし、気づこうともしていないようだった。

「衣装って？」

「聖劇のだよ、聖劇の天使様役」

「セイゲキ？　テンシ？　なんのことよ？」

　いささか語気を強めた従弟いとこに、彼女は彼女で大きく眉根を寄せた。

「ああ、確か」

　首を捻る冬哉の横で、瀬尾はようやく納なつ得とくしたように頷いた。

「毎年、羊ひつじと共同でやる劇のことですね」

「そうそう、それそれ」

「え、なにこれ？　俺だけ蚊か帳やの外？」

「違うよ」

　騒ぐ冬哉に、さつきが口を尖とがらせる。

「わたし、ちゃんと冬哉ちゃんにも説明したよ。聞いてなかったの、そっちじゃない」

　断定され、冬哉はわずかに怯んだ。さつきのおしゃべりの半分ぐらいは教育的指導であり、時によって彼はそれをざぶざぶと聞き流す。この件も、何かのついでに流してしまった可能性は非常に高い。

「そ、そうだっけ、かなあ？」

「そうだよ」

「そりゃ悪かったよ。もう一回説明してくれなさいよ」

「ホンット、冬哉ちゃんてわたしの言うことまともに聞いてないよね！　いっつもそうだよねっ」

　さすがのさつきも機き嫌げんを損ねたようだったが、冬哉に二、三度水を向けられたのと、部員たちの衆目が集まってきたのに気がついて諦あきらめたらしい。体育館のステージを指さした。そこには、大きな布を纏った生徒たちがいる。

「うちの演劇部ね、羊の演劇部さんと提てい携けい関係にあるの」

「羊って、あの？」

　少なからず驚いて、冬哉はさつきを見返した。

　ここで言う羊とは、角つのが生え、毛を紡つむげば衣服にもなる草食動物のことではない。

　私立聖せい羊よう学園。

　カトリックの一派が彼此見港開港と同時に設立した学校であり、彼此見市内ではもっとも古く、もっとも偏差値が高く、最高学府への進学率もそれに準じる。瀬尾家が一人息子に期待したのも、この学校への入学だった。

「お勉強では向こうがぜんぜん上だけど、演劇のことだったらうちが勝っててね。でも、向こうは進学校なせいもあってか、年々、演劇部員が……特に、男の子の部員がほとんどいなくなっちゃって大変なんだって」

　それで、この時期は両校演劇部が手を取り合って聖劇を上演しているのだと、さつきは続けた。

　北高の演劇部が数年前から全国コンクールなどで入賞していることは、冬哉も知っていた。

「向こうにメリットはあるけど、うちにメリットあるように思えないけど？　全国区レベルのうちの部が弱小に手なんか貸していいことあんの？」

「メリット、あるよ！　すっごいのが！」

　拳こぶしを握りしめて、さつきは力説した。

「羊にはチャペルの他に講堂もあるんだよ！　すっごい綺き麗れいでクラシカルで、まるでオペラ座みたいで、こんな体育館の舞台とは段違いなんだから。そんなところで劇ができるなんて滅めつ多たにないよ」

「ほー、それはそれは」

　それがどれほどすごいことなのか、正直、冬哉には計りかねた。けれど、さつきのテンションに水を差すことはない。

　いちおう一度は感心してみせ、

「だからって、鏡まで出すことねーでしょ。北高の演劇部が強つわ者もの揃いってなら、なおさら」

　すぐに渋しぶい視線をあたりに這はわせた。相変わらず、那由子の姿はどこにもない。

「彼女の役は台詞せりふがないんだよ」

　さつきはまったく堪こたえた様子もなく、胸を張った。

「衣装着て、ちょっとした動きをしてくれればいいの。つまり、イメージ優先なのね。那由子ちゃんはミステリアスなムードで、もうぴったりなんだから」

「ミステリアス、ねえ」

　そこは、まあ、同意してもいい。

　だが、死神が天使役というのは、皮肉にもほどがあるのではないか？

（考えようによっては同業他社つーか競合相手とも言えなくないけど、死神よりは天使の方がだいぶ縁えん起ぎいい感じだしねえ）

　が、もちろん、声にはできない。さつきや瀬尾にとって那由子はあくまで「最近、冬哉とつるむようになったクラスメイト」であり、多少変わったところがあったとしても「普通の高校生」以外の何者でもないのだ。

（せっかくそう思ってくれてるところに、わざわざ俺が余計なこと言うこたないよな）

　那由子が人でないことを語ることは、自分ももはや人ではないということと併あわせて語ることになる。

　それは、避けたかった。できれば最後まで黙り通し、その間にすべての決着をつけてしまいたかった。

　つらつらとした冬哉の思考を、わあっという歓声が断ち切った。

　視線を返し、彼もまた息を呑む。

　長く裾引く純白の服を纏い、作り物の羽を背負った那由子がそこにいた。

　柔らかな午後の光が、その姿を縁ふち取どっている。黒髪が際立ち、冴え冴えとして見えた。整いすぎるほど整った冷たい美び貌ぼうに、いつも通りの無表情が貼はり付つけられている。が、衣装の効果もあってか、なるほどひどく厳おごそかかつ神秘的だ。

　ただし、天使は天使でも、百ゆ合りを掲げて聖母に受じゆ胎たいを告げるような役割はまず無理で、剣を振るって悪魔を地獄に叩き落とす類たぐいにしか見えないのだが。

「やーん、似合う似合う。これなら、あちらの学校の人たちも絶対納得してくれるよ。いいクリスマスになりそう！」

　そんな冬哉の心の内などもちろん知らず、あっけらかんとさつきは続ける。

「なんなら、冬哉ちゃんも手伝わない？　役をつけてあげるのはまず無理だけど、裏方はいっつも人手不足だから大歓迎だよ！」

「体ていのいいタダ働きじゃないの。ごめん被りますー」

「イブの日、他に予定がなーんにもなくて『早く彼女欲しい、クリスマス爆発すればいいのに～』とかなるよりマシだと思うけどなあ」

「よけいなお世話ですっ」

「俺は手伝いますよ、さつき先輩」

　歯を剝いていきり立つ冬哉と裏腹に、瀬尾が穏おだやかに言った。

「塾のない日に限ってになっちゃいますけど、それでも時間はとれますから」

「えええ、瀬尾ってば本気？　いまからっつーと期末試験にもかかってくるよ？」

「要よう領りようよくやれば大丈夫だよ」

　穏やかに答える彼の心境を思い、冬哉はそれ以上は追撃しない。だが、

「ほーらほらほら、瀬尾くんはいい子ね！　冬哉ちゃんのお友達にしとくのはもったいないよ！」

「なら、あんたの彼氏にしてやんなさいよ……」

　にこにこと言いい募つのるさつきに対しては、思わず皮肉が口をついて出た。ひどく小さく低くはあったけれども。

　聞き取れなかったのか、さつきが首を傾かしげる。

　ほぼ当時に、瀬尾の拳が冬哉の後頭部に叩き込まれた。冗じよう談だんにしてはやや高すぎる音が響き、冬哉は呻うめく。

「こいつもちゃんとつれていきますから、ご安心を」

　笑顔のままで瀬尾は言い、さつきもまた釣つり込こまれたように笑った。

　那由子だけは何も感想はないと言いたげな静けさを保ち、長い裾を面倒そうに払った。その影の中でタイホウが小さく鼻を鳴らす。

　傾き始めた陽射しが体育館の巨大な窓から差し込んでくる。高揚と寂せき寥りようが入り交じった放課後独特の空気があたりに満ち、みなが笑い、冬哉も笑った。
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　一時間後。

　冬哉は一人、帰路を辿っていた。

　校門からの長い緩やかな坂を下り、バスに乗って西へ向かう。さつきと那由子はまだ劇の練習があるとかでそのまま体育館に居残り、瀬尾もまた塾に向かうため途中下車していった。

「一人でウロウロするんじゃないぞ」

　と釘を刺すのだけは、しっかりと忘れず。

　言われずとも、と、冬哉は思う。

　自分の死因が事故死ではないと知れてから、極力、一人では出歩かないようにしている。夜中に移動するときは、いつでもタイホウにぶら下がってだし、昼はことさら賑やかな道を歩いた。今だって本当はバス停から地元の者しか使わぬ細い道を通れば斜面を何分も上らずに済むところを、わざわざ人通りの多いところを選んでいる。

　面倒ではあったが、命には代えられない。

（なんかの間違いって気も、まだするんだけどさー）

　つらつら思ううち、ポケットの中の携帯電話が高く音を放って震えた。小さな液えき晶しよう画面には非通知の文字が輝いている。

　放っておこうかとしばし迷い、結局、通話ボタンを押した。

『もしもし』

　陰いん々いんとした女の声が響いてくる。

『私、リカちゃん。いまあなたの後ろにいるの……』

　籠こもったようなアルトの響きに束の間ゾッとし、しかし、すぐに相手が誰か気がついた。

「ふざけないで下さいよ、斉さい木きさん」

　いささか怒ど気きをこめて言い、急ぎ辺りを見回し相手を探す。案の定、振り返った視線の先、電柱の陰に隠れるようにして斉木里り香かが立っていた。

　仕立てのいいテーラードのスーツの上に、これまたカッチリとしたコートを着込んだ彼女は、社長秘書のような佇まいだ。

　だが、その正体はＫ県警の刑事である。

「ふざけてるのはそちらでしょう、冬哉くん？」

　携帯をポケットにしまいながら、女刑事は言い募る。













「犯人が特定されていない以上、いつどこで誰がどんな風にあなたを狙ってくるのか、判らないの。なのに、どうしてそう迂う闊かつなことばかりするのかしら？」

　そのうち、本当に背後を取られて再び海に投げ込まれても知らないと、斉木里香は言い足した。

「ちゃんと考えてますよ。極力一人にはならないようにしてるし、万が一、一人になったときもこうして人通りの多いところを選んでますから」

「それは昼間の話でしょう？」

　斉木の声は冷水にも似た響きで迫る。

「あなたを夜に外で見かけたって報告が来ているわ」

　危うく冬哉は舌打ちしそうになった。

　窓から出入りし、タイホウに頼って夜空を駆かけていたというのに、いったいどこで警察に気け取どられたのか？　まったく心当たりがない。

（那由子が大鎌振り回してるところまで、見られたとか？　や、それだったらきっと銃刀法違反だなんだつって踏み込んできたはずだし大丈夫だよな）

　忙せわしく考える冬哉の顔を、傍かたわらで斉木はじっと観察している。いかにも油断ならぬその視線に横顔を向け、精せい一いつ杯ぱい皮肉な口く調ちようで言ってやる。

「どこのどいつが俺をタワーからぶち落としたんだか、早いところはっきりさせて下さいよ」

　それがあんたらの仕事でしょう、と付け足したいぐらいだったが、そこは堪えた。

「仕事」という言葉を子供が口にするのを大人は好まないと冬哉は知っている。逆上されたら面倒になるばかりだ。

「あなたの事件は難しいのよ」

　冬哉の屈くつ託たくを判っているのかいないのか、斉木はごく簡単に続けた。

「何せ、最大の手がかりになるはずのご遺体がこうして闊かつ歩ぽしているんだもの」

「ひでえ」

　あまりな言いい種ぐさに、つい本ほん音ねが飛び出た。

　斉木はひとつ笑う。

「通常、高所から落下した場合、遺体の傷はかなりの広範囲に及ぶわ。激突面はたいてい四角く、見た目はさほどでなくても激しい内出血を伴う。更に自殺の場合、頭から飛び込む人はまずいないから、足を複ふく雑ざつ骨こつ折せつする場合が多い。なのに、あなたの激突面は狭く、骨折も腕。いったいどういう落ち方したのかしらねえ」

　暖かみのある、柔らかな美貌だからこそ、それは果てなく冷たく映った。同じ非人道的でも那由子とはまったく趣おもむきが異なる。

　そう言えば、あのときもそうだったな、と、彼は思った。

　冬哉の蘇生から遅れること、一ヶ月後。

　彼の携帯が岩場の一角で発見された。高所から落下した挙あげ句くに浸しん水すいしたにも拘かかわらず、その中からデータが回収された。

　たいていは無む邪じや気きなメールやダウンロードした楽曲などさして意味のないものばかりだったが、彼の死亡する前の足取りを示すデータが二つ存在した。

　ひとつは、非通知番号からの着信があったこと。

　これは携帯電話会社に要よう請せいし、裏が取られていた。彼此見中央駅前の公衆電話からの発信であったことが既に判っている。

　そして、もうひとつが月を背負った彼此見タワーの写真だった。

　携帯のあまり精度のよくないレンズで撮られたもので、ぼんやりと滲んでまるで見所のない一枚だったが、問題はその撮影時間だった。

　八月三一日、二三時五五分。

　冬哉が海岸に打ち上げられて死亡する、四時間前のことになる。

　警察はすぐさま彼此見タワーを調べ上げた。

　観光客が利用するエレベーターはタワーの営業終了時刻の二一時以降は動かない。外に設しつらえられた階段を上るしかないのだが、これも鉄製の柵さくで封ふう鎖さされている。

　その柵から指し紋もんがまったく採集されなかった……これが、決定打となった。

　いざという時の安全確保のために作られたこの階段は、一ヶ月に一度の割合で点検が施ほどこされる。当然ながら、点検員はこれを手で開け、自らの足でタワーを登る。軍手を用いることもあれば、素手のときもある。なのに、指紋がまったくないということは、誰かが意図的に拭ふき取とったからに他ならない。

　同時に、タワーの展望部の手すりも調べられた。

　多くの事件の場合、転落死の真相を推し量るとき、手すりに残された指紋が有力な手がかりになるという。誰かに落とされたとき、自力で乗り越えたとき、偶然に乗り越えてしまったときではそれぞれ指紋のつき方がまったく異なる。

　だが、そこには柵同様、何も残っていなかった。

　それが、警察の猜さい疑ぎ心しんに火をつけ、蘇生の奇跡を遂とげた高校生を明確な殺人事件の被害者へと位置づけさせた。

　そのような説明を暗い警察署の一室で聞かされたときも、里香はいまと同じように明めい朗ろうかつ淡たん々たんとしていた。

　明るみに出たいくつもの事柄も恐ろしかったが、それらをまるでファッション誌の目次でも読み上げるような口調で語る里香にも、寒々しいものを感じずにはいられなかった。この女に比べれば、歴戦の強者といった風ふ情ぜいの野の坂さか警けい部ぶ補ほの方がまだ与くみしやすいとさえ思えたぐらいだ。

　だから、できれば、自分のところには是ぜ非ひともあちらの警部補さんを差し向けて欲しいと思うのだが、あれ以降、冬哉のところへ訪れるのは必ずこちらの美女の方だった。

（ちょっと前だったら、美人につきまとわれてキャッホーってなってたろうになあ）

　かつての価値観が一変するほどの重大事に日々見舞われているのだとつくづく感じ、冬哉は深い溜め息をつく。

　その様子を、斉木は見ている。

　見られていることを冬哉は判っている。

　だから、できる限り愛想よく笑ってみせたのだが、成功している自信はあまりなかった。

「本当に覚えていないの？」

　ぐい、と、顔を近づけられる。

　長身の斉木はヒールのせいもあってか、冬哉とほとんど背が変わらない。間近にその美貌が迫る。

「何も思い出せないの？」

　白い顔の中、ゆっくりと動く深いローズレッドの唇。

「本当は……思い出したくないだけなんじゃないの？」

　それが、ひどく、恐ろしい。

　呼吸すらはばかって、冬哉は目前の女をただ見返す。冷たい言葉が自分の奥底を確かに叩いた。さっきから息がやけに苦しい。

（思い出したくない？）

　月が出ていた。

（俺は、思い出したくないのか？）

　落下していく自分を見下ろす、人影。

（でも、どうして？）

　懸命に頭を振り、冬哉は斉木から自分の視線をもぎ取った。ほとんど突き飛ばすようにして、距離を開ける。

「……警察に協力したくないとか、別にそんなんじゃありませんから」

　なんとか絞り出した声は、我われながら呆あきれるほど嗄れていた。

「本当にただ思い出せないだけです」

　力ない断定に、斉木は頷いた。目はちっとも笑っていなかったが。

「とにかく」

　彼女は少しだけ厳しく口元を引き締め、冬哉に向き直った。

「しばらく迂闊なことはしないでね。夜は特に気をつけること一人歩きなんてもっての外ほか」

「はーい」

「それと、周囲の人間にも気をつけて。どこに犯人が潜ひそんでいるのか、いまの時点では誰にも判らないわ」

「はーい」

　冬哉はすぐさま答える。元気はあるが誠意に欠くこと夥おびだたしい返事だ。自分には彼岸の都合がある。たとえ天下の公権力相手でも、その言いつけをすべて守ることなどできない。

　それに、自分には那由子がいる。

　地獄の極ごく卒そつすらまっぷたつにする女が、どうして現世の人間に後れを取るだろう？　彼女と行動を共にする時間帯こそが、実はもっとも安全といえた。女に庇かばわれるなんて情けないと思わないでもないが、あちらは冥府の渡し守、こちらはか弱い半死人。素材がそもそも違う。

　だが、出席日数を厳重に計算し、夜の活動を昼に振り分けるぐらいはしなければならないかもしれない。

　そんな彼の腹のうちを見て取ったのか、

「これから毎日、リカちゃんコール入れるから心得てください」

　斉木はとんでもない一言を付け足した。

「げ」

「げ、とはなんなの、げ、とは」

　初めて、斉木は声を荒げた。本気で不愉快そうに、眉まゆを吊り上げ冬哉を睨みつける。

「こんな美人からの電話、お金払ってでも欲しいって男がごまんといるのに」

「じ、自分でおっしゃいますか……」

「ええ、事実だもの」

　たじろぐ冬哉に平然と言ってのけ、斉木は背を向けた。

　いつの間にか、二人は陣内家の門前に辿り着いていた。規則正しい足取りが、そのしなやかな後ろ姿をあっと言う間に坂の下へと運んでいく。

「思い出したくない、か……」

　そんなはずがない。

　昼は生者に煩わずらわされ、夜には亡者と向き合う毎日。

　普通に生きているのですら面倒なのに、半分死んだとなると面倒事のステージが上がる。

　せめて、此岸のいざこざが片づいてくれれば、以前のようにもっと自由に家から出られる。タイホウの鋭い爪で無力な獲物のように攫さらわれることもなくなるものを。

　だが、どうしてだろう？

　斉木の言葉は、彼のどこかを苛さいなむ。夜毎に訪れる悪夢と共に。
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　さつきが再び一年Ｂ組の戸口に立ったのは、それから三日目のことだった。

　彼女に真っ先に気がついたのは、那由子だった。卵が貰もらえると思ったのか、素早く席を立ち、さつきの方へと寄っていく。冬哉と瀬尾も彼女の後に続き、さつきのただならぬ様子に驚いた。

「どーしたのよ、ねーちゃん。顔色悪いけど？」

「どこか具合悪いんですか？」

　さつきは一度、首を振り、それから低く告げた。

「クリスマス、なくなっちゃうかもしれない……」

　冬哉と瀬尾は目を丸くし、那由子は心持ち首を傾げる。

「なくなるものなのか、あれは」

　ごく平らかな声で訊たずねられ、さつきは困り果てたように頭を振った。

「クリスマスそのものはなくなんねえよ。キリスト教徒まるっと敵に回すようなこと言わないの」

「キリスト教徒より、世界中の玩具おもちや屋とかデパートある限り、なくならないと思うけどなあ」

　冬哉に茶化され、瀬尾に柔らかな口調でさらりと毒どくを吐はかれて、さつきはますます萎しおれた。瀬尾がすぐさま、しまったという顔で水を向ける。

「劇がなくなるってことですよね？　何かトラブルでも？」

「ヒロイン役……聖母様役の子ね、羊の二年生で藤ふじ巻まき春はる香かちゃんって言うんだけれど……その子が不登校になっちゃったの」

　鬱うつ々うつと口を開くさつきを見て、冬哉は「これは長い話になるな」と覚悟をした。さつきはけっして頭は悪くないが、順番立てて話をするのはあまり得意な方ではない。特に、こうして沈んでいたり、逆にひどくはしゃいでいたりすると、それでなくても混乱しがちな会話回路がますますうまく働かなくなる。おそらく今もあっちこっちに話が飛び、なかなか結論には辿り着けないに違いない。

　やれやれ、と、冬哉は横目で那由子を見る。

　こっちはこっちでえらく集中力を欠く。それでなくても他人の言うことになどろくろく興味を持っておらぬ女だというのに、迷走必至なさつきの話を最後まで聞き届けることが果たしてできるのかどうか。

　そうして、冬哉が内心苦く慮りよしていた、そのときだった。

「祟たたりが……」

　さつきがとんでもない単語を細々と呟く。

「聖母役の子が、祟り殺されるかもしれないんだって」

　四人の間に、沈黙が落ちる。

　冬哉と瀬尾はひたすらに驚き、那由子の双そう眸ぼうにかすかに興味の色が湧いた。未だ騒がしい教室の戸口、そこだけ空気がひんやりしたかようだった。

　まだよく事情は判らないが、と、付け足しつつさつきがした説明は、「聖羊学園に祟りが蔓まん延えんしていて、学校中が大騒ぎに」「ヒロイン役を初めとする数人がそれを恐れて不登校」「演劇部の稽けい古こどころではないムードになっている」ということだった。

　常識的な瀬尾は反応を選びかね、押し黙っていた。さつきの言うことでなければ、それはそれは思い切りよく馬鹿にしてやるのに、と、その顔に書いてあった。

　冬哉もこの夏前だったら、同様に振る舞ったか、率そつ先せんしてさつきをからかったろう。「祟りなんて、非現実的な」「高校生にもなって」「本気にする方がどうかしてるでしょ」……台詞はいくらでも思いつく。

　けれど、自分自身が幽霊よりも非現実的な存在と成り果てているいま、そうするのはいくらなんでも躊躇われた。

　困こん惑わくの像と化した下級生たちを目の前に、さつきはますます萎れうなだれた。

「……それで、思い出したんだけれど」

　彼女にしては珍しく、長い長い沈黙の後。

「冬哉ちゃんて、ちょっと霊感あるよね？　その、いっぺん……しちゃってから」

『死んだ』という直接的な言葉を使いたくなかったらしい。そこだけ小さく口ごもる。

　意外な思いで、冬哉は彼女を見返した。

　確かに、冬哉は蘇生してしばらくのち、瀬尾とさつきの目の前でそうと受け取れる言動を幾度かした。

　けれど、自分の立場がはっきりしてからというもの、その件のことなど忘れたかのような顔をして振る舞っている。さつきも、あれ以降二度と彼の奇行について触れたことはない。

（忘れてくれたと思ってたんだけどな……）

　ますます表情を選びかね、冬哉はすっかり下になってしまった従姉の顔を見る。

　さつきは意を決したように、その視線を受け止めた。

「ヒロイン役の子ね、藤巻春香ちゃんって言うんだけどね、すごくいい子なの。私たちはキリストさんのことなんてろくに知らないけど、あの学校の人からすれば聖母役になるのはとっても名誉なことでね、藤巻さんもすごく喜んでて……なのに、こんな」

　その目が、まっすぐ冬哉を貫つらぬく。

「ねえ、何か私にできることってないかしら、冬哉ちゃん？」

　あるわけないだろう、と、一いつ蹴しゆうするのは簡単だった。

　あの時のあれは、死亡と蘇生という異常体験がもたらしたちょっとした混乱で、いまは何でもない。霊感などと呼べるものは自分にはないのだと断定してしまえば、彼女はそれを難なく信じるだろう。

　しかし。

　さつきは、本気でその聖母役の娘を案じている。

　せっかくの練習が無駄になるのがイヤだからとか、壮そう麗れいな講堂で演じたいからとか、自分だったら間違いなく頭のどこかに浮かぶであろう打算は一切ない。従姉はそういう人であると、彼が誰よりよく知っている。

　さらに、その横で瀬尾がこちらを見ていた。

　彼もまた、自分の奇行について知っている。

　知っていて、これまで何も言わずにいてくれた。それどころか、那由子とタイホウが冬哉を殺そうとしたその時、駆けつけて救ってくれたことすらあった。二重三重の恩人であり、得え難がたい友人だった。さつきはそんな彼の想い人である。

「お、俺は……」

　途切れ途切れに冬哉は言い募った。頭は鋭く回転を続け、この場をうまく収める方法を考えつつあった。

「俺に霊感とかそういうの期待されても困るんだけど」

　噓うそは言っていない。

　自分は半分死んでいるが故に、死者と通じるだけであって、霊感はない。期待されても出来ることは限られている。

　さつきの顔に広がる失望。瀬尾が目を伏せる。

　けれど。

「ないけどさ、そういう系の知り合いが最近出来たから、その人に頼んでみる」

　今度は二人の目が同時に丸くなった。

　いったいどこでそんな変わった知り合いを？　という疑問が、揃ってその顔に刻まれている。

「正確に言うと、俺じゃなくて鏡さんの知り合いなんだけど」

　那由子の眉がかすかに上がる。

　明らかに気分を害したという表情だが、もう臆おくすることはできなかった。自分が出向くと決めた以上、この死神も引きずり込むしかない。なにせ冬哉自身の武器は例の銃一丁しかなく、しかも、それを自在に出現させ使えるかどうかも未だ定かではない。本当に祟り成す悪霊が存在するのなら、そのときは、まず那由子をぶつけるしかないのである。

　そして、そう思った者は冬哉一人だけではなかったらしい。

「よろしい。わしが助けてしんぜようではないか」

　重々しい声が、あたりを圧した。

　さつきは飛び上がり、瀬尾が周囲を忙しく見回したが、声の主は存在しない。

「わしの名は陳ちん大たい鵬ほう。そこな小僧の言う助け手よ。ただいま類たぐい希まれなる霊能力を使って、ぬしらに話しかけておる」

　調子に乗って乗って乗りまくったような老師の声は、なるほど、那由子の影の中から響いてきていた。

「え、えええええ？」

　さつきが飛とび退のき、身構える。

　瀬尾は目を見張り、まだ声の出所を探していた。

「探しても無駄じゃ。我の本体はここにはおらぬ。この那由子を憑より代しろに貴様らに言葉を与えてやっておるのよ」

（あっちゃあ……）

　自信満々のタイホウの語りに、冬哉は頭を抱えた。さつきは目をぱちくりさせながら、那由子の顔と足下へ忙しく視線を行き交わせている。

「まさか、腹ふく話わ術じゆつ？　那由子ちゃん、すごい！」

「これは憑り代と言っておろうが、憑り代と！　頭の悪いヒヨコどもめが！」

「ヨロシロってなあに？」

　あいにく、冬哉も知らない。

　困惑して那由子を見るが、彼女も知らないのか、知っていても教える気がさらさらないのか、じっとこちらを見返すばかり。

「憑り代というのは神さまや霊魂を宿すもののことのはず……」

　困り切った様子ながら、瀬尾が説明した。

「確か、恐おそれ山ざんのイタコとかあの類じゃなかったかと」

「恐山！　それは知ってる！」

　さつきは喜き色しよくを浮かべたが、冬哉はこちらのことも名前しか知らない。自然、すっかり状況から置き去りにされた。

「そっか。じゃあ、いまの那由子ちゃんは那由子ちゃんに見えるけど、那由子ちゃんじゃなくてそのちんなんとかさんって人なんだね」

「左様左様」

　カカカと影の中からタイホウは笑う。得意げな羽ばたきの音まで聞こえてくるようだった。

「とにもかくにも、この大霊能力者が力を貸してやるが故ゆえ、大船に乗った気でいるがよいぞ」
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　待ち合わせは、水曜一七時。

　聖羊学園近くの駅前に、さつきが「祟りに怯おびえる聖母役の子」を連れてきて、それから揃ってかの学園へ赴おもむくという。

　冬哉たちの家からはやや遠いが、瀬尾が塾前に立ち寄りやすく、聖羊の生徒もここならば来やすいということからの指定だったのだが。

「どうして、私もいかないとならない？」

　ひとけの失せた放課後の教室、一緒にいこうと誘った冬哉に、心の底からよく判らないというように那由子が首を捻った。

「……だから、勝手なことして悪かったって言ってんでしょ。昨日、死ぬほどケーキだの和菓子だの買ってやったでしょ。そろそろ機嫌直してくれなさいよ」

　天を仰ぎ、冬哉は嘆たん息そくする。

　この娘が彼を財さい布ふ代わりに扱うことは、別段、珍しくもない。

　それでも、昨日の食いっぷりは度が外れていた。

　さつきたちと別れた後、那由子はコンビニの棚たなや冷蔵ケースに並ぶ菓子の右から左までを鷲わし摑づかみ、片っ端から買い物駕か籠ごへと投げ込んだのだ。不幸中の幸いは、赴いた時間帯が商品補充直前だったらしく、全体的に品薄だったこと。さもなくば、冬哉が財布を逆さに振っても追いつかぬ羽目になったろう。

「そうじゃそうじゃ」

　珍しく、タイホウが冬哉に賛同する。

「そもそも、本当に祟り成す霊がおるのなら、それを無事に彼岸へ渡すが那由子、ぬし本来の役目。我わが輩はいが機転を利きかして割り込んでやったおかげで、小僧はあの二人から無用の恨みや疑いを買わずに済んだし、貴様は食いたいだけ菓子を食えた。良いことづくめじゃろうがよ」

　得意満面な言い様に、一抹の不安を覚える。そもそも、あれで切り抜けられたのかどうか甚はなはだ怪しい。

　タイホウのとんでもないアドリブ乱入のおかげで、さつきはすっかり『頼りになる霊能力者』の存在を信じていたようだった。瀬尾の方はそう簡単にはいかないだろう。しかし、とっさのことに度ど肝ぎもを抜かれていた冬哉の態度に、ある種の信しん憑ぴよう性せいは感じ取ったらしい。自分も必ず同行するというのを条件に、聖羊行きを承知した。

「ま、まあ、かなりアレな手段だったのは認めるけどさ」

　気を取り直し、冬哉は更なる説得を試みる。

「それに、あんただってクリスマスの劇には一枚嚙むって約束したわけでしょ？　なら、まるっきり無関係ってわけでもないんじゃん」

「確かに、約束はした」

　那由子は小さく頷く。

「けど、それがなくなっても別にかまわない。既に報ほう酬しゆうは受け取り済みだから」

「報酬？　またゆで卵？」

「いや。その卵でオムレットというのを作ってもらった。中にバナナが入っていて、まるごとバナナによく似ている」

「ちなみに、何個？」

「九個」

　さらりと答え、それから、

「一個は老師に取られた」

　ほんのわずかだけ悔しげに付け足した。

「あんなものを九個も……」

　頭を抱えた冬哉を横目に、那由子はすたすたと歩き出す。そのまま教室を出て、またぞろ夜の狩りへと飛び出していきそうな様子に、冬哉は慌てた。

「報酬を受け取った時点で契約は成立なの。つまり、ちゃんとその劇が行われるようにあんたは頑張らないといけないってことなの！」

「そうなのか？」

　訝いぶかしげに眉根を寄せ、那由子は足下へと声を落とす。

　黒々とわだかまるそれの一部がまたぴょこりと跳はねて、ミミズクの姿となった。

「まあ、一般的にはそういうことになっとるわな」

「そうなのか」

　先ほどと同じ台詞をまったく違った抑よく揚ようで呟き、那由子は素直に首しゆ肯こうする。

「俺の言うことには耳を貸していただけませんの？」

「老師の方が古びている分だけものを知っている」

「そうじゃそうじゃ」

　ホホホホとタイホウは高く鳴いた。

「ヒヨコのくせにわしに張り合おうなどと、つくづく生意気な奴じゃの」

　バナナオムレットを弟で子しからかすめとる猛禽類に見下げられるとは、と、冬哉はふてくされたくなったが、すぐに気を取り直す。この変な猛禽のおかげでさつきに対して義理を欠かずに済むのは事実。そちらの方が、彼にとっては重い。

　だが、それでもひとつだけ言っておかねばならぬことがある。

「そーいや、あんた、その老師を使ってテスト解いてたね。あれ、どうかと思うんだけど」

「仕方がない」

　那由子はまったく悪びれない。

「私はおまえたちと違って勉学に打ち込む暇ひまなどなかった。気がついたら、冥府の川辺で渡しとなっていたのだから」

「そりゃそうかもしれないけど……あれのせいで上位の誰かの成績が落ちるかもしれないんだからな。正直、感心しねえ。期末では絶対やるんじゃないよ？」

　具体的に瀬尾の名は口にせず、一般論を物差しに冬哉は彼女を弾だん劾がいする。

　少女の姿の死神は訝しげに眉をひそめ、また首を捻る。

「上位というのは、よい成績を修めた者のことだと思っていたが？」

「その通りですよ」

「なら、私は無理なはず」

「えー？」

　今度は冬哉が那由子の影へと視線を落とす番だった。

「古びた老師に答え教わってたのに？」

「異国語は読めんと。あと、算式も不ふ得え手てだと」

「ああ……なるほど」

　それでは、英語と数学、もしかしたら物理や生物あたりの成績も赤点以下かもしれない。

「まあ、なんだ。次のテストのときは俺も一緒に勉強するから、老師はもう使っちゃだめ。いい？」

「そんな偉そうに言えるほどの成績だったかの、ぬしは？」

「言えるほどの成績じゃありませんですが、不正をしなくちゃいかんほどでもありません」

「なら、生意気抜かすでないぞ」

「そんな。老師ほどの賢者をこんな木こっ端ぱ高校のテストごときで煩わせるなんて悪いなーと思ったんじゃん」

　心にもないとはこのことかと言うような台詞だったが、黒ミミズクは満まん更ざらでもなかったらしい。

「まあ、自ら学ぶことは渡しにとっても必要不可欠よ。そう思うからこそ、貴様ももはやさほど用のないこんな場所へ通っておるのだろう？」

「えっ、そうだったの？」

　意外な思いで、冬哉は那由子を見下ろした。

「俺またてっきり、さつきねーちゃんに卵もらえるからとか、購買のパンが気に入ったとか、そんなんかと思ってたよ」

「……そう思うなら、それでもかまわない」

　それだけを言い放ち、那由子はスタスタと教室を出ていった。会話はこれにて終了とその背に書いてある。タイホウはとっくにその影の中に沈み、気配ひとつ感じられない。

　冬哉は慌てて、その後を追いかけた。

　そのまま、二人は坂を下り、路面電車に揺られ、目的地へと向かった。冬の早い日はとうに傾き、照らされる海は青というよりも深い翠みどり。逆さか巻まく波が淡く白く、そこかしこに散っていた。
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　時間は、一七時少し前。

　聖羊学園の最も寄より駅えきの南側は、よくあるショッピングモールの入り口につながっていた。地面はアスファルトではなく、小綺麗なタイルで覆われ、円形ロータリーを挟んですぐのところに噴ふん水すいとガラス張りの建物のエントランスが見える。

　さつきに指定された場所は、そのエントランスのすぐ横にあるカフェだった。日本全国津つ々つ浦うら々うら、それなりの人出があるところにはもれなく存在する、コーヒーチェーンの中の一店舗である。

　冬哉と那由子が店先へ赴くと、既に瀬尾がいた。カフェ前のテーブルについて、大きな体を寒そうに縮めている。

「なんで中入んないの？」

「おまえ、本当にさつき先輩の言うことはまともに聞いてないんだなあ」

　瀬尾は呆れたように目を細め、高い鼻び梁りように皺しわを寄せた。

「羊の生徒は基本通学途中での外食は禁止なんだよ。制服のままで飲食店に入ったら怒られるんだと」

「で、外ならいいってこと？　とんだ屁へ理り屈くつじゃねーかよ」

「まあ、俺もそうは思うけど」

「あそこって確か、市外から通う生徒の方が多いんじゃなかったっけ？　部活の後、腹が減ったりしたときもどこにも立ち寄らないのかね」

「少なくとも、最寄りでは無理だろうな」

「えー、そんなめんどっちいなぁ。瀬尾、そんな面倒な学校いかなくてよかったじゃん」

　いつもの軽口に、瀬尾は答えなかった。ただ、薄く笑みを掃く。

　それを見ながら、冬哉は彼が相変わらず気鬱の中にあることを察した。

「……大丈夫だって、瀬尾。羊の演劇部は男子生徒ほとんどいねえって話だし。さつきねーちゃんを取られることもないよ」

　労いたわるように言った彼に瀬尾は少しだけ目を見開き、それから今度は本当に笑って頷いてみせる。思いの外、笑顔が早く見られたことに冬哉は心から安堵した。

　その背後で、那由子が大きく身じろぎする。振り向くと店内を窺うかがいながら、珍しくそわそわしているようだった。

「なんですか、鏡さん？　俺、瀬尾と話してんだけど」

「この店、来たことがない」

「そう？」

「何が美う味まい？」

「飲み物の類はいいけど、お菓子は値段の割にたいしたことねえよ」

「そうなのか……」

　無表情ながら、露骨にがっかりした感が伝わってくるのがおかしい。瀬尾も同様だったようで、わずかに含み笑って、

「激甘が苦手じゃないなら、チーズケーキはいいんじゃないかな？　あとキッシュとか」

「そうか、ならそれにする」

　やけにきっぱりと宣言して、那由子は一人店内へと進んでいった。

「あ、おい」

　慌てて冬哉は後に続こうとした。

　ショートだのグランデだのあまり馴染みのないサイズ表記に加え、舌を嚙みそうな名前の飲み物の種類が多い。世知に疎うとい那由子と店員が訳の判らぬ問もん答どうを繰り広げるのは目に見えていた。

「なあ、陣内」

　店内へ入りかけた彼の足を、瀬尾の声が引き留める。

　振り向くと、

「おまえ、鏡さんと本当になんでもないんだな？」

　思いの外、真剣な目で迎え撃たれた。

　冬哉はなんでもって？　とは、聞かなかった。聞かずとも、彼の言わんとするところは判る。あいにく、そこまで鈍どん感かんではない。

「俺はもっと扱いやすい女の方がいいよ」

　本心だった。

　だが、適切な回答を探すのにはしばし時間を必要とした。

　いまは己おのれの命を、明日の生存を、はっきりと我が身に繋ぎ止めることに必死で、それ以上のことは考えられない。そのせいもあって、事態の全貌を知り共闘できる那由子から離れるわけにはいかないが、別に相手が彼女でなくても自分のすることは同じだったろう。

「……失礼な言い種だな」

　冬哉の言葉に噓や躊躇いがないのを見てとって、瀬尾は調子を取り戻したらしい。幾分からかいを含んだ声で断じる。

「だから、おまえはモテないんだぞ」

「どっちが失礼なのよ」

　大おお仰ぎように憤ふん慨がいし、冬哉は口を尖らせた。もちろん、冗談めかすことも忘れず。

（よかった、いつもの瀬尾だ）

　友人の鬱屈は辛つらい。

　瀬尾のようないい奴なら、尚なおのことだ。

　心からホッとし、冬哉がもうひとつふたつ冗談でいなそうと口を開いた時だった。

　瀬尾は再び、面を引き締め、

「けど、悪い。いま俺が聞いてんのはそういうことじゃないんだ」

　固い声で更に問いかけた。

「そりゃ、おまえは一見社交的だし、女にはあまり警けい戒かい心しん持たれないタイプでもあるし、いつの間にかクラスの女子と仲良くなっても別におかしくはない。けれど、鏡さんはどこからどう見ても難物で、しかも、怪しい知り合いまでいるって言うし……俺、いったいいつからおまえたちがつるむようになったのか、まるっきり判らないんだよ。一学期、彼女とどこか行ったか？　夏休みは？」

　いちいちごもっともな指摘に、冬哉は舌打ちしたくなった。

　那由子は冬哉を追いかけて、学校中の人間の記憶を改かい竄ざんし、同級生として潜り込んできた。だが、その仕事は実に大おお雑ざつ把ぱでところどころに不ふ首しゆ尾びがある。冬哉と一番たくさん時間を過ごしてきた瀬尾なれば、その違和感に気がついてもおかしくはない。

「え、えーと……」

　今度こそ返答に困って、冬哉はレンズの下の目を忙しく動かした。宙を見、瀬尾を見、足下を見ても、適切な答えなどどこにも書いてはいない。

　そうして躊躇ううちに、

「まさか、おまえが死んだのって……鏡さんに関係あるわけじゃないよな？」

　決定的な言葉が打ち込まれてきた。

「それはない」

　思わず断定してしまい、

「と、思う。覚えてないからよく判んないけど」

　冬哉は慌てて付け足した。

　案の定、瀬尾の目には不信の色が滲んでいる。

（こんなことなら、いっそつきあってるんです。もうちょーラブラブなんですとか言った方がマシだった？）

「いや、だからね」

　上手じようずな言い訳を、納得してもらえるだけの出まかせをと、彼は必死に探し続け、

「俺、そうやって一度死んだじゃん？　その上、ほら、隣のクラスのオカルト好きな電波な女に追っかけられたりして苦労したじゃん？　で、少しはスピリチュアルなことに興じてみようかなって思って、例の陳老師って人と知り合ったのよ。そしたら、そこに鏡さんがいてね」

「スピリチュアル、ねえ……まあ、確かに苦労してたものな」

　へどもどとした言い訳に一度、大きく頷き、

「……警察の方、どうなってんだ？」

　瀬尾の方から話題を変えてくれた。

「ああ」

　心底、うんざりしたような声が出たが、内心、『助かった』と思った。冬哉はそちらの話題に進んで飛びつく。

「あの美人刑事がさー、なんかすげえ変わってて。あんま関わりたくないのに突然フラッと現れるのよ」

「それだけ捜査に進展があったってことか？」

「いや、そっちは全然みたい。イタ電まがいの電話してくるぐらいだし」

「ノンキなんだな」

　いささか過剰なぐらいに意気込んで言葉を重ねる冬哉に、瀬尾は顔をしかめた。

　そんな最中。

「冬哉ちゃーん、瀬尾くーん」

　ロータリーの向こうから、さつきが手を振りながら走り寄ってきた。その背後には、見知らぬ少女がつき従っている。

　冬哉と瀬尾は黙って、一度、視線を交わす。それぞれの目に『この話はまた改めて』という意が含まれていた。

　店の中では、冬哉の予想通り、那由子がメニューのひとつひとつについて解説を求め店員を大いに困らせていた。
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「こちら、藤巻春香さん」

　全員がそれぞれ飲み物を手に座るのを待って、さつきがようやくと言うように口を開いた。

「藤巻です。よろしくお願いいたします」

　少女がぺこりと頭を下げる。

　整った目鼻立ちに、物柔らかい身のこなしの娘だった。聖羊は歴史と伝統のミッション・スクールではあるが、いわゆるお嬢様学校ではない。県内外に名を響かせる進学校で、厳しい校則も質しつ実じつ剛ごう健けんを尊たつとぶ故のものと聞く。だが、仕立てのいい黒いコートに同じ色のタイツ、羊を象かたどった校章が刺し繡しゆうされただけの白いマフラーという出いで立たちの春香は、どこかやわやわと優しく令嬢然としていた。コートの下は黒いふんわりとした袖そでのクラシカルなワンピースのはずで、きっとまた一段と彼女をお嬢様めいてみせるだろう。

　しかし、その優しい雰ふん囲い気きと口調とが、かえって彼女の心痛を浮き彫りにさせた。













「まだ外にはあまり漏れていないのですが、うちの学校で事件が起こってまして……」

　ぽつりぽつり、言葉を選びながら春香は話し出した。

　最初の異変は、九月最初の月曜に起きたと言う。

　朝、生徒たちが登校したところ、聖羊学園のグラウンド、きっちりと整備された地面の上に「大」という字が書かれていた。縦横一〇メートルを越す巨大な字で、毒々しい赤いペンキが用いられており、全校の注目をたちまち集めた。

　学校側はそれを「単なるいたずら」と捉え、一通り掃除を済ませ、警備員たちを叱しつ責せきしたが、それ以上何の措そ置ちも取ることはなかったという。

「けど、その後しばらくして事故が頻ひん発ぱつしたんです」

「事故？」

「ええ」

　鬱々と春香は頷いた。その顔が青白いのは、寒風に晒さらされているためだけではなさそうだった。

「階段から落ちて足を捻ねん挫ざしたり、体育館の重い扉に挟まれたり、科学の実験中に器具が破裂して火傷やけどしたり」

　そのひとつひとつはたいした事故ではなく、軽傷者が数人出ただけ。

　だが。

「怪け我がした人全員、名字に『大』の字がついているんです」

　大おお川かわ、大おお野の、大おお橋はし。

　この三人が件くだんの事故の犠ぎ牲せい者しやになる。

「で、次の週の月曜日、今度は職員室前の掲示板に『小』と書かれた文字が張り出されました」

　やはり、赤いペンキ。

　そして、その週のうちに事故に遭あい、怪我を負った者が出た。名は小こ林ばやし、小お川がわ、小お野の村むらだった。

「えー。そんなの単なる偶然じゃ？」

「二度目までなら、そうでしょう。わたしだってそのときはそう思いました」

　いくらか茶ちや化かしたような冬哉の疑問に、春香はますます陰鬱な口調で答えた。

「でも、三度、四度と続いたら話が変わってきます」

　翌週の月曜、今度は『木』という字が見つかった。ふざけたことに、学園一番の巨木の幹みきに直接ペンキが吹き付けられていたという。

　更にまた怪我人が出た。

　荒あら木き、木き村むら、木き沢ざわ、沢さわ木き。

　そのまた翌週には『高』という字が、校舎の壁に張り出されており、小お高だか、高たか田だ、高たか村むらに加え、高たか橋はし姓の者が二人怪我を負った。

「怪我人が増えた？」

「ええ。最初はきっちり三人だったんですけれども、このあたりから四人だったり五人だったり毎回変わるようになりました。そのあとも月曜になるたびに違う字が出されて、それで」

　ここで春香は一度、口を閉ざした。続いた沈黙は重く苦しく、これから彼女が告白する内容を一同に忍ばせる。

「それで……一昨日、『藤』という字が見つかったんです」

　ああ、と、嘆息がその場に満ちた。

　冬哉もさつきも瀬尾も、それぞれ痛ましげな表情で春香を見る。ただ一人那由子だけはいつもの調子で、ケーキを口に運んでいるばかりだったが。

「それで、藤巻さんは次は自分が怪我をするんじゃないかって心配してるのね」

　さつきが言い添えた。

「そりゃするよな」

「無理もない」

　冬哉と瀬尾もいちおう頷く。

「原因とか犯人とかは見つかってないの？」

「犯人はまるで。原因については、その……」

　春香は再び言いい淀よどんだ。

「昔、自殺した生徒の祟りだって噂が」

　ここで初めて、那由子が顔を上げ、春香をまっすぐに見た。かすかに、本当にわずかに眉をひそめただけで、特に何も言わず訊きかずではあったのだが、春香を竦すくませるには充分だったらしい。小さく肩を震わせて、聖羊の新たな聖母は口を噤つぐんだ。

　冬哉は那由子が突拍子もないことを言い出すのではと案じたが、幸い、彼女はすぐに春香から視線を外し、再びフォークを動かし出した。

　そのまま、しばらく誰も口を開かない。

「確かに、単なるいたずらにしちゃ手が込みすぎてんなあ……」

　ようやく冬哉が漏らした呟きに、春香は何度も頷いた。

「いたずらなら、いたずらでいいんです……いえ、祟りだなんだというよりはそっちの方がずっといいぐらい」

　それなら、少なくとも原因が判る。理解もできる。

「けど、いまの時点では祟りだとしか思えなくて、だから、だからわたし……っ」

　ついに、彼女は言葉を失った。顔を手で覆い、こみあげてくるものを必死になって押し殺す。

　その姿に、さつきもまた泣き出しそうな目で那由子を見、冬哉を見た。

　那由子は何も言わず、冬哉は何も言えない。

　その霊を追い回して魂魄に変えてしまえば、事態は収まるだろうとは思うのだが、相手を見るまでははっきりしたことは言えなかった。

（祟りって言っても、なんかこうもっとチャチなものを想像してたんだけどなあ）

　数ヶ月に渡って、二〇人以上が犠牲になっているとは思わなかった。しかも、ミッションスクールでというのが痛恨だ。一頭の迷える羊すら助けにいくというキリスト様は、いったい何をなさっておられるのだろう？

「ええと、陳老師の話ではね……」

　実在しない霊能力者の名を挙げて、冬哉はもっともらしい説明を並べた。

　一通りを聞き終えた春香は、小さく鼻をすすり、それから顔を上げる。

「それでは、聖羊へご案内いたします」

「大丈夫？」

　労るようなさつきに、春香は強こわばりながらも笑んでみせた。

「まだ、学校へいくのは怖いです……でも、何もしないままなのもすごく怖いから」








　幕　間




　春だった。




　チャペルの前の桜が繚りよう乱らんと咲き誇ほこり、薄うす紅べにの花はな弁びらがあたりを舞っていた。




「ローマ人への手紙、一二章」

　まだたどたどしい彼女の声が、響ひびき渡わたる。

「あなたがたを迫はく害がいする者の上に祝福を願いなさい。祝福を願うのであって、呪のろいを求めてはなりません。喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい」

　開いた聖書はその手にひどく大きく見え、その背では朗読台に届かない。大きな台座のそのまた上で爪つま先さき立だちのまま、しかし、彼女は堂々と読み進めていった。

「互いに思いを一つにし、高ぶらず、身分の低い人々の仲間になりなさい。自分は賢い者だとうぬぼれてはなりません。だれに対してでも、悪に悪を返さず、すべての人の前でよいことを行うよう心がけなさい。できることなら、あなたがたの力の及ぶ限り、すべての人と平和に暮しなさい」

　聖書の言葉は、正直、よく判わからない。

　自分だけではない。

　ここにいる者のほとんどがそうだろう。何せ、いまこの聖堂に集つどっているのは、たった一週間ほど前に聖せい羊よう初等部の一員になった子供たちばかりだ。

　磔はりつけにされ血を流すキリスト像は怖いだけだし、ほんのりと暗い聖堂の中では、白衣のマリア様だってどこか空恐ろしい。

　けれど。

「愛する皆さん、自分で復ふく讐しゆうせず、神の怒りに任せなさい。『主しゆは言われる。復讐は私のすること、私が仕返しをする』と書かれているからです」

　彼女の口から出るだけで、不思議とそれは尊とうとく聞こえた。意味の判らぬ難しい言葉に、重く大切な何かが隠されているのだと判った。

　やがて、彼女は聖書を閉じ、朗読台から降りてきて自分の横に腰を下ろした。目が合うと、柔らかく笑んでくれる。それだけで、その場に花が開いたかのようだった。

「わたし、ちゃんと読めてたかな」

　笑顔をしまいこみ、彼女は訊たずねる。

「うん、うん！　大丈夫だよ。みんなちゃんと聞いてたよ……意味はその、むつかしくてよくわかんなかったけど」

「わたしもよくわかんない」

　けど、と、彼女は続けた。

「たぶん、みんななかよしでねって、ことじゃないかな」

「みんな……」

　呟つぶやき、ついつい俯うつむいてしまう。その「みんな」の中に、自分は入っているのだろうか？

　幼稚園で自分はみんなの中にいられなかった。同じ年頃の子供たちにうまく馴な染じめなくて、母親が迎えにくるまで一人で絵本を読んでばかりだった。

　不安がどっと胸に押し寄せる。同じ服を着た子供たちが全部、なんだか怖いもののように見えて仕方がない。

　ふと、その手にあたたかいものが触れた。

「なかよし、ね？」

　見ると、間近に彼女の顔があった。

　真剣な口く調ちようで、繰り返す。

「わたしたち、なかよしよ。ね？」





[image: ]










　　　　１




　水曜日、一七時半。

　ゆるやかな坂の上、鬱うつ蒼そうと茂る緑の合間に聖せい羊よう学園が覗のぞいている。

　丁てい寧ねいに積まれた煉れん瓦がの間に、漆しつ喰くいの白が走る。丸みを帯びたフォルムの柱に壮そう麗れいなファサードをいただく校舎は、明治開かい闢びやくまもなく建てられ、大正の声を聞く頃までは修しゆう道どう院いんとして使用されていた。その横、蒼天に聳そびえる尖せん塔とうは噂うわさに聞くチャペルのものだろう。彼ひ此し見み市内に数多あまたある洋館の中でも取り分け瀟しよう洒しやで、市の紹介パンフレットやホームページなどにもたびたび登場する。学校施設であるため観光客などには公開されていないが、外観だけでも拝おがみたいと高いフェンス越しにカメラのレンズを向けては、トラブルを起こす者が後を絶たないという。

　冬とう哉やに建築物を眺ながめる趣味は一切ないが、それでも付近を通りかかるたびに、ここのチャペルの尖塔を見上げるぐらいはしていた。それほど、聖羊の校舎群は特とく徴ちよう的てきで目に付く。

「今日はそれを間近で拝めるとは、ありがたやありがたや」

「カメラを持ってくるべきだったかな。写メじゃもったいない」

　感かん嘆たんしてみせる冬哉に、瀬せ尾おが冗じよう談だんめかして付け足した。

「絵はがきでしたら、校内の売店にあります」

　春はる香かが真ま面じ目めな顔で教えてくれる。

「え、売ってんの？」

「はい、五枚三〇〇円で」

「意外にしっかりしてんのな、宗教法人」

「この場合、学校法人じゃないのか？」

「どっちにせよ、学校の施設でハガキができるなんてすごいよねえ。うちの学校なんて無個性もいいところだもん」

　軽口を叩たたきながら、一同は巨大な鉄製の校門をくぐった。これもまた、柵さくのひとつひとつに蔦つたの這はう華か麗れいなもので、一目で年代ものと判わかる造りである。

　その鉄門が背後で重々しく閉じられた、その瞬間、ふいに心細さにとらわれ、冬哉は振り返った。

　わずか数メートルの向こう、常じよう緑りよく樹じゆの枝葉の間から、まだ外が見えている。緩ゆるやかな勾こう配ばいの両脇、連なっていく白いガードレール。通行人は見あたらないが、銀のセダンがゆっくり坂を下っていくのが判った。

（たかだか数メートルだってのに、やけに遠く感じるなあ……）

　奇妙な感かん慨がいに足を止めた彼の耳が、遠くに何かを捉とらえた。

　ナァァァオォオオォォン……

　哀あい愁しゆうを帯びた、切なげな鳴き声だった。

「猫？」

　目を輝かせ、あたりを探る。彼の横にいた那な由ゆ子こも小さく頭を傾かたむけた。

　冬哉は猫も犬も大好きで、家でも昔は飼っていたし、近所の野良猫や放浪猫を見つけては撫なでたりかまったりしている。一度死んでしまってからは何か勝手が違ってしまったらしく、けっして向こうから寄りついてきてくれないし、撫でることもできないのだが。

　ナァァァ……

　しかし、声はどんどん遠ざかり、そのまま消えてしまった。

「ちぇー。どんな猫だか見たかったのに」

　口を尖とがらせた冬哉に、一同の視線が集まる。春香は顔がん面めん蒼そう白はく、瀬尾もさつきもどこか表情を曇らせて彼を見ている。

「どうしたの？」

　きょとんと訊たずねる那由子に、瀬尾が重い声音で指摘した。

「猫の声なんて聞こえなかった」

「は？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、冬哉だった。首を捻ひねり、三人を見返す。どの顔も真剣そのもの。冗談の差し挟まる余地はない。

「え、あれ？　そう？　聞き間違いかなー」

　はははははと闊かつ達たつを装い、冬哉は歩き出す。大きなストライドで急ぐ彼の横に、那由子が追いついてきた。

「さっきの、あんたは聞こえてた？」

　冬哉は後ろに続く春香たちとの距離を素早く目で測り、声を低めて訊ねた。

「聞こえた」

「祟たたりの主となんか関係あんのかね？」

「さあ。気け配はいはいくらかあるが……まだよく判らない」

　冬哉は顔をしかめ、周囲を見回した。

　手入れの行き届いた庭を進み、聖人像の飾られた昇しよう降こう口ぐちから校舎内へと入る。

　先頭を行く春香の足取りも重い。

　飴あめ色いろのモザイクが施ほどこされた廊ろう下かを進むときも、白い柱が石造りの軒のきを支える欧州風の回廊を渡るときも、繊せん細さいな細さい工くの施された階段を上るときも、ひとつ物音がするたびに肩を震わせ、人影が横切るたびに身を固くし、怯おびえた視線を走らせる。

　冬哉もその度に目を凝こらし、人ならぬ者の影を探したが、いずれの場合も何もない。ただ、学園内の空気はどんよりと暗く、那由子の言うとおり何かをはらんでいるような雰ふん囲い気きはあった。見た目は美しく秀しゆう麗れいであっても、薄うすい皮を剝はがせば中から何か恐ろしげなものが顔を覗かせそうな……そんな異様さが漂ただよっている。

　続いて、ちらりと那由子を窺うかがい見てみる。こちらは四方へときどき視線を配る以外は何もせず、大人しく冬哉の後をついてくるだけだ。

「いつ来ても、すごーい。綺き麗れいー！」

　やかましいのは、いつも通りさつき一人だ。

「こんなところが母校だなんて羨うらやましいなぁ。ね、聖羊って小学校と中学校もあるんだよね、確か？　ちっちゃな頃からこんな素す敵てきなところに通えるなんていいなあ」

　春香の横に並び、しきりに声を上げていた。単純な感嘆ももちろんあるようだが、それ以上にさっきの冬哉の不明な態度を少しでも払いのけ、春香を盛り立てようと努つとめているのがありありと判る。

　けれど、春香の方はさつきの意図に乗る余裕すらないらしい。ただただ顔色を失ったまま長い廊下を進んでいくばかり。

　やがて、一同は校舎の裏手、ひときわ巨大な建築物の前へと導かれてきた。

「これが聖羊講堂になります。大正時代までは実際に劇場として使用されていたそうです」

　中なか扉とびらの向こうに通され、冬哉たちはしばらくぽかんと立ち尽くす。

　深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた、階段状の客席。シートの背や手すりは時経た木製で、深い褐かつ色しよくに磨みがき込こまれている。天てん井じようは丸く、天使の絵が描かれていた。

　舞台の手前には、驚くべきことにオーケストラ・ピットまで備そなえられている。ステージ上に掛けられた幕ひとつとってみても、北高の体育館ステージとは雲うん泥でいの差があった。

　行ったことはないが、『まるで、どこぞの国のオペラ座のよう』というさつきの喩たとえに噓うそはない気がする。

「す、すっげえ。ここなら確かに劇とかしたいわ。金払ってでもしたくなるわ」

「でしょでしょ」

　冬哉のリアクションに、さつきが満足げに頷うなずいた。

「だから、聖劇のお手伝いしてくれてもいいのよ、冬哉ちゃん？」

「それとこれとは話が別です」

「なんでよぉっ」

「俺おれからすると、時給八〇〇円が平均の我われらが彼此見で、部活なんてタダ働きを黙もく々もくとこなすみなさんはドＭです」

「ひっどーい！　クラブ活動ってものをなんだと思ってるの！」

「しかも、ちゃんとした勤労学生が吐はくならまだしも、おまえ、バイトすらしてないのに」

「うるっさいな。二学期からしようと思ってたんだよ。本当は可か愛わいいバイト仲間のいる職場で勤労三ざん昧まいのはずだったのよっ。うっかり死んじゃったからできなかっただけっ」

「信じらんない！　職場を選ぶ基準が可愛いバイト仲間ってのが、もう信じらんないっ」

　従い姉と弟こ同士＋１の無む邪じや気きな小こ競ぜり合あいを聞きつけたのか、舞台の袖そでから数人の生徒が顔を覗かせた。

　大部分は女子だが、わずかに学ラン姿の男子生徒もいた。但ただし、ボタンはなくカラーや衿えりが白いため、学生服というよりはクラシカルな軍服じみて見える。

「藤ふじ巻まきさん、須す藤どうさん」

　喜き色しよくに満ちた顔で、一人が駆かけ寄よってきた。ふっくらと丸い頰ほおの女生徒で、高校生にしてはかなり小柄だ。

「雪見だいふく……」

　冬哉の背後で那由子が呟つぶやく。実に的確な表現だと冬哉も思ったが、顔には出せない。

「部長、いろいろすみません」

　それでなくても真まっ青さおだった顔色を更に薄め青ざめさせて、春香が頭を下げる。聖羊学園演劇部長の河合かわい裕ひろ美みと名乗った彼女は、幾度も頷いた。

「それで、あなた方がなんとかって言う霊れい能のう力りよく者しやの知り合いなの？」

「はい。俺は須藤さつきの従弟いとこで陣じん内ない冬哉と言います。この鏡かがみ那由子がその霊能力者の弟で子しで、そっちのでっかいのはえーと」

「付き添いです。瀬尾充みつると申します」

　ごく当然というように瀬尾が言い、釣つり込こまれたように演劇部の面々は頷いた。

「お弟子さん……」

　裕美の目に探るような色が射す。

「あ、あの、こっちは例の天使役の子でもあります。イメージ、ぴったりでしょう？」

　さつきが慌てて言い足したが、相手はますます不審気に那由子を見返すばかりだった。

　那由子はちらりと視線を向けただけで、特に口を開く様子もない。代わりに、その影が蠢うごめいて大だい音おん声じようを発した。

「おうさ、我こそが霊能力者、陳ちん大たい鵬ほう。この場に姿はなくとも、ぬしらの所業はこの娘を通してしかと見ておる。心安らかにおれ」

　黒い制服姿全員が驚き、目を剝むく。

「なに、いまの？」

「おっさんの声だった」

「腹ふく話わ術じゆつ？」

「けど、なんで足下から聞こえたの？」

　河合裕美もかなり驚いたようで、しばらく棒立ちになっていた。が、より気の毒そうに表情を曇らせ、春香の手を取った。

「あなたがそれで少しでも楽になれるというのなら、それでもいいわ。聖母役はあなた以外は考えられないもの」

　優しく労いたわるような声ではあったが、

「とりあえず、こちらで用意した衣装に着替えてもらっていいかしら？　あと、お祓はらいに必要なものはある？　すぐに用意させるから」

　冬哉たちへと向けられた言葉には、渋しぶ々しぶあるいは嫌々といったニュアンスが微び妙みように含まれている。

（つまり、霊能力者うんぬんなんてのはまるで信じていないけど、藤巻さんの気が済むのだったら仕方がないや、と。そんな感じ？）

　まったく不快を感じぬと言ったら、噓になる。

　だが、逆の立場だったら自分も同じ反応をしただろうと、冬哉はすぐさま諦あきらめた。

　ステージ裏にある小部屋に男女別々に通され、聖羊の制服を渡された。この時期、北高の演劇部員が講堂周辺をうろつくことに関しては、学校側にも話を通してある。

　けれど、校舎内にまで入る場合、臙えん脂じ色の制服のままで闊かつ歩ぽされてはいろいろと都合が悪いとの説明だった。

「うちの学校で他校生がうろうろしてたら、どんなんなるかねー」

「さあ。どこの子だろうって思われるだけで特に怒られたりしないと思う」

　そもそも、冬哉たちの高校の場合、制服も基本的には強制ではない。私服で通ってもかまわないことになっているため、「自分は自分なりの服装でいたい」と主張して制服を拒否する者もわずかながらには存在する。が、そういう自称おしゃれ番長もたいてい三年保たない。途中で面倒になり、結局、卒業式には全員揃そろいの服で出席することになる。

「まあ、目を覆おおうようなだっせえ制服だったらやだけど、うちのはそんな悪くないしね」

　ぶつくさ言いながら、冬哉は黒い服に袖を通す。馴なれぬカラーに首が苦しい。

　瀬尾はその長身のせいもあってか、クラシカルないでたちがよく似合っていた。白い手袋でもつけさせ、金糸で飾られた帽ぼう子しでも被かぶせれば、高校生というよりはどこぞの海軍さんという仕上がりになったことだろう。

「ああ」

　自分との落差に顔を歪ゆがませながら、冬哉は溜ため息いきを落とした。

「なんか俺、瀬尾のかーちゃんの気持ちがいまちょっと判ったわー。どうせ産むなら、こーいう息子むすこが欲しいわあ」

「……よせよ」

　冬哉なりの最大限の賛さん辞じは親友に通じなかったらしい。露ろ骨こつに顔をしかめられ、背を向けられた。そのまま長いコンパスを生かし、瀬尾は指定された隣りん室しつへ向かい、冬哉も慌あわてて後に続いた。

「ミーティング・ルーム」という札の下げられたその部屋は広さ二〇畳ほどもある大きな部屋で、部屋の右側面には巨大な鏡が貼はられている。

　冬哉はぎょっとし、慎しん重ちように自らの立ち位置を調整した。自分の姿が鏡面に映るか映らないかは日替わりで異なる。もし、今日が『映らない日』だとしたら話がいっそうややこしくなってしまう。

　鏡と向かい合わずに済む窓側に素早く進み、そこにあった椅い子すに腰掛けた。

　そこへ、黒いワンピースに身を包んだ那由子がやってきた。黒は死神によく馴な染じむ。まったく違い和わ感かんなく、彼女はその場に佇たたずんでいる。

　だが、その背後、さつきは北高のかっこうのままだ。

「ねーちゃん、どうしたよ？」

　この制服可愛いよね！　とさんざんはしゃいで着替えに赴おもむいていたのに。

　さつきは一度、びくぅっと身を震わせ、それから、

「胸が……入らなかった……」

　ぽつりと呟いた。

　無念そのものという言い様が皆の笑いを誘う。冬哉も悪いと思いつつ、さんざん笑い、それからようやく本題へと取りかかった。

「とりあえず、陳老師は何しろって言ってましたっけね、鏡さん？」

「原因の霊を探し、見つける」

　やけに丁寧に話を振った冬哉へ、那由子が短く答えた。

　たちまち、場の空気が緊きん張ちようする。

「見つけると言ったって」

　いささか困こん惑わくしたように、瀬尾が首を捻った。

「目に見える相手ではないのに、どうやって？」

　いや、見えます。

　とは、冬哉には言えない。

「まあ、まずはあれかな。現げん場ば百ひやつ遍ぺんてやつ」

「現場って？　予告の出された場所？　それとも、祟りで事故が起きたとされている場所のことか？」

　瀬尾が素早く、事態を整理しようとする。相変わらず祟りなぞまったく信じていないのはその台詞せりふからありありと見てとれるが、自分が回せぬところへ気を回してくれるのはありがたい。

「どっちからいきますか、鏡さんや？」

　訊ねる冬哉に、那由子が小首を傾かしげたときだった。




　どんどんどん！




　不意に壁が鳴った。

　那由子の顔色が変わる。他の者には判り得ないほど微妙なものではあったが、冬哉には判った。

　乱暴なノックの合間、遠く遠くに聞こえる声がある。

　ナァァァァァ……

　猫の声だ。おそらくはさっきと同じ。

　他の者もまた、その音の異様さに次し第だいに気がついていった。

　どんどんどん！

　音は続く。

　それは初め、廊下側の壁から聞こえてきていた。だが。

　どんどんどん！

　ゆっくりと音は移動していく。部屋の右側面の隅すみを打ち鳴らし、巨大な鏡をわずかに揺ゆらしたゆませた。

「そんな馬鹿な……」

　河合の声がかすかにわななく。

「この部屋の位置って……建物の一番外側なのに」

　ミーティング・ルームの右側面には部屋も廊下もない。壁一枚向こうは野外だという。更に、ここは三階。しかも、ひとつひとつの部屋の天井がそこらの近代家屋とは比べものにならぬほど高い講堂の三階なのだ。

　では、いま壁を鳴らしている相手はいったいどこに立って腕を振るっているのだろう？

　冬哉は思わず那由子を見た。

　彼女が夜、彼の家を訪たずねる時とそっくりだ。それだけに気味悪さもひとしおである。いったいこの死神娘と化け物鳥以外がどうやってあんな真ま似ねをしてのける？

　しん、と、室内の空気が張りつめた。

　誰だれもが顔色を失い、耳をそばだてている。

　どんどんどん！

　音はついに、左側面に達した。そちらには窓がある。

　手の込んだ意い匠しようの施された木枠に、これだけは最新型の防音ガラスを嗔はめこんだもので、冬哉の身長よりもまだ大きい。

　どんどんどん！

　音はその窓へ向かって近づいていく。宵よい闇やみの向こう、ガラスに映るのはいったい何者でどんな姿をしているのか？

　ある者は息を呑のみ、ある者は目を逸そらし、ある者は懸けん命めいに凝ぎよう視しした。

　冬哉もまた、自分の背後にある窓に視線を注そそぐ。

　ナァォオオァァァァ……

　壁を打ち鳴らす音に混じり、猫の鳴き声もまた高くなっていく一方だ。

　誰もが動けぬ中、那由子が立ち上がった。迷いのない足取りで窓枠に手をかける。自分から外を検あらためるつもりらしい。

　しかし。

「大変だぁ！」

　けたたましい足音と共に絶ぜつ叫きようが近づいてきた。重いドアが大きく放たれ、男子生徒が一人息を切らせて飛び込んでくる。

「い、いま、校門前で事故があって、それでっ」

　一度、肩を波打たせて息を呑み、彼はそれから再び大きく叫さけんだ。

「二年の佐さ藤とうってのが怪け我がしたらしい！」
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　校門前には、既すでに赤いライトが点てん滅めつし、くるくると周り続けていた。

　ひとつは真っ白な救急車、もうひとつは白黒のパトカーのものだった。

　冬哉はしばしギクリとして、パトカーの周囲に立つ数人へと目を走らせた。幸か不幸か、知った顔はない。

　それから、路面へと視線を転じる。

　赤黒いものが点々と散らされ、事故現場の生々しさを否いや応おうなしに伝えてきていた。

　黒制服の生け垣の合間、冬哉とさつきは爪つま先さき立だちでそれらを確認した。ひときわ背の高い瀬尾はこういうとき苦もないようで、自分の見える範はん囲いのことをできる限り伝えてくれた。

「怪我って、どれぐらいひどかったのかね？」

「さあ。けど、転がってる自転車、前輪がひしゃげてるし、単なる打ち身擦すり傷きずってわけにはいかないかもな」

「やっぱり祟りなのかしら……」

　震える唇くちびるで、春香が呟く。

「事故に遭あったの、佐藤という人なんでしょう？　名前に藤がついてるわ。あの予告通りってことなんでしょう？」

　この質問に答える術すべは瀬尾にはない。困ったような視線を冬哉に向けてくる。

「さっきの音だって、変だった！　あんな壁側をしかも外からどうやって叩けばいいの？　おかしい！　おかしいわよ」

　涙混じりに叫ぶ春香に、冬哉もまた何も言えない。この道はさっき通ってきたばかりで、その時は彼と那由子の耳にしか届かぬ猫の声を聞いた。けれど、その声に悪あく霊りようの放つ意志のようなものは微み塵じんも感じられなかった。

（こうなってくると、さっさと窓に飛びついてさっきの音の主がどんなんだったか見ておけばよかったなあ）

　姿を見られれば、まだしも対処のしようがある。冬哉の目に映る死者たちはたいてい、死亡時の痕こん跡せきをどこかに残している。この場合、それが役に立つかどうかは判らないが、何かしらのヒントにはなったかもしれない。

　仕方がなく、冬哉は傍かたわらの那由子をつついてみたが、これまたにべもなく首を振られた。

「ここは別に何もない、誰もいない」

「マジで？」

　あっさりと顎あごを引く彼女に、春香は泣き出しそうになり、演劇部員たちはますます疑わしげに冬哉たちを見る。

「祟りだと思いますよ」

　人垣の中から、声が上がった。彼らのやりとりを見聞きしていたらしい女生徒が、こちらを見ていた。

「さっき、事故った人がそんなようなこと言ってましたから」

「飯いい島じまさん」

　河合裕美が鋭するどく制したが、飯島と呼ばれた女生徒はなおも続ける。目はくりっとしていて丸いがやや小さく、しかも、口を窄すぼめたように話すので、必要以上に酷こく薄はくに聞こえた。

　校舎から自転車で飛び出してきた生徒が、同じく自転車で走っていた生徒と正面衝しよう突とつした。普通であればたいした衝しよう撃げきにもならぬのだが、何せ、この勾配だ。少し本気になってペダルを踏ふみ込こむだけで、たちまち危険なほどスピードが出てしまう。

　その上、重傷を負った加か藤とうと佐さ藤とうという二人の生徒たちはこう主張しているという。

『ブレーキがまるで効かなかった』

『ほんの数分前、自転車置き場から引き出したときは、まったく故障していなかったのに』

　束つかの間ま、沈黙が落ちた。

　ひぃ、と、春香の喉のどが鳴る。本当は悲鳴をあげたいのに、衝撃がその口いっぱいに詰まって音が出ない、そんな顔でよろよろと後じさっていく。

「春香ちゃん！」

　さつきがその背を支えた。大きく震え出す肩を抱き、

「大丈夫よ、わたしたちがついてるからね！　ねえ、そうでしょう？」

　最後の言葉は冬哉と那由子へ投げかけられたものだった。

　その場にいた全員の視線が、集まる。

　那由子は頷き、春香を見た。おまえが案内しろと無言で告げている。

　だが、春香は大きく頭を振った。

「い、いや。もういや。これ以上学校にいるのは怖い……」

「そんな心配はもう無意味」

　那由子はパトカーの方を指さし、冷れい然ぜんと答えた。

「あそこは学校ではない。外だ」

　その場にいた全員が息を呑む。

　誰もが虚きよを衝つかれたという顔をしていた。那由子は黙って顎をしゃくる。判ったならとっととついてこいという仕草だった。

　けれど、春香は震えたまま動かない。他の演劇部の面々も釈しやく然ぜんとしないように佇んでいるばかり。

　那由子がかすかに片かた眉まゆをあげてみせたのと、

「つまり、もうどこに逃げても無む駄だというわけだね」

　聞き覚えのない声が割って入ったのは、ほぼ同時だった。

　まっすぐな髪を短く揃え、ボーイッシュにまとめていた。飾り気のないフレームの眼鏡めがねの下には、笹ささの葉のような一ひと重えの両眼。春香たちと同じワンピースタイプの制服の上から白いカーディガンを羽は織おっているだけなのに、何歳も年上めいて見える。

「せ、生徒会長……」

　裕美が呻うめいた。

「確か、演劇部長の河合さんだね。後ろの諸君は、さて、どこの誰だろう？　見かけない顔ばっかりだ」

　一いち瞥べつし、はきはきと眼鏡の娘は続けた。

　重じゆう厚こうなアルトやハスキーボイスが似合いそうな言い回しに反して、声そのものは甘やかなソプラノだった。

「立ち聞きして悪いが、僕にもちょっと口を挟ませてくれないかな」

　僕という一人称に、冬哉は相手の姿をいちおう見直す。ワンピースの胸元はさつきほどではないにしろ豊かで、手足もほっそりとした年頃の娘のものだ。

「今回の事件、あまり他ひ人と事ごとじゃないんだ」

　いささか無ぶ遠えん慮りよになったろう冬哉の視線を、彼女は微笑ほほえみで迎むかえ撃うつ。













「僕の名は遠えん藤どう千ち里さとというんでね」
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　水曜日、一九時近く。

　聖羊の演劇部員たちと他高生四名は校舎の奥へと引っ立てられていた。

　飴色の扉の上には、『生徒会室』というプレートが下がっている。小教室程度の部屋の中、大きな円えん卓たくがあり、先ほど冬哉を包ほう囲いした生徒たちがそれぞれ着席していた。その中には、先ほど冬哉たちに話しかけてきた飯島という生徒もいる。「会計」と書かれたプレートの席に何食わぬ顔で座っていた。

　窓際には、年代もののデスクがひとつ。こちらには、例の生徒会長が座ってノートパソコンを開いている。

「つまり」

　すっかり闇に沈んだ窓を背に、遠藤千里はすいと立ち上がった。黒い制服とアンティークな部屋とが相まって、とても絵になる立ち姿だった。

「演劇部の聖母役が祟りに怯えていて、使いものにならない。提てい携けいしている北高の諸君に頼んで調査し、あわよくばこの騒ぎを収めよう、と。そういうことだね？」

　決然あるいは端たん的てきという表現がこれほど似合う口調もないが、声はやはり高く甘やかだ。時と場所が違えば「おお、ギャップ萌もえ」などと騒ぎ立てたかもしれないが、そんな余裕はいまの冬哉にはなかった。同じ眼鏡キャラ同士だが、上に「チャラ」がくっつく自分とはまるで違う。あちらはいかにも生徒会長、いかにも秀才眼鏡といった風ふ情ぜいでまったくもって油断がならない。

（頭がよくって僕っ子かあ。見るからに手て強ごわくて面倒そうなねーちゃんだなあ）

　それに、そんなタイプの人間が、祟りだの霊能力者、陳大鵬だのを素直に信じるとも思えない。

　冬哉はついつい探るように目を向けた。

　見れば見るほど、才気ほとばしるような横顔である。思案に沈しずんだ瞳ひとみにいつ怒ど気きが沸わき、艶つややかではあるが薄い唇が罵ば声せいを撒まき散ちらし始めてもなんら不思議はない。

　だが、遠藤千里は判ったと言った。

「は？」

　思わず、聞き返したのは冬哉だったか瀬尾だったか。

　千里はおかしそうに口元を綻ほころばせ、

「だから、その陳なんとかって霊能力者と北高の諸君が一連の事件を片づけてくれるのだろう？　我々はそれを了承するし、協力もすると言ったんだ」

　そう繰り返した。

「マ、マジですか？」

「マジだとも」

　思わず崩くずれた冬哉の口調を、千里は真似してみせた。ほんのりと笑みすら浮かべている。

「我々もね、こう怪我人が頻ひん発ぱつするようでは手をこまねいて見ていられない。それにクリスマスの聖劇はミッションスクールである我が校にとって伝統的な行事でもある。だから、君らのお手伝いをしようと思ったわけだが、何か問題でも？」

「いえ、とんでもないです」

　むしろ、冬哉たちにとっては好都合。怖いぐらいの理想的な展開だった。

（怖いぐらい、つーか、怖い！）

　さつきと演劇部の面々は素直に喜んでいるが、瀬尾は表情を選びかねている様子。おそらく、自分も同様の顔色をしているだろう。

　千里は冬哉をおもしろそうにひとつ見て、

「それにね。僕は君のことを知ってるよ、陣内冬哉くん」

　あっけらんと続けた。

「二学期の始まった頃、君の話題はあちこちで持ちきりだったじゃないか。彼此見北高のミラクルスター、一度死んで生き返った『奇跡の人』。そんな相手に手を差し伸べてもらえるなんて光栄の至りだよ」

「はあ……」

　明めい朗ろうに言い渡され、ひどく居い心地ごこち悪くなると同時に少し納得もした。かつて、新にい沢ざわ舞まい奈なが彼を助け手と恃たのんだように、この遠藤千里も冬哉の異様な境きよう遇ぐうに期するところがあるのかもしれない。

　それから、彼女は表情を改め、調査の手順について訊ねてきた。

　冬哉たちの視線は自然、那由子へと集まっていく。

「講堂の音が気になる」

　彼女はすぐさま言ってのけた。

「あれは人の技ではないから」

「さっそく出たってこと？」

　千里の声が幾分、低くなった。

　那由子はなんでもないことのように、ひとつ頷く。

「さっきのあれがどこにいるかを探す」

　その言葉が、冷たい沈黙を呼んだ。

　しん、と、生徒会室内は静まり返り、それぞれの表情が硬く強ばっていた。

「本当に……何かいるんだ、ね？」

　震える声で確認したさつきに、那由子は再び頷いた。

「そうか、いるのか。それは大変だ」

　千里の呟きはどこまでも軽々しく気楽に響ひびいたが、目はちっともくつろいでいない。そのまま、何かを熟考するように黙り込む。

　彼女の沈黙によって、会話は完全に途切れた。他にイニシアチブを取れる者はこの場にない。

　その静けさの中に、静せい謐ひつなメロディが流れ込んできた。新世界の第二楽章。日本中の学校で採用されている、下校を知らせる音楽だ。

「時間切れだね」

　千里の宣言に、室内の空気がふっと緩む。

「あとはまた明日」

　彼女は組んだ腕を解き、自分のものらしい鞄かばんに手をかけた。よく使い込まれた黒革で、聖羊の校章が小さく染め抜かれている。

「北高諸氏の案内は我々生徒会が代わる。演劇部の諸君は練習に専念するといいよ」

　優しいと言っていい口調で告げられ、春香と裕美の肩から力が抜けた。他の者も立ち上がり下校の支度を始めようとしている。

　だが。

「明日？」

　生徒会長の決議に異を唱となえる者があった。

「どうして、明日なの？」

　那由子が大きく首を捻る。

「どうしてって」

「いま帰れって放送があったでしょう？」

　代わる代わる言う瀬尾とさつきに、彼女はまったく納なつ得とくがいかぬというように更に首を傾げた。

「うちの学校だって七時までには帰ることになってるだろ。残っててもいいのは、特別に許可もらってる部活の連中だけ」

「別に、わたしはそれでいいが」

　補足した冬哉相手に至っては、うっすらとは言え納得いかぬという表情まで見せた。

「明日になって、もっと怪我人が出るとあなたたちは困るのではないの？」

　虚を衝かれ、冬哉は声を失う。

　確かに、その通りだった。

　月曜に予告が打たれ、その週のうちに怪我人が増える。

　その上。

　これまでは学内にいる生徒だけが危険な目に遭ってきた。けれど、さっきの事故でそれも言い切れなくなった。更に条件の厳しくなった、たった六日間の攻防。息着く間は本来一時とてない。

　しかし。

「ここは俺たちの学校じゃないし……夜、勝手に残ることはできないから」

　冬哉としてはそう説明するしかなかった。

「そう」

　那由子は抗こう弁べんしない。あっさりと頷く。

「別に私はそれでもかまわない、と、初めから言った」

　いつも通りの平静な声、平静な顔。

　だが、それがその場にいた全員の胸を抉えぐった。

　那由子の方が正しいと、みんなが判っていた。

　生徒の帰宅を促うながす放送が、その頭上で延えん々えんと流れ続けている。

　当惑する一同の中、ふふんと千里が笑った。先の気やすさの感じられぬ、ひどく冷たい笑い。

　けれど、それも一瞬。

「まったくもってその通りだね」

　しみじみとした口調で同意して、彼女は一度は手にした鞄を放り出した。

「校舎はすぐに施せ錠じようされてしまって、前日までに居残り届けを出していなければ入れなくなる。今日、その届けを出しているのは定期観測をしている天文部だけ。我々、生徒会はいまから抜き打ちで、その定期観測を視察することにしよう」

「会長」

　飯島がたしなめるように呼びかけた。

「そんなこと、警備員が聞いてくれるはずありません」

「止められたら、その時はその時」

　千里は至って気楽だ。

「校舎内は無理でも、グラウンドや中庭ならしばらくウロウロできるしね。そちらだけでも先に案内すればいい」

「ですが」

「ねえ、飯島」

　朗ほがらかに、千里は続ける。

「明日、怪我をするのは僕かもしれないよ？　それでもいいのかい？」

　ぐ、と、相手は詰まった。千里の完勝だ。他の役員たちも諦めたように、身み支じ度たくを中止した。

「なら、決まり。さあ、いこう」

　明るく言って、千里はさっさと生徒会室を出ようとする。

　役員たちはそれぞれ顔を見合わせ、あからさまに「仕方がない」といった表情で後に続いた。

「親切な人でよかったね」

　さつきは言い、瀬尾もいくらかホッとしたようだった。

　だが、冬哉は女生徒会長の背を、幾分疑うように目で追った。

（まあ、俺的にも急ぎたい理由はあるし、いいんだけどね……）

　祟りという現象を素直に受け入れ怯える春香のことは、判る。だが、あの遠藤千里という女はとてもそんな風には見えないのだが……

（まあ、女ってみんな占いとかまじないとか妙なのが好きだし。この会長さんもこう見えて、オカルトとか嫌いじゃないのかも）

　いまのところは、そう結論付けるしかない。冬哉は小さく息をつき、そのまま長い階段を下りていく。

　那由子はもう何も言わない。ただ黙って、冬哉と肩を並べて歩いている。その足下の影が、少しだけ蠢いていた。
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　聖羊の敷地は森を擁ようして鬱うつ蒼そうと暗く、古びた洋館は得も言われぬ雰囲気を醸かもし出だす。祟りを信じる春香ならずとも怯ひるみたくなる不気味さだった。とても、日没後に訪ね歩きたいような場所ではない。

　しかも、これから一同が赴こうというのは、祟り予告が出された場所だ。闇雲に歩き回る時間はない。とりあえず、そこから手をつけてみろと千里の提案の末のことだった。

　いつの間にか先頭を歩いている那由子の姿を窺い、冬哉はひっそり溜め息をつく。瀬尾が何か問いたげに視線を寄越したが、いまは見なかったことにする。

「まずはあのへんかな。でかでかと『大』って書かれてた」

　千里の指した先は、一見、どこかの公園のようだった。

「最初の文字が書かれたのは、確かグラウンドだって聞きましたけど？」

「その通りだけど」

　瀬尾の質問に、千里はあっさり返す。

　冬哉たちの思い描くグラウンドというのは整備された地面の上に、様々なラインが引いてあるというものだが、ここ聖羊ではこの芝生しばふの広場がそれなのだった。

　風は真冬のそれにふさわしく、周辺の木立の枝も寂しい有り様だと言うのに、足元の芝は青々と生はえている。こんなところに真まっ赤かな文字が浮かび上がっていたら、どれほど驚くことだろう。

　しかし、芝生は既に綺麗に苅かられてその痕跡はない。冬哉は目を凝らし、那由子がそのあたりを歩き回ってみたが、特に変わった気配はなかった。

「次は『木』か『藤』かな。ここから近い」

　那由子の反応が芳かんばしくないのをすぐ見てとって、千里は一同を促す。

　途中、校門近くを通った。

　既に施錠された門の向こう、まだモノクロの車体が停とまっているのが見えた。

　警察アレルギーに罹り患かんしつつある冬哉は、それを見るだけでうんざりした。さっさと行き過ぎ、何もかも済ませてしまいたかったが、ことはそう簡単には収まらない。

「君たち、何をしてるんだ？」

　校門を横目に見、更に庭の奥へと進もうとした一同の背に、切せつ羽ぱ詰つまった声が浴びせられてきた。

　見ると、校舎へと続く道をスーツ姿の男性が走り寄ってくる。

「柳やなぎ原はら先生……」

　飯島の呟きに、その男は鋭い一瞥を与え、それから、千里の方へと向き直った。

「下校時刻はとっくに過ぎていますよ。なのに、生徒会役員が揃いも揃って、何をしているんですか？　それに、そっちの子たちは？　うちの生徒ではなさそうだけど？」

　生徒を叱しつ責せきするにしては丁寧な口く調ちようだが、矢や継つぎ早ばやの質問に彼の苛いら立だちが滲にじんでいる。

「実は」

　千里は悪びれもせず、天文学部の視察をと言い張った。

　だが、相手はまったく納得してくれない。

「何もこんなときにしなくてもいいでしょうに」

　言いながら、ちらりと背後へ視線を投げる。

　薄明かりの中、他の教員らしい人影が二つ三つ動いていた。

「警察の方々の対応がありますからね。他の先生方もまだたくさんいるんです。見つかる前に帰りなさい」

　遠回しに「今なら見逃してやる」と言っているようだった。

　どうする？　と、冬哉はまず千里を、それから、さつきを窺い見る。

「では、視察をしたら帰ります」

　いっそにこやかと言っていいほど愛想よく、千里は教師に向かって言い放った。相手の表情にいっそうの苛立ちが浮かぶ。が、背後に控えた違う制服の子供たちをちらりと見、

「それだけですよ。あまりウロウロしないように。それと、明日はちゃんと許可を取ること」

　そう言いつけ、一同に背を向けた。

「学校側もたいへんなんだよ」

　道々、許しを乞こうように千里は言う。

「校内で事故が多発してることや、それを祟りだとみんなが言っていることをなんとか公表せずに済ませたいらしいから」

　学区一の進学校ならではの苦く渋じゆうがあるらしいと、冬哉は察した。那由子がまた何か言い出すかとどぎまぎしたが、彼女は「おまえらがそれでいいなら、別に言うことはない」という態度のまま。無言でことの成り行きを見み据すえている。そもそも、誰が生きようと死のうと動じる娘ではない。唯ゆい一いつの私物だという自分の鏡を取り戻す以外に彼女が興味を示すのは、美お味いしい菓子の類たぐいだけだ。

「むしろ、さっさと公表した方がいいんじゃないですか？」

　いくらか非難がましい声で言ったのは、意外なことにさつきだった。

「二〇人以上も事故に遭って、今日はまたああして警察沙ざ汰たにもなっているのに」

「届けるってどうやって？　学内で祟りがありまして、とでも言うのかい？」

　いっそう面白そうに千里は訊ねる。さつきは大真面目に頷いてみせたが、千里は更に笑ってそれ以上は取り合わなかった。

　なんとなく気まずいムードを醸したまま、黒衣の生徒たちは宵闇の中を進む。やがて、今までとは趣おもむきの違う一画が現れた。

　松の巨木が枝を張り、足元には笹の葉がわだかまる。水に濡ぬれた飛び石の合間には、苔こけが上等のカーペットの如く敷き詰められていた。明らかに和風と判るその庭の奥に、小さな家屋が建っている。

「茶室だよ。茶道部と華道部、それに書道部が使ってる」

　その横を、千里は指した。

　日本家屋の軒の横に、藤棚が設しつらえられていた。かなりの古木なのだろう、幹みきは太く伸びた枝もしっかりしている。季節が季節なため、葉はすっかり落ちてどこにもないが、繚りよう乱らんと咲き誇る盛りの姿が容易に偲しのばれる立ち姿だった。

「藤の字が書かれたのは、あの藤棚の柱だよ」

「まんまですね」

「たいてい、割とまんまだから」

　千里はかすかに苦笑する。

「『大』の字はグラウンドにでかでかと書かれましたけれども、『小』は小さな紙に書かれて貼り出されていたし」

　言いながら、その細い指先を藤の幹へとそっと這わせた。

「ここに、釘くぎを打ち込んでね、紙を止めてあったんだよ。その紙にでかでかと『藤』と書かれていた」

　可か哀わい想そうにね、と、千里は呟き、それから冬哉たちに振り向いた。

「それで？　霊能力者のお弟子さんには何か感じるところはある？」

　冬哉は那由子を見た。

　彼女はあっさりと首を振る。冬哉にもまた、異常は感じ取れなかった。

　芳しくない二人の反応に、千里は「では、また明日」とだけ告げ、解散を促した。

　さつきは未いまだ納得いかぬという風情であったが、教師に見み咎とがめられ、道案内にも帰られてしまっては、もう成なす術すべはない。黒い服を纏まとったまま、言葉少なに四人は聖羊を後にした。

「今夜のうちに、何かあったらどうしよう」

　さつきは青ざめ、唇を嚙かんだ。

「那由子ちゃんが言ったみたいに、誰かがどこかで怪我したらどうしたらいいの？」

　繰くり言ごとに近いその疑問に、与えてやれる答えは冬哉になかった。

「まあ、今日のところは何も見つからなかったのですし」

　取りなすように瀬尾が言葉を継ぐが、あまり慰なぐさめになってはいないようだった。

（むしろ、見つからなすぎじゃね？）

　心の奥底で、冬哉は首を傾げる。

　人の集まるところには、霊も集まる。それが、この数ヶ月で冬哉が悟さとった鉄則だった。生者が死者を引きずり込むのか、死者が生者に吸い寄せられるのかは判らないが、生きている人間が多数いるところにこそ、死者はひっそりと紛まぎれ込こんでいる。生者の姿がなく、死者ばかりがたむろっているなど、例のトンネルや墓場などいわくつきの場所だけだ。

　新進の北高にすら、たった一人とは言え死霊が住み着いていた。なのに、これほど古く数多くの因いん縁ねんがありそうな聖羊で、祟りなどが連日引き起こされているにも拘かかわらず、それと判った現象は途切れ途切れの猫の声と講堂の壁を叩いた音だけ。不自然すぎる。

「どう思うよ、那由子さん？」

　声を低め、できる限りその耳元で伺うかがう。

　那由子はふるふると首を振った。

「判らない？　あんたでも？」

「我々が来ることを察知して隠れているのかもしれない」

「ああ、あったなあ、そういうパターンも」

　心霊スポットで有名な場所に出かけた時のことだった。数多くの怪談の源となっていた古びたアパートだったのだが、わざわざ出向いたときはもぬけの空から。那由子の存在に感づいた死霊が、気配を消し去り、逃げ回っていたらしい。結局、それを見つけ出し引導を渡すのに、数日を要した。

「ここであの状態に陥おちいるとちょっと面倒だなあ」

「なぜ？　いずれは捕まえられる」

「人の学校だからだよ」

　北高のように四六時中出入りできるわけでもない場所で、「いずれ」の機会が巡めぐってくるのかどうか。

「それに、タイムリミットがある。藤巻春香が怪我した後で捕まえたって意味ないっしょ、この場合」

「なるほど」

　腑ふに落ちたというように、那由子は一つ頷く。

（本当に判ってらっしゃるんですかね、この死神娘は）

　坂の上、闇の果てへ消えゆく校舎へと振り向き、冬哉は小さく息をつく。想像よりもずっと面倒なことになりそうな気がする。祟りの元となっている死霊だか悪霊だかを押さえ、それを魂こん魄ぱくに変じてしまえばいいと思っていたが、どうにもことはそうそう簡単に運ばぬようだ。

　明日からの子細を思い、いっそう重い足取りで冬哉は帰路についた。
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　翌日、木曜日。またも放課後。

　冬哉と那由子は再び聖羊へと向かっていた。瀬尾は塾で来られず、口くち惜おしげに「気をつけて」と何度も繰り返し、北高近くで別れていった。

　借りたままだったのをいいことに、聖羊の制服を身につけ、長い坂を上る。さつきのことは、駅前の雑ざつ踏とうの中で意識的に撒き、置き去りにした。

　以降、彼の携帯は鳴りっぱなしだ。

　駅前の雑踏を抜け、校門まで来たところで冬哉はようやく携帯を取り出し、メールを打つ。

　陳老師の指示で今日はひっそりと潜せん入にゆうしたい。そのためには制服の着られないさつきにはついて来て欲しくない旨むねを書き上げ、送信した。

（一番問題なのはあれよ、もしもホンモノがまんま見つかっちゃった時だよ）

　明らかに剣けん呑のんな大おお鎌がまを振りかざす那由子と、得体の知れない銃じゆうを操る自分。見られたいはずがなかった。

「あんたもあれよ、人目のあるところではいきなり霊をぶった斬ぎるのはやめてね。特にさつきねーちゃんと瀬尾の前では控えるように」

「どうして？」

「どうしてって」

　それぐらい察して下さいよという言葉は、敢あえて喉奥に押し戻した。彼女にはひとつひとつ言って聞かせるしかない。そうでなければ、冬哉の……いや、人間の心の襞ひだを学ぶ機会はこの娘にはけっして訪れないのだ。たとえそれがどんなに冬哉にとって苦痛であり面倒であっても。

「俺はね、姉ちゃんに噓をついてるの」

　いくらか表情を引き締め、冬哉は説明する。なるべく、丁寧に平易に。

「半分死んでるってことを、ずっと黙ってたいの。だけど、この学校のどっかで悪霊に出くわしちゃったら、そうも言ってられねえでしょうがよ」

「なら、最初からこの学校のことなど放っておけばよかったのに」

　これはさつきの持ち込んできた事件だ。なのに彼女を介在させないなどおかしい……と、いうようなことを、那由子は訴うつたえる。

「最初から知らないと答えれば面倒がなかったんじゃ？」

　冬哉は返答に詰まった。

　いちいち至し極ごくごもっともな意見である。

「まあ、そう責めるでないわ、那由子」

　返す言葉を必死に探す冬哉に、助け船を出したのはタイホウだった。にゅうっと彼女の影から抜け、手のひらに乗るほどの小さな姿になってぱたりぱたりと羽ばたく。

「ヒヨコはの、特にオスというものはの、ことさら周囲にええかっこをして見せたいものなのよ」

「ええかっこ？」

「そうそう」

　那由子の肩に止まり、タイホウはカツカツと嘴くちばしを鳴らして見せた。

「近しい者に泣いて助けを乞われたら断れぬ。さりとて、半はん死し半はん生しようというザマを晒さらして化け物と罵ののしられるのも御ご免めん被こうむりたい、と。故ゆえに、適当に追い払ってその間にすべてを片づけ、なるべく涼すずしい顔しておりたいというわけよ」

「…………」

　那由子はまじまじと冬哉の顔を見る。思わず、彼は視線を逸らした。あまりにもズバリと図ず星ぼしを指され、決まりが悪いことこの上ない。

「老師の言う通り？」

　那由子の短い問いかけにも、目を合わせぬままにうんうんと頷くだけにした。おどけたりはしゃいだりして話を右に左にし、最終的にイニシアチブを握る。それが、彼本来のやり方なのだが、那由子にそれは通じないことは既に身に染みている。

「まあ、そういうわけだから、さっさと我々だけで仕事を進めてしまおうぞ」

　タイホウがどこか得意げに仕切り出した。

「死霊の気配もはっきりとはせぬが確かにある。じゃが、あれほど大人数を打ち倒すほどの呪のろいなどという大それた仕掛けがあるにしては、さらさらとした様子であったわいな」

「それがかえって気持ち悪い。やな感じがする」

　冬哉もそう危あやぶんだ。

「結局、俺らがそれらしい存在を感じたのってさ、最初の講堂のときだけじゃん？　なんで、あのときはあんな派手な真似しでかしといてその後隠れてるんだろう？」

　出方の判らぬ敵を探して、闇夜の砂漠を突き進んでいるような心こころ許もとなさが始終つきまとう。物陰からいきなり飛び出してこられ、喉笛を食いちぎられたくはない。

「さて、死霊が見つからぬにしてもその候補を求めることはできよう？」

　なんの因縁もない土地柄に亡もう者じやは湧かぬと、タイホウは断定する。

　あの学校が出来る前かその後かは判らぬが、呪いに見合っただけの感情を持ち、此し岸がんに留とどまる理由のある者がいるのかどうかを調べることが肝かん要ようと、この妖よう鳥ちようは二人に告げた。

「第一候補はあれか、例のマリア様が言ってた『自殺した生徒』ってやつかね」

「そうさな。そこがとっかかりでよろしかろ。それと、祟りに遭ったと申す連中にも話を聞くがよいわ」

「なんで？」

「祟る霊と言うのはの、そもそも自分の思いを知らしめしたいのよ。故に、たいていはどこかしらに自分の印を残す」

「被害者に話を聞けば、なんかしら共通点が出てくるってこと？」

「そうじゃ」

「なるほど」

　話の展開に納得がいったらしく、那由子はすたすたと聖羊の門をくぐる。

（バレねーよな？　大丈夫だよな？）

　門の横には、警備員が厳いかめしく並んでいた。彼らが全校生徒の顔をそらんじていた場合、この場で間違いなく侵入者として縄なわをかけられるだろう。

　だが、さすがの名門校もそこまでは徹てつ底ていしていなかったらしい。二人はあっさりと校門を突破し、校舎内へと進むことができた。

「さて、こっからどーするかな……」

　幸い、下見はある程度すませてある。春香から被害者の名も何人かは聞き出してある。それぞれの教室を回って所在を探し出せば、話もきっと聞けるだろう。

　そう思って、昇降口を抜けようとした時だった。

「陣内さん、鏡さん」

　やけに四角ばった声に呼び止められた。

　ぎくりとして振り向くと、そこには生徒会会計の飯島が立っていた。

（え、ちょ、どういうことよ？）

　狙ねらい澄すましたという表現そのもののタイミングだった。ずっと自分たちが来るのを今か今かと待ち受け、見張っていたとか？

　まさか、いや、だけど、と、腹の内で逡しゆん巡じゆんする彼へ、飯島は丁寧に一礼する。

「役員の飯島景けい子こと申します。会長はお忙しいので、私がご案内します。昨日の続きでいいでしょうか？」

　あとは「小」の字の書かれていた掲示板と、「高」の字が書かれていた教室だと彼女は続けた。

「今日はそっちじゃなく、もうちっと現実路線でいきたいんですけど」

　相手が他校の二年生ということもあり、冬哉の口調は自然改まる。

「と、言いますと？」

　飯島も言葉遣いはどこまでも丁寧だった。だが、ついと眉を動かし、こちらを覗き込むようにくれる視線には、年少の男子をどこか小馬鹿にしたような色が滲む。

（まあ、実際、この人よかずっと俺の方が馬鹿なんだろうけどさ。偏差値的に）

　しかし、そのあたりのことはヘラリとした笑顔で押し包んで、冬哉は先を続けた。那由子相手でなければ、いくらでも適当な言葉は思いつく。

「この学校に祟りたいって人が、いるはずでしょう？」

「祟りたい人？」

　ますます訝いぶかしげな飯島に、冬哉は畳みかける。

「藤巻さんの話だと自殺した生徒ってのがいたそうですね。その人の死因は？　いじめにあってたとか？」

「違います！」

　声高に叫び、それをすぐさま恥じらったように彼女はトーンを落とした。

「自殺した生徒がいるのは、まあ事実ですが……」

「何十年も前の話なんですか？」

「いえ、最近です。二年前になります」

「名前とか、判ります？」

「…………」

　飯島は俯うつむいた。長い沈黙が続く。

　ひとつ肩を上げて下げ。彼女は再び、冬哉へ視線を返した。

「学校の恥になることは、私の口からは申し上げられません。後で会長にお訊ねになってください」

　思いもかけぬ言い様に、冬哉はあっけにとられる。

　愛校心などという言葉があるのは知っていたが、まさかそれが生きて機能している世界がこの世にあるとは。

（あんなの、甲子園とか六大学野球とか高校サッカーとか、そーいうわっかりやすいところでちょこちょこっと出てくるもんかと思ってた！）

　驚きで声もない冬哉に、飯島は強い視線を返す。ほとんど敵意と言っていい色合いだった。

「そ、それじゃ、怪我した人たちに話を聞きたいのですが。一番最近の被害者は昨日校門前で事故ってた人たちですよね、確か」

　記憶にあった名を引っ張りだし、その佐藤某なにがしたちのクラスを訪ねると飯島は一段と重苦しい面持ちになった。

「一番最近の被害者は一年の藤ふじ川かわと言います。本日の昼休み、ベランダから落下してきた鉢はちが足に当たって怪我をしました」

「ベランダから鉢っ？」

「しかも、三階からです」

「下へ手たすりゃ死んでんじゃないの、それっ」

　あまりのことに、思わず敬語も吹っ飛ぶ。

「ええ、いっそう深しん刻こくです」

　飯島の口調はもはや沈ちん痛つうと言っていい。

「藤川と加藤はまだ病院で、佐藤も休んでおります。お話はそれ以前の被害者からでよいでしょうか？」

「え、ああ、はい」

　冬哉としては頷くより他ない。

「もう放課後ですし、全員が捕まるとは限りませんが……できるだけご案内いたします」

　飯島は黒い裾すそを揺らし、二人に踵きびすを返した。

　那由子が冬哉を見上げる。それに目で合図し、彼もまた一歩を踏み出す。

　瀟洒な校舎の中、飯島の背が呑まれていく。

　どうあってもこちらのペースでは動くつもりはないのだと、決然とした後ろ姿が語っていた。
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　第一の犠ぎ牲せい者しや　二年参組・大川忠ただ宏ひろの証言

『運動神経には自信があるんだ、俺。中等部からずっと体操部だし。なのに、鉄棒から落ちた。自分でミスしたんだろうって？　そりゃ、競技中に平行棒を摑つかみ損そこねて落ちるとかってのはあるよ。けど、俺が落ちたのは普通の鉄棒。そう、校庭の端にあるアレだよ、あれ。休み時間、友達とその近くのベンチでダベってたんだけど、そのうち、久々に遊んでみるかって話になってさ、逆上がりとか片足回転とか、ごくふっつーの技出してたら……突然、鉄棒がたわんだみたいで。で、気がついたら、地面に転がってて、捻ねん挫ざ。全治二週間、参ったよ。他に変わったこと？　どうだったかなぁ……そうだ、落ちたとき、どこかで誰かが笑ってた気がしたよ。女の声で、ふふって』




　第四の犠牲者　二年弐組・小林泰やす代よの証言

『怖かった、本当に怖かった！　私はただ図書館で本を探してただけなの。ああいう場ですから、窓が全開になってるなんてことはないし、もちろん、地震なんかも特になかった。なのに、突然、本棚から本がどーっと落ちてきて。運の悪いことに辞書のコーナーにいたから、どれもこれも重いハードカバーの本ばっかりで。おかげで、メガネのフレームは曲がっちゃったし、頭にたんこぶできたし。何より怖かったのは、空っぽになった本棚の中から、誰かがこっちを見てたんです……顔？　そこまでは判らない。けど、髪が長かったし、女の子じゃないかと思うけれども』




　第九の犠牲者　二年壱組・沢木京きよう輔すけの証言

『俺が被害にあったのは、放課後。いまとちょうど同じぐらいの時間じゃないかな。日直でね、掃除のチェックの後、担任のところへ日誌を届ける途中。うちの学校、掃除は全部自分たちでしないといけないんだよね。で、それが行き届いてるかどうか日直が全部見て回って、それをいちいち報告しないと帰れない。北高さんはどう？　清せい掃そう員いんがいる？　いいなあ。公立の方がそのへんシステマチックで……ああ、うん。事故ね。そのすぐ後よ。階段の途中で背中をド突かれた。不意のことだったから受け身も満足に取れなくてさ、とっさに手をついてかなり捻った。いまでもちょっと痛いぐらい。で、のたうちまわってたら、階段の上に女がいてこっちを見下ろしてんの。手ぐらい貸せよって思ってよく見たら……そいつ、足がなかったわ』




　第一三の犠牲者　一年四組・高橋智ち絵えの証言

『あまり、思い出したくないのですが……生徒会の方がどうしてもとおっしゃるのなら仕方がありません。お話しいたします。

　私は聖歌隊と園芸部を兼部してます。その日は園芸部の方の用事で裏の花か壇だんにおりました。冬ふゆ薔ば薇らの剪せん定ていをしていたんですが……急に風が吹いたかと思ったら、剪定鋏ばさみがふわりと浮き上がって、それが足に刺さりました。ああ、ほら、やっぱり。変なことを言う女だって顔をしてますね。でも、本当のことなんですから、仕方がないです。

　他に何か見なかったかって？　ええ、見ました。薔薇の間に幽霊がいて、こっちを見て笑ってました。いえ、あれは幽霊です。間違いないです。だって、口から血を滴したたらせていたし、首も変な風に捻ねじれてました。それで生きてるはず、ないでしょう？』







　木曜日、一八時四〇分。

　於生徒会室。

　結局、冬哉は飯島につれられて聖羊校内を巡り、部活などで居残っていた数人の犠牲者からのみ話を聞くことができた。

　共通項は「不自然な事故に遭い」「女生徒を見た、あるいはその存在を感じた」という部分。

「実は、こういうものもあるんだ」

　千里が紙束を差し出した。

　見ると、「事故を起こした日時」「場所」「怪我の程度」「備考」の欄らんが設けられ、先ほど話をした大川、小林、沢木、高橋といった面々に加え、二十数人分の証言らしきものが書き連ねてあった。

「もう調査してあったんですか？」

　脱力する冬哉に対し、千里は当然だろうと返す。

「僕らの校内で起きてる騒ぎだよ？　しかも、この二ヶ月近くずっとだ。黙って見てる方がおかしい」

「そりゃそうですが……」

　だったら、先に教えてくれよという顔の冬哉に、千里は首を竦すくめた。

「残念ながら、僕らは事実関係を洗い出すだけで精一杯。霊能力者のお弟子なら、何か違うのかなと思って」

　ひとつ間違えば嫌味そのものの台詞で、実際、冬哉は喧けん嘩かを売られたのかと相手を見返した。

　が、そこには飄ひよう々ひようとした横顔があるばかり。からかっているのかいないのかすら、判断がつかなかった。

（どこまで本気で言ってんだろう、この女）

　訝しむ冬哉の横で、那由子はいつも通り静かだ。手には、先ほど聖羊の売店で仕入れたガレットの箱が握られており、彼女はそれを空にすることにひたすら腐心していた。飯島が目を丸くして、その食べっぷりを眺めている。

　ミーティング・ルームの一件以来、那由子に変わったそぶりは特にない。どこへ連れ回しても、何もないというように首を振るばかりだ。

「その上、申し訳ないんですが、聞きたいことがひとつありまして」

「なんだい？」

「容疑者の……二年前に自殺した女生徒って人のことがぜんぜん判らないんですよ。誰に聞いても、はぐらかされちゃって」

　飯島に「会長に訊け」と言われたのだと言い足して、冬哉は続ける。

「ここ、一貫教育校でしょう？　うちみたいな大所帯の公立なんかよりよほどアットホームっていうか、そんな感じっぽいのに、自殺なんてセンセーショナルなことしでかした生徒のことを誰も知らないとか判らないとかって言うの、なんか変だなあって」

　スッとした一重の目が、磨き抜かれたレンズの下で束の間いっそう細くなる。ひた、と、合わせられた視線の強さに冬哉が落ち着かなくなってきた頃。

「……別にそんな変な反応でもないよ」

　ふっと千里の気配が緩む。

「知ってるかい？　キリスト教じゃ自殺は最悪のタブーなんだよ。神に与えられた命を人の分際で絶つなんてのは、あらゆる罪にもまして重いってわけ」

「はあ」

「みんなタブーには触れたがらない。いかにも閉へい鎖さ的てきな伝統校らしい話だろ？」

　端たん整せいな口元を歪めるようにして笑い、彼女はなおも続けた。

「名前は篠しの田だ美み咲さき。当時、中等部の三年生だった」

　言いながら、窓を開け、チャペルを指さした。

「あそこから飛び降りたんだ。もちろん、即死」

　目を凝らすと、尖塔の上部に手すりのようなものが見える。あのチャペルから鐘の音が鳴り響いているのは再三聞いた。おそらく、その篠田という生徒はどうにかしてあそこへ登り、墜つい落らくしたのだろう。

　冷たい手で背骨を摑まれたような心地がした。彼此見タワーから転落したという自分。その瞬間のことはまったく覚えていない。

　いないのだが……

「残念ながら、僕もよくは知らないんだ。ちゃんとした遺い書しよも何もなかったらしいしね」

　唇を嚙んで俯く冬哉を一瞥し、千里は取り成すように言う。

「さて、明日は金曜で、犠牲者はここまでで四人出ている。祟りのノルマとしてはもう充分なわけだけど、今後、君たちはどうする？」

「どうすると、言いますと？」

「我らが聖母様に害が及ぶ可能性はかなり低くなった。それでも、まだ我が校に関わるつもりかい？」

「もちろん」

　間かん髪はつ入れぬ答えを発したのは、なんと那由子だった。

　空になった菓子の袋を払い、次の一個を摑み出しながら、滔とう々とうと重ねる。驚く冬哉には目もくれなかった。

「聖母など知らない。だが、祟りを成すほど因いん果がに囚とらわれた亡者が本当にいるのなら、いって自由にしてやらねばならない」

　それが務め、と、彼女は静かに結ぶ。ぱり、とガレットが割れる音がそれに連なった。

「……それじゃ、明日の夜もこのままご一緒するかい？」

　目を細め、千里は那由子に体ごと向き直る。

「明日の夜？」

「そう。金曜の夜だ。実はいままでの傾向からすると、その日が一番怪我人が多いんだ。部活で残ってる連中とかにね、祟りが起こりやすいらしくて」

　それらを千里は那由子に語った。

　口を利きくのは冬哉ばかりで、こちらは単なるお人形。そんな扱いだったのを、ここに至ってようやく改めるとでも言うように。

　冬哉は思わず、手元の資料へ目を落とす。

　なるほど、一番怪我人が出ているのは金曜の放課後。二三人中八名……つまり、三分の一にも上る。

　断る理由はない。二人はそれぞれ頷いた。
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　生徒会室から出てすぐ、切りっぱなしだった携帯の電源を復帰させる。

　さつきから怒りのメールが山ほど届いているのではないかと思ったのだが、意外にもメールボックスは空だった。

　その代わり。

『もしもし、私、リカちゃん。いま、あなたの家の近くにいるの……』

　留守録から、あのアルトが響いた。

　うんざりして、冬哉は消去ボタンを押す。

　あれ以来律りち儀ぎ極きわまりないことに、あの女刑事は毎晩毎晩しっかりとこうした電話をかけてくる。しかも、後でこちらから返信しないと、

『もしもし、私、リカちゃん。いま、あなたの家の前にいるの……』

　などと心臓が潰つぶれそうな電話がかかり、窓の外を窺えば本当に家の前に彼女が佇んでいるという羽目に陥る。むろん、ここで冬哉が不在だった場合、話はもっとややこしくなる。刑事に両親までもが揃って、『夜は出歩くな』と総攻撃を加えてくるのだ。

　なので。

「那由子さん、真に申し訳ございませんが、今日も俺んちまでご一緒していただけないでしょうか？」

　不本意極まりない懇こん願がんをするしかない。

　彼女とずっと行動を共にしていたことをはっきりさせておけば、とりあえず一時的にせよ面倒を回避できる。男女の役割が逆だとは思うが、相手が相手だし、場合が場合だ。この際、プライドやら何やらは棚の上に高く放りあげておくことにする。

「……桜あんまんがいい」

　那由子の返事は常に食品名でもって告げられる。

　彼女は公明正大な渡し守として、賄わい賂ろは受け取らぬと常々主張している。これは冬哉に哀れを施してやってる分で、けっして賄賂ではないのだそうだ。相変わらず、その理屈は余人には計り知れない。

「桜あんまん？　あんまんじゃなくて？」

「桜あんまん。薄紅色で、ほんのり桜の匂においと味がする」

「こんな時期に売ってんの、それ？」

「青い看板のコンビニにはあった」

「えええー。あの店、うちから遠いんだけど。俺んちの近所は緑とオレンジの店と赤と紺の店だけです」

「この近くの駅の向こう側にある」

「そんな情報ばっかきっちり入り済みなのねえ……」

　落とす溜め息はいやでも深くなる。たとえ店があっても、そこに目当てのあんまんが売っているとは限らない。じゃあ他のにしましょうねと言っても、那由子はけっして首を縦に振らない。同じ系列の店をいくつもいくつも回る羽目になることは判りきっている。

「あーあ。なんで俺の周りはこんな女ばっかなんだろなー」

　思わず愚ぐ痴ちも飛び出ようというものだった。

「高校生になったら彼女たくさん作りたいって思ってたのにさー」

「彼女をたくさんというところから既に間違っておろうがよ。大昔の太守ならいざ知らず、貴様は単なる非力なヒヨコであろうにの」

　呆あきれ返かえったタイホウの声が、那由子の足下から響く。

「心意気よ、心意気。それぐらい頑張れば俺だって一人ぐらいはゲットできるかなと」

「間違っとるわ、何もかも間違っておるわ」

「そうかしらー」

　愚にもつかぬ会話を繰り返し、巨大な石造りの門をくぐろうとした、その時だった。

「……冬哉ちゃん」

　ふいに声をかけられた。

　続いて、校門の陰から、一人の少女が抜け出てくる。冬哉はとっさに数メートルを飛びすさり、あまつさえ、那由子の背後に隠れた。

　鮮血滴らせ脳のう漿しようぶちまけた亡霊より怖い相手……須藤さつきがそこにいた。

「ひとつ、はっきりさせておきたいんだけど」

　静かに切り出したところが、ことさら恐ろしい。さつきが本気で怒っている証拠に他ならない。

「冬哉ちゃんが今回の頼み事を引き受けたのは藤巻さんが可哀想だったからで、聖羊のエリート美人ゲットだぜとかそーいう不ふ埒らちなこと考えてるからじゃないよね？」

　次第に上がっていくボルテージ。火を噴ふくような激しさで、さつきは尚なおも言い繋ぐ。

「今日、わたしのこと置き去りにしたのも、さつき姉ちゃんがいない間に可愛い子のメアドを聞いちゃおう、ワーイワーイとかそういう魂こん胆たんだからじゃないよね？」

「も、もちろんですよ、さつきお姉さま」

　そう言いながらも、「ああ、その手があったか」と、ほんの一瞬だけ冬哉は思った。生徒会の千里や飯島は苦手な部類だが、事情を話してくれた生徒の中にはなかなかいいなと思える子もいた。もっと言葉巧みに話を進めれば、そういう展開に持ち込めたかもしれない。

（半分死んじゃってから、どーもそっち方面の頑張りが利かなくなっていかんわ、俺）

　そんな、浅せん慮りよがちらりとでも顔に出てしまったらしい。

「冬哉ちゃん！」

　叱責を込めて、さつきは一度怒ど鳴なり。

　だが、すぐにその両肩から力を抜いた。

「わたし、冬哉ちゃんたちの調査を邪じや魔ましちゃいけないと思って、ずっと待ってたんだよ……」

　か細い訴えに、冬哉は目を丸くする。

　時間はもう七時近い。冬哉がさつきを撒いたのは、かれこれ三時間以上は前のことだった。演劇部で練習なりなんなりしているか、諦めて帰るかするだろうと踏んでいたというのに。

　あたりは既にとっぷりと暗い。

　潮を含んだ冬の風は、否応なしにこの高台まで吹き寄せてきている。

　薄暗い街灯の下、よく見るとさつきの頰と耳は真っ赤になっていた。小さな頃、寒風に晒されるたびさつきはこんな顔をしては「寒い、痛い」と嘆なげいていたものだった。

　冬哉がかける言葉を探す途中、背後でがさりと音がした。ますます強くなり始めた夕刻の風に、校門横の庭木が音を立てたらしい。

　その瞬間、さつきはびくりと大きく肩を波打たせ、小さく悲鳴をあげた。怯えた目で背後を窺い、それから、カタカタと震えている自分の指先とそれに摑まれた鞄とを隠すように、後ろへ手を回す。

　気丈な彼女には珍しい反応であり仕草だった。

　けれど、それも仕方がないことだと冬哉はようやく思い至った。昨日の今日だ、怖くて当然だろう。この校門の中でさつきは生まれて始めて怪音を聞き、この校門の前で事故に遭った被害者を目の当たりにしたのだ。

「何も」

　冬哉の口からは咎めるというより、途方に暮れるような声が出た。

「何もこんなとこにずっといなくても……」

「だって」

　さつきはさつきで、途方に暮れたように続ける。

「わたしは一人だけ制服着られないし、瀬尾くんみたいに頭よくないし、那由子ちゃんみたいにヨリシロとかっていうのも出来ないし、足手まといになるのはイヤだから……」

　どこか恥じ入るように目を逸らし、さつきは小さく呟く。

「だけど、心配なんだからね。ほ、本当に心配なんだから。わたしが頼んだことで冬哉ちゃんが怪我したり、またどこかの誰かに殺されそうになったりしたら……どうしたらいいの？」

「さつき姉ちゃん……」

　冬哉はしばらく声を失った。

　怒っているさつきはいつものことで、どれほど怖くても最終的にはあしらう自信がある。けれど、これほどまでに弱っている従姉いとこを目の当たりにするのは本当に久しぶりだった。

「役立たずとか、そんなことねえから。実際、頼もうと思ってたことあるんだ」

　さすがにいくらか態度を改め、冬哉は言い募る。

「二年前、篠田美咲っていう生徒がチャペルから飛び降り自殺してるんだとさ。藤巻さんが最初に言ってたのって、この子のことだと思うんだよね」

　祟りを成す悪霊がいる。

　悪霊は自殺した生徒らしい。

　確かに、藤巻春香はそう言っていた。

　さつきも、深々と頷く。

「でも、ここの生徒、なんか知んないけど口が堅くてさー。俺じゃ名前しか判らなかったの。さつきねーちゃんなら演劇部の人から聞くなりなんなりして、調べられるんと違う？」

「判った」

　ようやく、その面にいつもの明るさが戻った。

「わたし、調べてくる。超特急で調べてみる！　頑張るからね！」

　赤くなった両手を握り、意気込んでみせる。

「うん、そうそう。マジでよろしく頼みます」

「はい、頑張ります！」

　陽気に促す冬哉にさつきは一度笑み崩れ、けれどすぐに何かに気がついたという顔になった。

「でも、これからも那由子ちゃんと二人っきりの方がいいなら、遠慮するけど」

「何言ってんですか」

　呆れたように冬哉は、那由子の顔を見下ろす。

「この女に何か頼むときは常に有料よ。あんまんだの丸ごとバナナだの、何個買わされたと思ってんの」

　那由子はくりっと首を捻り、ごく当たり前といった風情で口を開いた。

「……桜あんまんは？」

「これですよ！」

　悲鳴をあげる従弟をみつめ、さつきはまたひとつ笑った。

「まあ、少なくともわたしは無料だしね」




　　　　８




　集合は金曜、一九時。

　聖羊学園正門前。

　生徒会の懇親合宿の名目で一同は一夜を明かすことになった。

　冬哉は那由子とタイホウだけを伴って、かの学園へと赴いた。

　昨日のこともある。さんざん考えた末、さつきには敢あえて知らせず、瀬尾には対両親用の工作を頼んだ。夜の外出を咎められ、父と衝突してからまだ日が浅い。信用絶大な瀬尾とレイトショーに出かけたということにした。万が一のことも考え、わざわざ劇場にいってもらうという手の込みようだった。そうでもしないと、家に閉じこめられかねない。

　瀬尾自身は「冬哉の両親はともかく、さつき先輩に無断というのは」と遠慮し、この役目を引き受けることを最後まで渋っていた。が、「あの猪ちよ突とつ猛もう進しん女を深夜に他校の中に放り込んだら危ないだろ？　なんかあったらどーすんの？」と数時間に渡って問いつめ続け、ようやく納得してもらった。

（これで少しは身軽になったけど……）

　長い坂を上る足取りはどうしても重い。

「あーあ」

　つい、呟きも溜め息混じりになりがちだ。

「絶対、あんたと二人きりのがいいのになあ……」

　那由子は不思議そうに小首を傾げ、冬哉を見上げた。

「あの遠藤って女生徒会長さん、苦手なの。俺、僕っ子ってどうもなー」

「ああ」

　死神にしては邪じや気きなく、那由子はひとつ頷く。

「あの、湊みなと屋やのいちご大福みたいな女」

　唐とう突とつな喩えに、冬哉はあっけにとられる。

　湊屋は彼此見でも有名な和菓子屋だが、あいにく冬哉は口にしたことがない。

「あの方、どのへんがいちご大福なんでしょうか？」

　思わず敬語でお伺いを立ててみた。

「見た目、とても塩大福っぽい。硬派。けど、食べると苺いちごと粒つぶあんとクリームまで入ってて、複雑」

「ふぅん」

　表現はあんまりだが、自分が受けた印象とさほど食い違っていない。複雑。千里のイメージはそれに尽きる。

「ついでに飯島ってのはどう？」

「ああ」

　今度も、那由子は端的に言ってのけた。

「福ふく岡おか銘めい菓かのひよこみたいな女」

　こちらの意図はすぐに判る。単純に、顔が似ている。

　冬哉の口から爆笑がほとばしった。那由子がきょとんとそれを見る。その様子がまたおかしくて、彼は笑い続けた。

「やー、あんたにいろいろ食わせ続けた甲か斐いをようやく感じた！　そんなおもろい表現方法獲得してくれるとは、冬哉さん夢にも思わなかったわぁ」

「そう」

　那由子は無表情なまま、しかし、はっきりと頷いた。

「なら、これからもいろいろ食べる。もっとたくさん山ほどあれこれ端から端まで何もかも全部食べる」

「そ、そういうこと言ってんのと違うの。よしてよして。俺の財さい布ふの限界はすぐそこっ」

　わあわあと言い争ううちに、二人は待ち合わせ場所に辿たどり着ついた。

　学園伝統の制服を纏ったままの他校生二人を、生徒会の面々はさほど歓迎はしていないようだった。胡う散さん臭くさいものを見るような目が集まってくる。

　だが、その中にあってもいちご大福の君だけは変わらず朗らかだ。

「やあ、お二人さん。ご足労申し訳ないね。夜の我が校はホーンテッドマンションもかくやの迫力だが、覚かく悟ごはできておいでかな？」

「まあ、そのへんは」

「大丈夫」

　からかう声に互い違いに頷くと、いっそう明るい声が返った。

「それは頼もしい。では、いこうか」

　ぴんと張った背に続き、堂々たる門をくぐる。

　背後で重々しい音をたて、門が閉まった。深い常緑樹に包まれ、数メートルもいかぬうち町の喧けん噪そうが消え失せる。

　後に残るのは、なるほど化け物屋敷のそれに似た洋館群だった。グラウンドだけは煌こう々こうと明るく、スポーツに勤いそしむ少年少女たちの声が響き渡っているが、中庭を突っ切り、チャペル前あたりに出ると最悪であった。闇に沈む鐘塔はいかにも恐ろしく、閉ざされた巨大な扉の向こうに人ならぬ者どもを飼っていそうな気すらする。

（やだわー。うっかり死んだときのことを思い出すじゃんよ）

　冬哉は彼ひ岸がんと此岸の狭はざ間まの町で、魑ち魅み魍もう魎りように追われたことがある。その時、走り回っていた街角は和風にも洋風にも中華風にも様変わりし、陰鬱な印象を長く彼の中に残している。

　しかし、暗く恐ろしげな様子とは異なり、あたりに亡者の気配は相変わらずない。

　それは、一時間たち二時間たちしても同じこと。

　総出で校内をうろつき回っていても、それらしいものとは一向に遭わない。

（今夜はもう動きがない？　今回の『藤』の字で祟りは終結か？）

　冬哉がそう思い始めた頃だった。

「きゃあああああああ！」

　夜空を裂さくような女の声が、響き渡った。

　たちまち、あたりは騒然となる。

「どこだっ」

「向こうから聞こえた！」

「チャペルの方だ！」

　声の出所を求めて、その場にいた全員がそれぞれに叫んだ。

　男子生徒たちがいっせいに駆け出して、冬哉もそれに続いた。那由子もその後を追いかけてきた。

　辿り着いたチャペル前には、誰もいない。だが、その裏手に蠢く影がある。その場にいる誰の上背よりも高い位置に、はっきりと手足らしいものが浮かび上がっていた。

「なんだ、あれ！」

「怪しいやつ」

　口々に叫びながら、役員たちは殺到する。冬哉は目をすがめ、相手を見極めようとした。生者か死者か。この数ヶ月で同じことを幾度も繰り返してきた。

　が、その人影はすぐさま消えた。

　満座の中で、ふうっと煙がかき消えるように。

「わあああああ！」

　野太い悲鳴が重なる。皆それなりの体格の男子であるのに、誰一人黙っていられなかった。

　そんな中、静かなのは相変わらず那由子だけ。

　眉をひそめ、皆にうっかり同調して叫んでいる冬哉のシャツを摑む。

「いまのはおかしい」

「わ、判ってるよ。だからみんな驚いてんでしょっ」

「そうじゃなくて」

　彼女の指摘は最後まで行き着かなかった。

　背後で、叫び声がした。

　また、女のものだ。

　但し、今度の声にはその場にいた全員に、聞き覚えがあった。しっかりとした芯しんが通っているのに、どこか甘やかなソプラノ。

「会長！」

　全員が元来た道を引き返し、疾しつ走そうした。だが、スタート地点だったはずの中庭に、千里たちの姿はない。

「こっちよ！　誰か助けてっっ！」

　校舎の二階の窓で、飯島が手を振っている。息を切らせてそちらへ急行すると、階段の踊り場でぐったりしている千里がいた。

「会長！」

「うわっ、血が！」

「救急車、早く救急車呼べ！」

　パニックがあたりを包む。

「腕が……腕が痛い……」

　千里の苦しげに呻く声がいっそう混乱に拍はく車しやをかけた。

「突き飛ばされた。それで、階段から……っ」

　痛みをこらえ、荒い呼吸の合間から彼女は訴える。日頃は冷静な飯島が泣かんばかりに取とり縋すがり、その周囲を他の役員たちが右う往おう左さ往おうする。

　誰も彼もが色を成し、怒鳴りあっているその最中、部外者二人だけは静かだった。

　那由子は廊下の果てを見ていた。

　見ている那由子を、冬哉は見ていた。

　冥めい途どの渡し守の視線の先、佇む影がある。













　黒いワンピースタイプの制服。だが、ネクタイのラインの色が違う。高等部のラインは黄、中等部は赤と聞いている。目の前の少女のそれは赤かった。ふわふわとした髪が波打ち、豊かに肩から背へと落ちていく。大きな目はほどよく整い、ふっくらとした口元も愛らしい。だが、その額ひたいは無惨に割れ、とめどなく血をこぼして、血溜まりを作り上げていた。

　死者だ。

　この学園で初めて出会った、彼岸の住人だ。先ほどチャペルで見たのとは、明らかに気配が異なる。




　ナァアァァァァ……




　どこからか、猫の声が聞こえた。少女霊にまとわるように、切ない声色が響き渡っている。

「……あなたなの？」

　那由子は訊ねた。低く、かそけなく。

「あなたがやったの？」

　少女は目を伏せ、ゆっくりと首を振った。

　泣き出しそうな表情のまま、亡き少女は俯き。

　月光に呑まれるように消え失せていった。








　幕　間




　あれは、中等部に進学して二年目。

　やはり、春のことだった。

「誰だれにも言わないでね？」

　中庭の薔ば薇らの木こ陰かげ、彼女がそっと耳打ちしてきた。

「好きな人が出来たの」

　その告白に、自分は驚かなかった。

　彼女は人の欠点を言い立てるようなことはしない。どんな人間のよいところにも光を当て、その長所を大切にしてくれる。

　たとえば鈍どん重じゆうで引っ込み思案と周囲から責められる自分のことを、「物静かで思し慮りよ深ぶかい」と言いい換かえ、いつも誉ほめてくれるように。

　そんな彼女の目の前に相応の男性が現れたら、きっと打ち解けるのも早いだろう。相手も彼女のことをすぐ好きになるに違いない。ならないはずが、ない。

　そのようなことをつっかえつっつかえ語る自分に、彼女は微笑ほほえんだ。

「嬉うれしい。応援してくれる？」

　言いながら、彼女はその白い面を陰かげらせた。

「競争相手がすごく多そうで……遠くで、ただ好きでいるのが本当は一番なのかなあって」

「そ、そんなことないと思うよ」

　続けて、なんとか言葉を絞り出す。

「あなたなら、きっと平気。誰にも負けない。あ、相手の人だって大喜びで歓迎してくれる」

「そうかなあ」

「そ、そうよ。わたしがその人だったら、嬉しくって嬉しくって仕方がない……」

　それは混じりっ気のない本音だった。

　自分でも驚くぐらいの、本心。

「ありがとう」

　彼女は少し恥じらって、だけど、輝くような笑みを見せた。

　周囲の薔薇の花々を欺あざむくほどの、その美しさ。注そそぐ陽ひ射ざしの明るさを集める姿が、眩まぶしくて眩しくて涙が出そうなほどだった。

　彼女の恋が叶かなえばいい。

　心からそう思った。

　けれど、同時に思う。

　ずっとずっと誰だれのものにもならずにいてくれないものか、と。

　そんな心の半分をなんとか封ふう印いんし、それから、本当に彼女の恋を応援した。相手の机やロッカーなどにそっと手紙を忍ばせたり、通学路でひっそり待ち伏せするのを手伝ったり。

　なるほど、難しい相手だった。

　厳し過ぎる条件が目白押しで、さすがの彼女にもどうにもならないかもしれなかった。




　だけど、一年後。

　図書館の本棚の陰、人も通わぬ奥の奥で、彼女がその想い人と唇くちびるを重ねているのを見た。

　嬉しかった。

　でも、胸が痛んだ。

　二人が幸せそうで、眩しくて眩しくて……涙が出るほどに。
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　その後の展開を端たん的てきに述べるなら。

「最悪」と言うより他はない。

　土曜日、午後一時。

　例のカフェ前のベンチで冬とう哉やは頭を抱えていた。風は冷たく湿しめり、ガラス越しの店内がいかにも暖かそうに見えるが、黒い制服姿のために中に入ることはできない。震える手でカップを摑つかみ、湯気を頰ほおに当てて暖だんを取ってはみるが、五分も保たずに冷めてしまった。

「早く来てくれよぉ、瀬せ尾おー、さつきねーちゃーん」

　待ち合わせ時間まで、あと一〇分。

　寒さに震えながら、冬哉は横で菓子を食べる那な由ゆ子こを横目で見る。いつも通りの無表情だが、機き嫌げんがひどく悪いのがぴりぴりとした空気と化して伝わってくる。

　昨夜、遠えん藤どう千ち里さとはあの後すぐさま病院に運ばれ、左手打だ撲ぼく、全治三週間の怪け我がと診断された。

「どこの霊れいだか化け物だか知らないが」

　痛みに顔を歪ゆがめながらも、彼女は息巻いていた。

「僕に手を出すなんていい度胸じゃないか！」

　一方。

「あれは亡もう者じやの仕し業わざとは違う」

　那由子は頑がんとして譲ゆずらない。

「確かに、それらしいのが姿を現した。けれど、彼女のしたことじゃない」

　食い違う両者の狭はざ間まで、冬哉は右う往おう左さ往おうするしかなかった。

「あなた、渡しより素人しろうとのいうことを信じるの？」

　那由子がケーキを食べる手を止め、冬哉をねめつける。

「あなたの命の恩人のわたしより、あの女が正しいと？」

　珍しいことに、本気で腹を立てているようだった。

「まあまあまあ」

　何とか宥なだめようと、冬哉は自分のカフェモカを彼女の前へと差し出した。もうすっかり冷たいが、最後には那由子にやろうと甘いものを敢あえて頼んである。どうせ自分に味は判わからない。

「珍しいじゃないのさ。自分の鏡かがみ以外のことで、そんなムキになるなんて。そんなに仕事が大事？」

「…………大事に決まっている」

　那由子は冬哉のカップをひったくり、白い喉のどを晒さらしてそれを一気に飲み干す。

「腹冷やすよ？　つか、あんたって病気とかすんの？　体温調節機能はあるんだよね？」

「あるに決まってる」

　不機嫌そうに唸うなり、那由子はついに例の大おお鎌がまを振り上げて、面倒だから片かたっ端ぱしから切きり刻きざむとまで言い出した。

「すべてを渡して魂こん魄ぱくに変えても、きっと怪異は続く。そうしたら、わたしの言ってることが正しいとあなたも認めるはず」

「認めるって！　そんなことまでしなくても認めますんで、暴力反対」

　いますぐ聖せい羊よう校内に飛び込み、なまはげばりの迫力で少女霊を狩り出しかねない那由子を冬哉はなんとか押おし留とどめた。

「けど、那由子さん、俺おれもチャペルの裏で怪しい人影見てるのよ。あれはどーなの？」

　壁に現れた、人影。

　普通の人間が闊かつ歩ぽできるような高さではなかった。講堂でノックを続けた相手にふさわしい。

　けれど。

「あれも違う」

　と、那由子は言い、

「その通りじゃ」

　と、タイホウも同意した。

「そもそも生き物の気配がせんかったわ。何かのからくりと違うかの？」

「からくり？」

「今時はなんと言うのじゃったかな。めか？　ましん？」

「メカ、か……なんだろう。プロジェクターとか使えばできるのかな」

　昔、瀬尾の家で映画を見た。スクリーンはなく、白い壁に直接画像を映写していたのを覚えている。チャペルの壁も白い。だが、あの月明かりの下でそんなことができるのかどうか？　冬哉にはそれらを判じるだけの知識がない。そのあたりのことは瀬尾に聞くしかないだろう。

「誰だれかが……生きてる人間が、祟たたりを演出している」

　話をまとめるとそういうことになる。

　だが、口に出してみるといっそう心こころ許もとない。

「なんで？　どうやってだ？」

　二〇人以上の犠ぎ牲せい者しや。怪我の程度もその経けい緯いも実に多た彩さいで、何をどうしたらそんな真ま似ねができるのか見当もつかない。

「もー、死人が関わってないんなら、リカちゃんに通報しちゃおっかなあ。鏡が出てこないんなら俺らが頑張ったってメリットねーし、プロなら一発で調べられるでしょ、これ」

「どうかのう。未いまだ貴様の事件も解明できぬ者どもぞ」

「そうですけどもー」

　頭を抱え、冬哉はテーブルに突つっ伏ぷした。金属の冷たい感触に悲鳴をあげ、すぐさま起きあがる。

　すると、すぐ目の前にさつきの笑顔が現れていた。

「冬哉ちゃん、頼まれてきたこと調べてきたよ」

　息を弾はずませ、さつきは豊かな胸を張る。

「もう？　はやっ」

「春はる香かちゃんに聞いたらすぐに教えてくれたもん」

　さつきの顔に得意げな表情が束つかの間ま浮かんだが、すぐに消きえ失うせる。これから始まる話があまり愉快な内容ではないのだとすぐ知れる、そんな顔つきになった。

「篠しの田だ美み咲さきさんのことね、春香ちゃんも割と知ってたよ」

　それは当時、学園中を揺ゆるがした大スキャンダルだったのだという。

　中等部の三年生だった篠田美咲が、チャペルの鐘しよう堂どうから身を投げた。遺い書しよはなかったが、携帯に「死にたい」という書きかけのメールが残っていたことなどもあり、また、彼女自身にそれだけの深しん刻こくな理由もあり、覚かく悟ごの自殺に違いないとされた。

「理由って？」

「えと」

　さつきは少しだけ躊躇ためらい、言いい淀よどむ。

「お腹にね……赤ちゃんがいたんだって」

「に、妊にん娠しんしてたの？　まだ中坊で？」

「そう。まだ中学生。だから、思いつめちゃったんじゃないかって」

「相手は？」

「そこまでは判らなかったみたい」

「そっかあ……」

　冬哉は、昨夜ほんの一時現れた少女の姿を思い起こす。頭ず蓋がいに大きな傷を負っているのは判ったが、腹部がどうなっていたかまでは思い出せない。まだお腹が目立たぬうちに自ら命を絶ったというのだろうか？

「いじめとかそーいうのはなかったんだよな？」

「それはなかったみたい。その篠田さんって、すごく可か愛わいくて親切で天使様みたいな子だって言われてたんだって。聖歌隊のソリストとかもしてたらしいよ。なのに……」

　この学校の聖歌隊は選ばれた生徒しかなれず、しかも、そのソリストとなるともっとも名誉でもっとも敬意を払われる立場なのだと、さつきはしょんぼり言いい募つのる。まだ見ぬ自殺者にはや感情移入し、落ち込んでいるらしい。

「あ、でも、春香ちゃんも直接会ったことがあるわけじゃないんだって」

「会ったことない？　同じ学校なのに？」

　聖羊学園は一学年四クラスの一貫教育校である。小学生のときからそんなサイズの学校にいて、まったく顔を合わせたことがないなど、冬哉には考えられないのだが。

「春香ちゃんは高校から入学したから。小学校から持ち上がりの子たちとは、なんかいろいろ違うみたい。冬哉ちゃんに聞かれて誰も答えたがらないのも、そのへんが原因なんじゃないかって言ってたよ。やっぱり、本人のことよく知ってる人とそうでない人は何かと違うもの」

「へえ」

　頷うなずいて、冬哉はテーブルの上に投げ出したままの紙束へと目を落とした。そこには生徒会が調査した被害者の名と事故状況がすべて書き込まれている。

　被害者たちは「こんな目に遭あわされた」「こんな霊を見た」と積せつ極きよく的てきに語るくせに、その原因の正体らしき人物のことを訊たずねると一様に口を重くした。その屈くつ折せつがそんな事情から生まれていたとは。

「……て、ことは。被害者はあれか？　ほぼ全員が持ち上がり組ってことなわけ？」

「さあ、それは」

　困ったようにさつきは首を傾かしげる。

「春香ちゃんに聞いてみる？」

「うん、頼む」

　頷きながら、冬哉は改めて被害者たちのリストを眺ながめる。浮かび上がる共通項はあるのかどうか、ひとつひとつ確かめた。

「二年生がやけに多いなぁ……」

　二五名に膨ふくれ上あがった被害者のうち、半数近くが二年生。ついで一年、一番少ないのが三年生だった。

「二年生ってことは、その篠田美咲さんと同学年の子たちだね」

　鼻をすすりながら、さつきが指摘する。

「そっか。そういうことだよな。あと、何か共通点ないかね」

「んーと……それも春香ちゃんに聞いてみる」

　さつきは携帯を取り出し、一人一人の名を慣れた手つきで打ち込み出した。

「藤ふじ巻まきさん、もう学校出てくるんだろ？　もう『藤』の字の祟りは打ち止めだろうし」

「それなんだけどね……」

　さつきは手を止め、面を曇らせる。

「事件が解決するまでは学校に来たくないみたい。自分が事故に遭うことはなくなるにしても、また誰かが怪我するところを目撃したり、怖い現象に悩まされたりするのに耐えられそうにもないからって」

「繊せん細さいそうだもんなあ、彼女」

　冬哉も、春香を嘲あざける気にはなれなかった。

　死者に近く、死霊と語ることもある冬哉にすら、あの学校には何か得体の知れぬものを感じる。ひとかたならぬ何かが蠢うごめいている中で、平然と過ごせと言うのはあまりに酷こくだ。

「このままいくと、月曜にはまた違う字が予告されるかもしれないしねえ」

　しみじみとしたさつきの言葉に、那由子が顔を上げた。

「そうか」

　いまのいままで黙りこくって、一人フォークを動かし続けていたというのに、急に合点がいったというように大きく頷いてみせる。

「確かにその通り」

「えっと、那由子さん、突然なんなの？　何がその通りって？」

　恐る恐る訊ねる冬哉に、那由子は思案の色を浮かべて言う。

「祟りを成すという輩やからが予告を打つのは、日曜の夜から月曜の朝にかけて。違う？」

「その通りだけど」

「ということは、その時間に学校内にいれば相手を捕らえられる。手っとり早い」

　万事手っとり早いことをよしとする那由子は、自分の披ひ露ろうしたアイディアをいたく気に入ったらしい。さっさと席を立とうとする。

「ちょっ、どこいくのさ？」

　慌あわてて、冬哉は押し留める。

「まさか、いまから日曜まで張り込む気？」

　平然と那由子は頷いた。それのどこが悪い？　と言いたげですらある。

「ダメっつーか、無理だから」

「しかし」

「しかしもお菓子もねえの！　無理！」

　押おし問もん答どうする二人の横で、さつきの携帯が短くメロディを奏でた。

「春香ちゃんからメールだ。えーと……『被害者には聖歌隊所属の子がちょっとだけいます。あとは特に何も共通点はない気がします』だって」

「聖歌隊っつーと、篠田美咲も所属してたってやつ？」

「だと思うけど……」

「んー」

　二年生と聖歌隊。

　被害者を括くくるこの枠組みに意味があるのか、ないのか？

「あるってことで話を進めた方がいいよな、この場合」

「たぶんね」

　思案顔で向かい合う従い姉と弟こ同士の側で、那由子はまた歩き出そうとしていた。

　だが、その肩を延びてきた大きな手が摑む。

「単独行動は厳げん禁きんだよ、鏡さん」

　いつの間にか、瀬尾がやってきていた。

　眉まゆを吊つり上あげた那由子に、彼はまったく動じない。ひとつ笑みを返し、それから冬哉たちへと向き直った。

「卒業アルバムとかそういうのを見てみたら？　篠田美咲の知られざる過去とかあるかもしれないよ」
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　土曜の校舎に人ひと気けはなく、空気は一段と冷たい。勝手知ったる他人の校舎とは言え、休日ともなればひと味もふた味も違う。

　その中を、那由子はスタスタと冬哉たちは恐る恐ると進んでいった。何度か足を運んだ講堂や生徒会室とはまったく違う方を目指す。教室の並ぶ一般校舎を抜け、チャペルの対角線上に位置する大きな建物……図書館であった。

　これもまた一見古めかしげな煉れん瓦が造りであるが、本当は建築して一〇年経たっていない。かつては一般校舎内に図書室という形で設しつらえられていたのだが、重い書籍を大量に詰め込んでおくには難があり、新たに増ぞう築ちくされたのがここだという。よく見れば、煉瓦の色が他の校舎やチャペルよりだいぶ明るく、表面もなめらかだ。修道院時代に用いられた煉瓦を焼く技術は、既すでに日本から失われてしまい、代用品に頼るしかなかったのだという。

　しかし、そのあたりの事情など冬哉にすれば至し極ごくどうでもいい。問題は入れ物ではなく、中身。この図書館内にある卒業アルバムの類たぐいだった。

　一階のエントランスには河合かわい裕ひろ美みが待っていた。既に春香から連絡が行っていたらしく、何も説明せずともアルバムの在処ありかへと案内してくれた。

　図書館の最深部の資料室、ガラスで区切られた小部屋の一角にそれはあった。「持ち出し禁止」と書かれた棚の中、明治の頃の分からが整せい然ぜんと並べられている。いかにも古式ゆかしい背表紙、年経た紙独特の匂いがたちこめる。

　その中に、二年前の日付の真新しい一冊があった。

「篠田美咲は何組だったって？」

　期待を込めて訊ねた冬哉に、さつきは大きく首を傾げてみせた。

「さあ」

「さあ？」

「だ、だって、春香ちゃんは高校から入学してきた人だから」

「河合さんはご存じありませんか？」

「ごめんなさい。私も高校から入学してきたんで……例の生徒の名前自体、今回、初めて聞いたぐらいだから」

「でも、いちおう同学年でしょう？　持ち上がりの友達から聞いたりしないんですか？」

「ずいぶん徹てつ底ていしてんですねえ」

　高校生とは言え、まだろくな分ふん別べつのない者も中にはいる。ショッキングな事件を面白おかしく語る奴やつの一人や二人いてもおかしくはない。

（俺が死んで復活したときだって、そりゃもう。たぶん、あのまま死んでても絶対あれこれ言う奴いるはず）

　冬哉が自分のクラスの面々をちょっと思い返しただけで、ざくざく心当たりが出てきたぐらいだ。

「たぶん、あまりみんな思い出したくないんだと思うわ……持ち上がり組の子たちって小学生から一緒でしょ？　全員幼なじみっていうか、妙な連れん帯たい感かんがあるから」

　重い口く調ちようで告げられてしまい、それ以上追及できなかった。外側からでは窺うかがい知れぬ深しん淵えんが存在するのかもしれない。

　仕方がなく、冬哉たちは被害者の名前探しに没ぼつ頭とうした。

「えーと、そんじゃまず、遠藤千里遠藤千里……」

　固い厚紙のページをめくる。まだ新しいのに、パリパリと音がしそうなほどだった。

「あ、あった！　ここ、三年弐組……って、あれ？」

　見つけ出したさつきの目が、何な故ぜか丸くなった。

　その手元を覗のぞき込こんだ冬哉と瀬尾もまた似たような顔になり、ただ一人、那由子だけが平然と呟つぶやく。

「まるで、別人」

　その通りだった。

　長方形の小さな写真の中、上うわ目め遣づかいでこちらを見ている少女。笹ささの葉を思わせる一ひと重えこそ今とたいして変わらないが、髪は長く重苦しく、眼鏡めがねも一昔前「瓶びん底ぞこ」と称されたようなあか抜けないものだった。何より、表情がまるっきり違う。あの颯さつ爽そうとした生徒会長のそれとはとうてい思えぬほど濁にごり淀み切っていた。

「なんつー劇的ビフォアー・アフター」

「噓うそだろ。たった二年でこんなに変わる？」

「というか、これ、ほんとに本人？　写真貼はり間違えとかじゃなくて？」

「たぶん、本当に本人だと思うわよ」

　控えめに河合が口を挟む。

「聞いた話じゃ、彼女、高校入学するなり一気にキャラ変えしたってことだから」

「一貫教育で高校デビュー？　意味あんの、それ？」

「いや、いい方に変わったんだし、意味ある自己改革だろう」

「でも、すごい。人ってこんなに変わるものなのねえ」

　呆あきれたり感心したりと忙しい三人の横、那由子だけが黙もく々もくとページをめくり続けている。

「大川、小林、沢木……」

　歌うようなリズムで、名をひとつひとつ読み上げる。冬哉は千里ショックから我に返った。急いで自分もアルバムに目を通し、被害者リストと見比べる。

「三年弐組……被害者多すぎ！」

　三〇人学級のクラスの中、実に半数近くが被害に遭っている。特に、初期の「大」の字と「小」の字は被害者六名のうち四名までもが弐組出身だった。

「河合さん、ついでに見て欲しいんですけど、この被害者リストの中に『持ち上がり組』じゃない奴っています？」

　突然、紙束を突きつけられ、河合は少々戸と惑まどったようだったが、すぐに目を通し首を振った。

「一年のことはよく判りませんが……二年と三年にはいないわ。全員、持ち上がりの子たちですね」

「そうですか……」

　冬哉は唸り、考え込む。

　それがすぐさま答えに直結するとは思えない。だが、何かのヒントにはなりそうだった。

「ね、篠田さんの写真もあったよ」

　低く躊躇いがちに、さつきが言う。

　見ると、卒業アルバムの最終ページに一人の少女の写真が飾られていた。

　ふわふわとした髪を二つに結い、明るい顔をこちらに向けている。目鼻立ちは愛らしく整って、その笑みは光を集めたようにまばゆい。

　冬哉の胸は詰まった。髪は乱れ、血が滴したたる無惨な姿ではあったけれど、確かにそれはあの死霊の娘。暗い廊ろう下かの果てで佇たたずんでいた、亡者の顔だった。

　篠田美咲という名前以外にキャプションは、たったひとつ。

　―――ずっとずっと、私たちの友達

　それから、四人は言葉もなく、アルバムの一ページ一ページを見直した。

　修学旅行や体育祭、その他様々な行事の写真の中に、美咲がいた。いずれの写真でも明るく笑い、クラスの輪の中心にいる。

　中には、印象的な一枚があった。

　重苦しい髪型の眼鏡の少女が分厚い本を広げて読んでいる。その横、篠田美咲が彼女の手元を覗き込むようにして寄より添そっていた。眼鏡の少女は遠藤千里だ。様変わりしてしまい、よく見なければ判らないほどだったけれども。

「……一緒に卒業できなかったけど、写真だけはたくさん載のせたのか」

「本当にみんなに好かれてた子なんだね」

　瀬尾とさつきの声もまた陰る。

「中学生で妊娠って、そりゃあ大おお事ごとだけど……でも、死ぬことなかったのにね」

　はや、さつきの目め尻じりに涙が光った。

「こんなにみんなに大事にされてたんなら、死なないでも何か方法が見つけられたんじゃないのかな」

　そうかもしれない。

　冬哉も頷いた。

　死は絶対だ。死んでしまったら、けっしてできないことがある。それを彼は日々目の当たりにしている。

　中でも、自殺は最悪と言えた。たいていの自殺者は因果にとらわれ、自分の死に場所からろくに動くことすら叶かなわず、ただ月日が流れていく様を見つめ続けるしかないのだ。それこそ、那由子のような救い手に出会えぬ限りは。

　だが。

「……きっと、他人には判らない何かがあったんですよ」

　瀬尾が低く言い継ぐ。

「明るく見せていても、周囲にどんなに思われていても、埋められない何かが……きっと」

　その言葉には、実感が籠こもっていた。暗い暗い熱を感じる横顔に、冬哉とさつきは息を呑のむ。

　その言葉の真意を問うこともできぬまま、一同が立ち尽くしてしばらく、のち。

「君たち」

　突然、固い声が背後から飛んできた。

「他校の生徒がどうしてこんなところまで入り込んでいる？」

　つい先日、夜に右往左往している冬哉たちと生徒会役員を咎とがめた教師だった。あの時は暗くてよく判らなかったが、シャープな長身を仕立てのいいスーツに包み、趣味のいいネクタイの上に端たん整せいな顔を備えた青年で、教師というよりは商社マンや銀行員といった風ふ情ぜいの男。確か、名は柳やなぎ原はらといったはずだった。

「すみません」

　慌てて河合が言いい繕つくろう。

「演劇部の客演の方々でして」

「演劇部？　こんな資料室に演劇部員がいったいなんの用があるんですか？」

　断固とした口調でそれ以上は取り合わず、柳原教諭は一同を手厳しく追い出した。仕方なく、冬哉たちはアルバムを棚に戻し、元来た道を急ぎ足で戻ってきた。途中、河合は部活に戻らなくてはと言い出し、さつきもこれに従った。

　振り返り振り返りしながら立ち去っていくさつきと、もう関かかわりたくないと言いたげに足早に歩いていく河合の背を眺め、瀬尾が大きく息をついた。

「で、さっき判ったことを総括すると……被害者のけっこうな部分が自殺した篠田と同じクラス出身、あと、聖歌隊所属」

「それと、全員、中学からの持ち上がり組で高校から進学してきた奴はゼロ」

　瀬尾はしばし考え、もしも本当に祟りというものが存在するのならばという前置きをして、語り出した。

「これって、単純に考えるなら、篠田さんの霊が同級生とか聖歌隊とかを恨うらんで祟ってるって話か？　誰も言いたがらないだけで、水面下ではいじめがあったとか？」

「けど、いじめ殺した相手の写真をあんなバカ丁てい寧ねいにアルバムに載せたりする？　それこそ口を拭ぬぐって忘れることにすんじゃね？」

「罪ざい悪あく感かんがそうさせたのかもしれない」

　瀬尾はなおも食い下がる。

「日本の神社の中には、ひどい殺され方で死んだ天皇とか貴族をまつったのがあるじゃないか。菅すが原わらの道みち真ざねとか崇す徳とく上じよう皇こうとか」

「ああ、あと平たいらの将まさ門かどとかなー」

　昔夢中になったゲームを思い返し、冬哉は答える。

　無惨な死に方をした英雄を祀まつり、その力を神のものとして崇あがめることにより、罪悪感を和やわらげ怒りを逸そらす。そういう心理のことを瀬尾は言っているらしい。

「けど、なー。見たとこ、なんか印象が違うんだよなあ……」

　冬哉は昨夜の篠田美咲の姿を思い浮かべた。

　儚はかなげで悲しげな娘だった。とても恨みを武器に人を……まして、同級生たちを傷つけるようには見えない。

「祟りじゃないのなら、人じん為いってことだよな。他に生きてる犯人がいて、そいつがいろいろ仕掛けてるってことになる」

「生きてる犯人って」

　瀬尾が困こん惑わくしたように呟く。

「日曜の夜に学校のあちこちに予告を出して、二十数人をバラエティに富んだ手段で怪我させる犯人？　どうやったらそんなこと出来るんだ？」

「知らないわよ。むしろ、こっちが教えて欲しいわよ。瀬尾、推理小説とか読むの好きじゃないのさ。俺は二時間ドラマの犯人すら当てられない人ですよ」

「そう言われても……」

「みんな噓をついている」

　いきなり、那由子が断じた。

「祟りなど存在しない。なのに、そうと見せかけている」

「や、その結論に飛びつくのはまだ早いよ」

　冬哉がたしなめた。

「二十数人がかりで狂言って？　まっさか。だいたい、なんの得があってそんなことしてんの？」

「知らない」

　あっさりと那由子は首を振った。

「けど、少なくともあの遠藤という女は噓をついていた。篠田美咲は祟っていない。それだけは判る」

「それはまー、俺も同意見ですけど」

　即座に同意する冬哉を那由子は見上げる。なら、行動でそれを示せとその目が語っていた。

　しかし、だからと言って、篠田美咲をすぐさま真っ二つにするわけにもいかない。祟ってなどいない、善良な死者だというなら、なおさら。

　そのあたりのことをどう説せつ得とくしたらいいかと、冬哉が頭を悩ませていた、そのとき。

「僕も聞かせてもらいたいな」

　ふいに、明るいソプラノが降ってきた。
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「何が判ったと言うんだい？」

　常じよう緑りよく樹じゆの間を抜け、一人の少女がこちらへやってくる。

　すらりとした黒いワンピース姿に、シャープな眼鏡。遠藤千里だった。頰には消毒用テープを貼り、白い三さん角かく布きんで腕を吊った痛々しい姿ではあったが、言葉の勢いはまったく衰おとろえていない。

（この女、俺たちのこと監かん視ししてんのか？）

　そんな疑問が冬哉の中で頭をもたげた。

　ありえないことではない。土曜とは言え、校内に生徒はいる。門からここに来る間にも何人か見かけた。図書館のカウンターにいたのだって、この学校の生徒だ。それぞれが携帯なりなんなりで連絡を取り合えば、偽にせ学生の動向をくまなく押さえることなど容易だろう。

「まったく君たちは冷たいな」

　千里はひとつ笑う。

「僕ら生徒会はいつでも全面協力すると言ってるのに、自分たちで勝手に動き回るなんて」

　恬てん淡たんとした口調だが、冬哉にはそれがうっすらとした恫どう喝かつに聞こえた。自分の目の届かぬところで好き勝手するなという副音声が聞こえた気すらする。

「いえ、その……今日は休みですし、昨日怪我した人が登校してくるとも思えなかったんで」

「こう見えても、我々は忙しいんだ。土曜はたいてい休日返上だよ」

「だったら、尚なおのこと手を煩わずらわせては悪いなあ、と」

　こちらも努つとめて明るく言い募る。

　瀬尾もかなり固くはあったが笑顔を浮かべた。千里もいっそう笑ってみせた。

　が。

「で？　何が判ったというんだい？」

　次に放たれた質問には、冷え冷えとしたものが潜んでいた。

　さて、どう処そうかと冬哉が首を捻ひねった時だった。

「あなたが噓をついていたということが」

　那由子が、きっぱりとそう言い放った。

「噓？　僕が？」

　千里の眉が険しく吊り上がる。げ、と、冬哉の喉が詰まったような音をたてた。

　だが、那由子はかまわない。

「篠田美咲のことをよく知らないとあなたは言った。けれど、そんなはずはない」

「……………」

「同級生で、しかも親しかった。なのに、知らないと言った」

　千里は答えない。

　けれど、その瞳ひとみに敵意が刻一刻と育っていくのが冬哉には手に取るように見える、判る。

　しかし、那由子は判らず、悟らない。

　容よう赦しやのない調子でなおも弾だん劾がいを続けた。

「昨夜のことも、そう。あの場に霊はいなかった。少なくとも人を傷つけるような霊は。なのに、あなたは傷を負わされたと噓をついた。どうして？」

　千里の喉が小さく上下する。

　開かれた口から、どれだけ怒ど声せいと罵ば倒とうが吐はき出だされるのかと冬哉は覚悟したが、

「人を傷つけるような霊はいなかった、だと？」

　彼女が放ったのは、静かな質問だった。

「霊はいたということなのかい？」

　那由子は素直に頷く。

「那由子さん、待って！　ちょっと待って！」

　冬哉は実力行使で那由子の口を塞ふさごうと飛びついたが、するりと簡単にかわされる。あっけなく地に倒れ込みながら、いまここでそれを言ってしまって有利になるのか、不利になるのか、一秒でいいから考えて欲しいと懇こん願がんしてみたが、すべて空しい。

　彼が枯かれ芝しばに激突したのと、ほぼ同時に。

「篠田美咲がいた」

　那由子は決定打を打ち込んでいた。

　千里の細い目が大きくみひらかれる。

「そう」

　薄い唇くちびるがわなないて、かすかな呟きを漏もらした。

「美咲がいたの……」

　睫まつげが伏せられて、その表情を覆おおい隠かくす。那由子は唇を引き結び、厳しく彼女を見つめていた。

「あああ、もう！」

　芝生しばふの上から、冬哉は立ち上がる。

「こうなったら、もうしょうがねえから言っちゃいますけど！」

　手を貸そうと近寄っていた瀬尾が、その剣けん幕まくに驚いたように身を引いた。

「もしも、あなたの怪我とか他の祟りが霊の仕業だってなら、それはその篠田美咲って人のせいってことになるわけで。俺たちとしては、その篠田さんの霊を始末しないとなんないんですが、それでオッケーですかね？」

　始末、という部分に力を入れる。

　処分の方がよかったろうか？　よりひどく響ひびいたろうかと思いつつ、冬哉は更に続けた。

「逆に、こいつの言う通り、祟りも何も本当は存在しないんだってことになるなら、また話は別ですが」

　千里は答えない。

　凍こおりついたような面を冬哉に向けてくるばかりだ。ただ、幾分その頰は青ざめ、指先が震えている。

　冬哉は更に語調を強める。

「あんた、その飛び降りた生徒と同級生だったんでしょ？　その子はそんな風に無差別に友達を怪我させて歩くような女だった、と。そういうことですよね？」

　ついに、千里は俯うつむいた。

　その細い肩が小刻みに震え出す。

　勝負あったか、と、冬哉は思った。年上とは言え、女を泣かせるのは趣味ではないが、円えん滑かつに話を進めるためだ。やむを得ない。

　だが。

「そうよ」

　千里は泣いてなどいなかった。

「美咲は恨んでるのよ……」

　しかし、平静とした顔は吹き飛び、声は怒りに波打っている。

「恨んでないはずがないわ！」

　いつもの泰たい然ぜんとした男口調ではなく、ごく年相応の娘らしい反応だった。切れ長の瞳に、鋼はがねにも似た光が走る。ヒステリックな響きすら、甘やかな彼女のソプラノによく馴な染じんでいた。

　冬哉は呆あつ気けにとられた。

　挑発が思いの外うまくはまったことより、千里がこうも早く馬ば脚きやくを表したことに驚いた。

「ひとつ言っておこう、小娘」

　那由子の影の中から、錆さびた男の声が響き渡る。

　びくりと千里は体を震わせた。瀬尾が大きく飛びのく。

「生者は死者を染める。遺族の嘆なげきに耐えられず、霊が迷うという話は貴様等も知っておろう？　それと同じように、生者の悪意は死者を染める。このまま貴様等が好き放題にしておったら、さてさて篠田某なにがしがどうなるか？　……そろそろ覚悟するがよいぞ」

　右の恐怖、左の唖あ然ぜんを何するものぞ、タイホウは陰いん々いんと話し続け、再び沈黙した。

　誰もしばらく、動かなかった。

　冬の風がそれぞれの服の裾すそを揺らし、髪を乱す。

「……とんだ猿さる芝しば居いをしてくれるね」

　千里が再び切り出す。

　怒りは籠もっているが、日頃の平静さでまたも身を鎧よろっている。

「君たちに手を貸したのは僕の不覚だった。今後、自由にこの学園に出入りできるとは思わないでくれ」

　きっぱりと言い捨て、彼女はそのまま背を向けた。異論反論は一切合切受けつけぬ断だん固ことした足取りで、遠藤千里は校舎へ帰っていく。

「……調査はこれにて打ち切り、かな」

　一連のやりとりを見ていた瀬尾が、ようやくと言ったように口を開いた。

「何故？」

　那由子が問う。

「何故って」

　呆れる瀬尾と首を傾げる那由子の間に割って入り、冬哉は双方を宥めた。

　なおも居残ると頑張る那由子の襟えり首くびを摑み、半なかば引きずるようにして校門を目指す。

　瀬尾には、

「さつきねーちゃんの立場が微妙になったよな。ちょっと心配だから迎えにいってやってくれよ。俺と那由子は例のカフェで待ってるから」

　と頼んで、講堂へ行かせた。

　彼は彼で何か言いたげだったが、さつきの名を出されては折れるしかなかったらしい。急ぎ足で中庭の奥へと消えていった。

　さて、とばかりに冬哉は那由子に……いや、その影の中のタイホウへと向き直った。

「またも打ち合わせなしに劇的な登場の仕方してくれちゃったけど、どういうつもりよ？」

「どういうつもりも何も」

　ポンと音でもしそうなスピードで黒ミミズクの姿が湧わき、冬哉の顔の真ん前で大きく羽ばたいた。

「さっき言った通りじゃわい。あの小こ生なま意い気きなヒヨコが細さい工くしている者を知ってるのなら、早よう止めてやるのが親切と思うてな」

「親切？　親切って」

　言うに事欠くとはこのことだと、冬哉は頭を抱えた。

「おかげで調査打ち切りくらったんですけどっ」

「別に、打ち切られてもいい」

　那由子の意見は常にシンプルだ。

「篠田美咲をさっさと渡そう。この際、半分でかまわない」

「だーかーら、なんでそーいう結論になるのかね」

「それが一番早い」

「あのな」

　鼻はな白じろみ、言い募ろうとする冬哉の口を、那由子の細い指が覆った。唇に当たる柔らかな熱に、冬哉は束の間動転した。

「さっき、老師が言ったことは本当」

　那由子は淡々と続ける。驚いたことに、それはほとんど諭さとすような口調だった。

「ありもしない祟りの罪を、毎週ごとに増える悪意を注そそがれて、彼女がいつまでも普通でいられる保証はない」

　わずかに躊躇い、それから冬哉は口を覆った彼女の手を摑んだ。確かな感触が指に返る。

「それでも、ダメだったら、ダメ」

「何故？」

「このままだと誰も救われないから」

「救う？」

　那由子は首を大きく傾げ、白々とした無表情な面を彼に向けた。

　どこからか歌声が聞こえてくる。





　　来たれ友よ　すべての友
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　清らかなそれに流されるように会話は途切れ、いつもの言葉少なに家路を辿たどるだけ……と、冬哉は思ったのだが。

「渡すのがわたしの仕事だ」

　突然、彼女は声を荒げた。

「それだけが、存在理由。それだけが生きる意味。他に何もない……あなたに盗とられた鏡以外は」

「な、那由子さん？」

　激げつ昂こうと言っていい彼女の反応に、冬哉は後じさる。

　那由子の訴うつたえは止まらない。

「なのに、どうしてそのあなたがわたしの邪じや魔まをする？　渡しであるわたしの言うことではなくて、人間たちのことばかりを重じる？」

「邪魔してるんじゃないってば！」

　一方的に責める彼女に、ついに冬哉も叫さけんだ。

「優先順位！　優先順位の問題なの！　あんたは能のう率りつ一番でズバーンと魂魄分けて渡しちゃうけど、それ、やられる側にはたまったもんじゃないの！　半分になっちゃった死者は転てん生せいするのに、ものすごーい時間がかかるようになっちゃうんだろう？」

「そうだけど」

「それが判ってるなら、なるべく真っ二つにしないで渡せる方法を取って欲しいの！　少なくとも俺の見てる範はん囲いでは」

　続ける冬哉の脳のう裏りには、かつて会った死者たちの姿がよぎる。自ら命を絶ち、どこにもいけず苦しんでいた高たか山やま和かず志し。妹の窮きゆう地ちを知らせるために此し岸がんに戻ってくるも、理解されることのなかった新にい沢ざわ愛あい梨り。

「俺だってね、いまはこうして半分だけ生き返ってるけどさ……殺されてんのかもしれないのよ。何も覚えてないから恨みも因いん果がもへったくれもないけど、下へ手たすれば殺人現場から動けないまま何年も何十年も過ごす羽目になったかも」

　死が人の終わりではなく、その向こうにまだ続きがあるというのなら、それは救いであって欲しい。ほんの少しだけでもいいから、暖かい何かであって欲しい……それがたとえ、単なるひとときのものに過ぎぬとしても。

「あんたの仕事は本来、そういうことなんじゃないの？」

　諭す冬哉の言葉に那由子の眼が、わずかに大きくなる。













　思いも寄らぬことを聞いたというように、彼女は彼を見上げ……そのまま目を逸らす。

「阿あ呆ほうか」

　タイホウが呆れたように嘴くちばしを鳴らした。

「何度も言ってるじゃろうが。それは人の姿をしておっても人にあらずと」

「そう？　最近、俺はそれって割と違うと思ってるけど。何事にも学習ってもんが必要なだけじゃないの？」

　彼が死者に慣れ、彼ひ岸がんの理ことわりに馴染んだように、那由子もまた、生者に慣れ、此岸の営みに馴染もうとしている。

「少なくとも、いま、俺よかあんたの方が普通に生きてる人間っぽいよ。美う味まそうにものを食って、それをくれる人に懐なついて。鏡に映れば影もちゃんとある」

　那由子はただ彼を見返した。

　だが、その中に細さざ波なみのような困惑が広がっている。それが、冬哉には判った。

「阿呆か」

　タイホウは繰り返す。

「人間はまるで万ばん物ぶつが人間のようであり続けることが一番の幸福のように言い、そのように振る舞えと強要するがの。よけいなお世話と言うものじゃて」

　忌いま々いましげな妖よう鳥ちようの言葉に、今度は冬哉が困惑する番だった。

　自分には那由子がきちんと人間らしく見えるから、そうと言ってみただけなのだが、そんなに悪いことだったろうか？

「だいたいな」

　タイホウはなおも冠かん羽うを逆さか立だてて、声を高めた。

「自分の死因も判らぬ半はん死し人びとのくせに、他者を捕まえてどうのこうのと。片腹痛いとはこのことじゃわ。貴様はもっと自分のこととしっかり向き合ってからお節介するがよい」

　正論だった。

　あまりの正しさにぐうの音も出ず、冬哉は眼鏡の下の目をただ伏せた。

　那由子もまた、俯いた。

　重い沈黙の合間を、冬の風と歌声が行き過ぎる。





　　御告げ受けて　羊飼いは

　　群れ打ちおきて　道急ぐ

　　いざ我ら　共に馳はせ行ゆかん







　　来たれ拝おがまん　来たれ拝まん

　　来たれよ拝まん　わが主を






　空の高みではチャペルの鐘までもが鳴り始めた。

「わたしは渡し……それだけがここにいる意味。人の理ことわりには馴染まない」

　ぽつりと、那由子は呟いた。鐘と歌声に紛まぎれそうなほどのかそけなさで。

　なおも言い募ろうとする冬哉を目で制し、タイホウへと合図を送る。黒い翼が翻ひるがえった。一瞬にして膨れ上がった巨鳥の足を白い指が摑む。

「那由子っ！」

　叫ぶ冬哉を顧かえりみることもなく死神と妖鳥は舞い上がり、木立の彼方かなた、空の果てへと消えていった。

　鐘が鳴る。

　歌声も高くなる。

　だから、冬哉は……恐らく那由子も、気がつかなかった。彼の背後に迫っていた者がいたなど、と。

「陣じん内ない」

　呼び声に冬哉の息が束の間、止まる。

　この学園、いまこの場にその名で彼を呼ぶ者は一人しかいない。

　振り向いた視線の先、枯れ木立の合間に、想像通りの人物が立っていた。

「瀬尾……」
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　日曜、夜中。

　冬哉の部屋の窓は鳴らない。

　時計を見ると、一〇時を少し過ぎたところ。室内と言えども空気はしんと冷え、布団ふとんから出るにはかなりの勇気を要する。

　それを半ば無理矢理剝はいで、ベッドから起き上がり、ブラインドを上げる。那由子がいるのではないかと思ったが、そこは見慣れた住宅地の景色が広がるばかり。

「あんの女ぁ……」

　毒どくづいては見るものの、力は入らない。

　昨夜のやりとり以降、那由子は冬哉の前に現れようとしなかった。念のためにと持たせたプリペイド式の携帯へ何度も連絡をしてみたが、反応は皆かい無むである。

（そもそも、電波の通じるところにいるかどうかも怪しいもんなあ、あいつ）

　いちおう三さん途ずの川かわ縁ぶちにはたまに帰るだけで、日頃は中ちゆう華か街がいのどこぞに潜せん伏ぷくしているらしいが、詳しくは知らされていない。

　ともあれ。

　那由子は冬哉を伴うことなく、聖羊へ潜り込むつもりだろう。彼女が「日曜の夜に犯人を押さえる」という主張を曲げるとは思えない。

　しかし、一方、いくら考えても祟りの原因が篠田美咲にあるとも思えなかった。

　では、誰が？　という段になって行き詰まる。週が明けても千里があれではこれまでのように聖羊内に入り込むことはおそらく無理で、これ以上、自力で調査を進めることは不可能だった。

　結局、すべては那由子の言う通り……今夜が最後のチャンスと考えるしかないわけだ。が、彼女が犯人を発見してしばき倒すのも、篠田美咲を追いかけ回して魄に変えてしまうのも、冬哉としては避けたいところである。

　溜ため息いきをついて、彼は瀬尾へとメールをした。予あらかじめの打ち合わせ通り、すぐに反応があった。

　三〇分ほど待ってから、コートを着込んで階下に降りる。思う様足音を忍ばせたというのに、両親の寝室のドアはすぐ開いた。

「冬哉」

　咎める声が降ってくる。父だった。

「こんな時間にどこへいくんだ？　警察からも言われてるだろう？　一人でうろうろするなと」

「一人じゃねーよ。瀬尾がすぐ迎えにくることになってるから」

「瀬尾くんが？　こんな夜中に？」

「星を見に行く約束だから。ナンタラ流りゆう星せい群ぐんってのがいまちょうど来てるんで、この時間じゃないとまずいの」

「流星群……」

　父の声がくぐもる。

　それ自体は噓ではない。数日前からテレビやネットでその流星群の話題はちらほらと上がっていた。晴天の夜ならばかなり観測できるとのことで、愛好家たちは色めきたっているらしい。もっとも、冬哉自身はそんなことはまったく知らず、瀬尾に入れ知恵された通りに話しているだけだが。

　その説明が終わらぬうちに、冬哉のポケットで携帯が高く鳴った。ドアを開くと、やはり厚着した瀬尾が白い息を弾ませて立っていた。ご丁寧に自転車の前かごには天体望遠鏡とおぼしき荷物が積まれている。

「呼び鈴鳴らしてくれてもよかったのに」

「それじゃ、ご両親まで起きちゃうだろ」

「もう起きてるし」

　冬哉は軽く背後へ顎あごをしゃくる。瀬尾が気まずそうに頭を下げた。

「夜分遅く申し訳ありません……」

「い、いや。悪いね、瀬尾くん。うちの馬鹿息子むすこがつきあわせて」

「いえ、俺が頼んだんです。心み花はな山やまからだとよく見えるから一緒にいってくれって」

　八はち幡まん神じん社じやを擁ようするその山は、昼間は賑にぎやかな観光地だが、夜は人影もなくひどく暗い。天体観測のスポットとしては確かに最適である。

「でかい図体してなんだって笑われそうですが、俺、夜道が苦手なんですよ。明るいところはいいですけど、暗くら闇やみだとお化けとか見えそうで」

　闊かつ達たつに、そして誠実に言う瀬尾に、冬哉は内心苦笑していた。

（お化けが見えそうでって、あんた。皮肉だったらないわー）

　父は、しばし迷う風に瀬尾と冬哉の顔を見比べていたが、やがて、諦あきらめたかのように肩を落とした。

「じゃあ、父さんが車を出してやるから。乗っていきなさい」

「別にいらんて。チャリで頑張っていくのがいいんじゃない」

「でも」

「大丈夫だったら」

　押し問答の最中、再び寝室のドアが開く音が階段の上から響いた。どうやら、母も起きてしまったようだった。

「いってきます！」

「冬哉！」

　父はまだ何か言いたげであったが、振り切って自転車に飛び乗った。母親にまで参戦されたら、こちらの旗はた色いろは悪くなる一方。ここは逃げるが勝ちというものだろう。

「……大丈夫か、あれで？」

　遠くなる陣内家の灯あかりへと振り向きながら、瀬尾が訊ねる。

「大丈夫大丈夫。まあ、ちょっとは騒ぐだろうけれど、おまえと一緒ってのはすっげ効きくからね。正直、俺より瀬尾の方がうちの親に信頼されてんのよ」

「それは光栄だな」

　瀬尾は小さく笑った。その横に銀ぎん輪りんを並べ走らせながら、冬哉はほっと息をつく。

　なだらかな坂をしばらく下り、国道に出た。そこで赤信号に引っかかり、二人は揃そろって自転車を止める。

「ああ……」

　暗いアスファルト、横断歩道の白いラインの上に描き出された冬哉の影を見て、瀬尾が呟く。

「本当に薄いよな、おまえの影」

　見れば、確かに。

　煌こう々こうと冴さえる月と街がい灯とうの下、自転車の影は黒々としているのに、それに跨またがる冬哉の影は淡いグレーの色合いでひどく儚い。

　信号が変わる。

　四車線もの道路に溢あふれるヘッドライトが、再び流れ出した。瀬尾はひとつ笑い、何もなかったように自転車をスタートさせた。

（こいつが変わらないでくれて、本当によかった）

　半ば泣きそうになりながら、冬哉はその後を追う。

　昨日、那由子と揉もめた直後のこと。

「ど、どこから話聞いてた？」

　恐る恐る訊ねた彼に、

「『いまはこうして半分だけ生き返ってるけど』のあたり」

　瀬尾は静かに答えた。

　冬哉は頭を抱えた。それでは、那由子が人間ではないことも、タイホウが巨大化して飛び去ったことも子細見られ、聞かれていたことになる。

　どんなに頭を回転させても言い訳が出てこず、うろたえる冬哉に瀬尾は続けた。

「まあ、信じ難いけど……辻つじ褄つまは合った気がする」

　と。

　それから彼は、冬哉の影が日増しに薄くなっていくことや、食べ物や飲み物にほとんど執しゆう着ちやくしなくなったこと、更に、時折、鏡面に姿が映らないことにも気がついていたと言い足した。

「き、気づいてた？　マジで？」

「当たり前だろ。朝、授業が始まってから帰るまで約八時間。それに、放課後と休日も足したら、親より長く一緒にいるってことになるんだし。けど、決定的におかしいと思ったのはさっきだな」

　図書館での那由子との会話。それを聞いて、彼は疑惑を確信に変えたという。

「おまえは『自分には霊感なんて欠片かけらもない』って言い張ってたけど、あの時の鏡さんとのやりとりは『篠田美咲を見たことがある』って前ぜん提ていで進んでた。この騒ぎを持ち込んできた藤巻さんや同学年の河合さんですら、篠田美咲の顔なんかまでは知らないはずなのに」

　ご指摘いちいちごもっとも。

　冬哉は自分の迂う闊かつさを呪のろった。苦悩に唸る冬哉を見て、始めて瀬尾は少しだけ言い淀んだ。

「まあ、俺は……鏡さんの件で、ちょっとおかしいなってずっと思ってたしな」

　もはや声もなく彼を見返す冬哉に、瀬尾は真しん摯しな目を向けた。

「おまえ、もう全部生き返ったりできないのか？　半分だけ死んでるのが、ある日突然全部死ぬなんてことになったりしないだろうな？」

　その言葉に冬哉は胸を摑まれた。

　気味が悪いとか頭がおかしくなったのではと罵ののしられても無理はないこの場面で、自分の先行きを案じてくれた瀬尾の気持ちが本当にありがたかった。

　だから、すべてを話した。

　洗いざらい、何もかもを。

（本当は俺、ずっと誰かに話したかったのかもな）

　力強く走る瀬尾の自転車を追いかけつつ、冬哉は思う。

　いま、心は少しだけ軽い。

　那由子の暴走を止め、聖羊で起きている異変を解決するという大事も、隣となりに瀬尾がいてくれるとなればきちんとやってのけられそうな気がする。

　そうして、長い坂を下っては上り、下っては上りを繰り返して一時間ほど。

　こんもりとした闇の中、特徴的なチャペルが現れた。聖羊の校舎を取り巻く木々は闇を吸い寄せるが如ごとく深く暗い。まるで、その一帯だけが華はなやかな彼ひ此し見みの町とは切り離されているかのようで、いっそう不安がかき立てられた。

「さて、どこから入ったもんか……」

　高い柵さくを見上げて、冬哉は呟く。

　蔦つたが這はい、優美な装飾が施ほどこされたそれは、昼間見たときは学園を彩いろどる美しい囲いだったが、月明かりの下では彼らを拒む凶悪な障害物であった。捻ねじれた鉄柵の一本一本が矢のごとく尖とがり、寄せ付けるものすべてを貫つらぬこうとしている。

「鏡さんはどうやって聖羊に侵入する気なんだろう？」

「たぶん、またタイホウを使って壁を越す気なんじゃねーかな。頭使ってこっそりってやり方できる女じゃないから」

「そうか……なら、俺たちはせいぜい頭使うしかないな」

　柔らかな瀬尾の笑みに少しだけ獰どう猛もうな色が差す。

「ここの敷地の裏手に何があるか知ってるか？」

「さあ？　いったことない」

「墓地だよ。外人墓地……と言っても、日本人の墓もちゃんとあるけど」

「ああ」

　冬哉は頷いた。観光パンフレットなどで時折見かける。彼此見の地で客死した外国人たちが多く埋まい葬そうされているため、モダンな造形の墓が多く、中には著名人も眠っているとかでお参りの者も絶えないと聞く。

「そこの一部の柵がね、けっこう低いんだ。あれなら乗り越えられると思う」

「マジで？　ラッキー！」

　喜色を浮かべる冬哉に、瀬尾は気の毒そうに付け足した。

「ただ、その柵の向こう側は崖がけだから。頑張ってクライミングすることになるけれど」
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「あの女、あの女あの女あんの女ぁぁぁぁ」

　そこらの怨おん霊りようもかくやという恨みをこめて、冬哉は繰り返した。

「手間かけさせやがって、ホンット手間かけさせやがってぇぇぇぇ」

　決死という単語にふさわしい努力を払って一時間、冬哉と瀬尾は聖羊学園への侵入を果たした。真っ暗な中、まずは墓地の柵を上り、それから急きゆう勾こう配ばいの崖をそろそろ下った。

　当然、二人とも泥どろだらけ。お気に入りの手袋もそこらの軍手と変わらない有り様になり果て、冷たい土を必死に踏ふみしめたせいで爪つま先さきがじんじん痛む。

「そう言うなって」

　瀬尾が苦笑まじりにたしなめた。

「あれはおまえも悪いよ」

「なんでさ？」

　思わぬ反論に冬哉は眉をしかめる。瀬尾はいっそう苦笑を深めた。

「鏡さん、何をおいてもおまえに信じてもらいたかったんだろうに」

「へ？」

「おまえの言い方だと、あの生徒会長の方が正しくて、鏡さんの言い分が間違ってるっていう風に聞こえるんだって。だから、ああして拗すねたんだろ」

「別に、そんなつもりじゃ……てか、拗ねた？　あいつが拗ねた？」

「何言ってんだ」

　瀬尾は呆れ返っていた。

「おまえ、自分で言ってたじゃないか。彼女は人間だって。人間なら、普通に拗ねるだろ。信じて欲しい相手に味方してもらえなかったら」

「信じて欲しい相手って……」

　瀬尾の言うことが、冬哉の耳にはいちいち新鮮に響く。口ごもりながら、彼は自分の発言を反はん芻すうした。

　確かに、那由子の肩を全面的に持ってやったことはない。ないが……。

（あれ？　これ、もしかして俺がひどいってこと？　あいつのこと中ちゆう途と半はん端ぱに扱ってたってこと？）

　思案顔の冬哉を見下ろし、瀬尾は広い肩を竦すくめた。

「さて、本気出して探さないと。鏡さんに先を越されても困るだろ」

　そうして、さっさと聖羊の森を歩き出す。

「陣内はどこから探すつもりだったんだ？」

「そりゃ、いままで予告の出てないところからだよ」

　この『犯人』は演出にこだわる。

　同じ場所に予告を掲けい出しゆつしたことはない。

　これまで予告が打たれた場所であるグラウンドなどは、候補地から外れることになる。

「……おまえ、けっして馬鹿じゃないのになあ」

　ますます呆れて呟き、

「うるさいわねっ。あんたホンット失礼ねっ」

　冬哉はひとしきり喚わめき、慌てて声を低めた。

「とは言え、広い学校だからなー。うまいこと行き当たればいいんだけどよ」

　ぼやきながら木立の間に分け入り、そこで彼は立ち尽くした。

　枯れ木の合間に人影がある。

　ふわふわと白くおぼつかないそれは、少女の輪りん郭かくを備えていた。翻る黒いワンピース、乱れた髪。

「……篠田美咲？」

　末尾に疑問符がついたのは、数日前の姿とはいくらか異なって見えたからだった。あの時は死者らしく朧おぼろ気げではあったが、いまは輪郭が一秒ごとに崩くずれては戻り、崩れては戻りを繰り返している。

「どうした、陣内？　いるのか？」

「いる。だいぶ不安定になってる……」

　二人のやりとりに、美咲は少しだけ身じろぎし、消え失せた。

「消えた！」

　慌てて、冬哉はあたりを見回し、息を呑む。

　林の更に奥に、もうひとつの影がある。

　黒いマント、巨大な鎌を肩に背負った少女。細い一本きりの三つ編みと長い柄えにつけられた房飾りが風に躍おどっている。ほっそりとした肩には黒い大きなミミズクが止まっていた。

「那由子！」

　絶叫し、冬哉は駆け出した。全速力かつ一直線に走り寄り、彼女の手を捕らえる。那由子は少しだけ眉をしかめたものの、特に振ふり解ほどこうとはしなかった。

「……すぐに真っ二つになんてしてない」

　不機嫌そうに呟く彼女に、どう反応したものか冬哉がしばし戸惑っている、その最中。

「ヒヨコども、何をしておる！　あそこじゃ、あそこ！」

　闇の向こう、タイホウが手羽を向けた。

　そこには白い影がわだかまっている。ふわふわと所在なげに揺れるそれは、ついと手を上げた。

「手招きしてる」

「どこへ連れてく気だろう？」

　那由子はすぐさま、冬哉は少し迷い、その後を辿り出した。

（いつの間にか崖っぷちに誘導されて、耳元で「死ねばよかったのに」とか言われるっつーパターンはないよな？）

　美咲の印象とはかなり食い違うが相手は死者、何があるかは判らない。

「瀬尾、危ないから、もう先に帰っても」

「馬鹿言うなよ」

　決然と彼は拒否した。

「ここまで来て、それはないだろ。足手まといになるようならしっかり逃げるから。いいだろう？」

　最後の問いかけは、那由子とタイホウに向かって放たれたものだった。

「なんで、あなたが？」

「ヒヨコが増えるとはどういうわけじゃ？」

　一人と一羽は冷然と答えた。

　冬哉は間に挟まれて対応に困ったが、迷っている暇ひまはない。

　生者と半分生者たちの揉めごとなど顧みぬというように、美咲は先へ先へと進み、ひらひらと手招きを繰り返した。

「ええいもう！」

「急がないと」

　結局、冬哉も那由子もそう声を上げ、夜道をひた走るしかなかった。

　やがて、一同は広い場所へと導かれ出た。

　円形の庭の中央に巨大な影が吃きつ立りつしている。チャペルだ。深い闇の中でなお、その偉い容ようはくっきりと映え、高い高い塔の上から人間たちを見下ろしている。

　美咲の霊はその前で、また消え失せた。

　今度はいくら待っても、出現しない。

「ここへ連れてきたかったってことかね……」

　冬哉は慎しん重ちようにあたりに目を配った。

　建物の周囲に光源はなく、ただただ暗い。金曜の夜はここで不ふ審しんな影を見かけ、それに意識をすべて持って行かれた。瀬尾に図ったところ、巧こう妙みように照明を当てれば人為的に謎なぞの影を壁に描き出すことは可能という答えだった。

（畜ちく生しよう、今度は騙だまされねえぞ）

　そうして、気がつく。

　いかなる時もぴったりと閉じていたチャペルの扉とびらが、わずかながら開いていた。

　冬哉は素早く那由子と瀬尾を呼び寄せ、ノブへと手をかける。ノブ、と言っても、民家のそれのような片手で収まるものではない。扉自体が三、四メートルほどの高さがある。ノブも週刊誌ほどのサイズで、十字架と百ゆ合りの彫ちよう刻こくが丹念に施されていた。息をつめてそれを握り、チャペル内部が窺える程度の隙すき間ま分だけ開いた。

　中もまた、ひどく暗かった。

　だが、その中にはっきりと人影があるのが判った。ぽうっと小さな灯りが灯ともっては消え、灯っては消えしている。ペンライトか、はたまた携帯電話を開閉しているのか判らないが、とにかく、彼らは灯りを必要とする手合いなのだと知れた。

（語るに落ちたな）

　半死人の自分でさえ、日増しに夜よ目めが利きくようになっている。まして、祟りを成すほどの大怨霊が人工の灯りを欲するとは。あり得ない。

　その頼りない灯りの中、人影はなおも蠢いている。

　一人一人の顔は見えない。だが、祭さい壇だんに梯はし子ごをかけて何かをしているのが判った。

（おいおい、いいの？　異教徒の俺にすらすっげ罰当たりっぽく見えるんだけど？）

　梯子の上の人影が、片手を高く掲げた。

　ビンゴ！

　その手に握られているものを見て、冬哉は快かい哉さいをあげそうになり、瀬尾も深く頷いた。

　凶まが々まがしい色を滴らせる、それは―――刷は毛けだった。

　指先だけで瀬尾に教会のスイッチを知らせ、自分は携帯電話を取り出す。それから、那由子を一度見て大きく頷き、

「よっしゃ、現行犯！」

　一声吠ほえ立たて、冬哉はチャペルの内部へ躍り出た。同時に瀬尾が間近にあったスイッチに飛びつく。バチンと音をたて、あたりに光が降り注いでくる。

　白日同様の目ま映ばゆさの中、複数の悲鳴が上がった。

　冬哉はかまわず携帯電話を振り上げ、シャッターを切った。

「てめえら、これで……っ」

　勢いよく放たれた彼の弾劾は、途中で霧む散さんする。

　その場に並んでいたのは、いずれも見知った顔ばかり。

　生徒会長、銘めい菓かひよこと那由子に言われた少女、そして、彼女たちと常に行動を共にしていた数人。

「せ、生徒会役員……っ」

　冬哉の声が上うわ擦ずる。

　瀬尾が目を丸くし、那由子も眉を高く跳ね上げて、チャペルの中の面々を見回していた。

　だが、何よりも彼女が関心を示したのは、祭壇の上部に書かれた文字だった。




『柳』




　鮮血にも似た色合いで、それはキリスト像の腹の上にでかでかと書き込まれている。

「あんたら、なんで……どうして……」

　絶ぜつ句くする冬哉の耳に、ざわめきが届いてきた。

　チャペルのステンドグラスの向こうから、猛たけ々だけしい足音と両目を刺すようないくつものライトが迫ってくる。

「警備員に気づかれた。急に灯りを点つけたりするから」

　千里が鋭するどく舌打ちをし、祭壇の後ろへ飛び込んだ。他のメンバーも次々に続く。そこには小さな扉が設えられてあった。冬哉は知らなかったが、司祭がミサのときに使用する出入り口だった。

　続くべきかどうか迷う間に、その扉は閉じられた。ガチャリと施錠する音が響き渡る。

「あ、てめっ！　自分たちばっかり！」

　焦あせり狂くるい、冬哉は周囲を見回した。

「ダメだ、陣内！　大扉から飛び出したら警備員と鉢はち合あわせするぞ！」

　瀬尾の指摘に、歯は嚙がみする。

「そんじゃ、どうしろってんだっ」

　他に出入りできる場所はさっき開け放った大扉しかない。だが、確かにいまのタイミングで飛び出せば、間違いなく警備員たちにお縄になるだろう。

　動揺する少年たちの横で、那由子は迷わず活路を開いた。

「老師！」

「おうさ！」

　弟で子しの呼びかけに、黒ミミズクは高く応こたえる。

　見る見るうちに膨れた嘴がステンドグラスを突き破った。抗議の声を上げる間すらなく、冬哉と瀬尾はその爪に引っかけられ、一気に空の高みへと連れ出された。急激に、彼此見の町が小さくなっていく。

「あのステンドグラス……いくらすんのかなあ……」

「さあ。建物そのものが重要文化財ということは、装飾ガラスもそれなりだろうなあ」

　タイホウの爪の中、目を白黒させていた瀬尾が答えた。

　おそらくは高校生の金銭感覚ではとうてい追いつかぬような数字だろう。

「そんなことに拘こう泥でいしてる場合か、このヒヨコめが」

　巨鳥が唸る。

「祟りを騙かたる阿呆どもがどこのどいつであったのか、その目でしかと見たであろうに」

　だからこそ、そんなことに拘泥していたいのではないか。

　事実は重い。

　想像していた以上に、ずっと。

　美咲をいきなり狩り立てては誰も救われぬと、自分は那由子を諫いさめた。

　だが、それが果たして正しい判断だったのかどうか、いまとなってはもう自信がない。

「なんでだよ……なんで、あいつらが……」

　冬哉は小さく嘆たん息そくする。

　それは速い冬の風に紛れて消えた。
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　月曜の昼、一一時三〇分過ぎ。

　冬哉と那由子、それに瀬尾は、聖羊学園近くの墓場にいた。

　かの学園から一〇〇メートルほど高台にある西洋式の墓地で、卒そ塔と婆ばではなく石の十字架がそこかしこに並んでは学園を見下ろしている。

　平日の、しかも昼間のこと、冬哉たち以外に人影はない。中天に達した冬の陽が、緑に囲まれた瀟しよう洒しやな洋館群を静かに照らし出す。昨夜とはまったく違う、その佇まい。

　だが、その中は常にも増して騒然としているという。

　カトリックの拠より所どころであるキリスト像に紅あかい文字が刻まれ、学園の宝であるチャペルのステンドグラスが破られた。

　最悪と言っていい事態に教師たちや聖職者は怒り狂い、文字通り神をも恐れぬその所業に生徒たちは震え上がっている。

　但ただし。

　今度はこれまでとは異なり、現場に梯子が転がったままになっており、勘かんが良く口の悪い者たちは「最近の悪霊は梯子を使わないと祭壇の上に登れないのか」と噂うわさしているそうだ。

　――と、これは、すべてさつき経由でもたらされた情報である。

　冬哉はそれらを携帯のメール画面で知った。

「あいつら、あんだけの短時間にペンキはしっかり抱えて撤てつ収しゆうしたんだなー」

　ひとつ息をつき、携帯をポケットにしまう。

「まったく、あの手際のよさには呆れを通り越して感心するな」

　瀬尾もしみじみと賛同した。

　浮かぬ顔の少年たちの横、那由子は所在なげに学園を見下ろしていた。

　非常識で野の放ほう図ずなだけでも御ぎよしがたいのに、いま、彼女はますますもって不機嫌の絶ぜつ頂ちようである。朝からまるごとバナナで釣つり、チョコエクレアで釣り、例の桜まんでも釣ってみたのに、いっこうに腹立ちが収まらぬ様子だった。いつもの無表情にいっそう磨みがきがかかり、冷たい美び貌ぼうが凍り付いているかのようだ。

（今度ばかりは無理もねーよなあ……）

　もはや、宥めるのにも力が入らない。

　祟りだなんだとさんざん言われて引き回され、蓋ふたを開けたら学園の仕切り役による自作自演でした、では。

　しかし、だからこそ。

「なんであんなことしでかしたんだか、連中に吐かせよう」

　そう、冬哉は那由子に説いた。

「死人に口なしってのは、まあ、事実よ。死んじゃったら何も釈しやく明めいできないもんな。でも、だからって、悪霊に仕立てあげられるなんて。俺だったら我慢できんわ」

　昨夜、篠田美咲が出てきて冬哉たちをチャペルへ導いたのは、千里たちの仕業と暴あばきたくてのことだったのかもしれない。

　実は美咲の自殺の原因は妊娠だけではなく、クラスメイトのいじめもあったのではないか？　と言ったのは、瀬尾。

　そのときはその意見を一いつ蹴しゆうしたが、いまだったら一も二もなく頷くところだ。

「いったいどういうつもりで、死人に罪着せてあんな狂きよう言げんやってんだか。あらいざらいゲロってもらおうじゃねーか」

　そのために、今日は三人して自主休講し、こんな真っ昼間から聖羊学園目指してやってきた。放課後まで待って、逃げられてはたまらない。昼日中に強きよう襲しゆうして、何食わぬ顔で授業に出ているだろう千里を捕まえる算さん段だんだった。出席日数に余裕がある瀬尾はともかく、いろいろとギリギリな冬哉には非常な痛手だが、これ以上、この騒ぎを長引かせるのはごめん被こうむりたい。

「だが、素直に白状するかのう」

　タイホウが揶や揄ゆする。姿形は手の平サイズの可愛いマスコットだが、常にも増して嫌みたらしい。

「相手は自分の腕に傷をつけても狂言に徹する強つわ者ものよ。よきにつけ悪あしきにつけ、生なま半はん可かな覚悟ではなかろうて」

「白状せざるを得ないと思うよ」

　そう言って、冬哉は再び自分の携帯を開く。

　そこには、チャペルの中で右往左往する生徒会役員たちの姿がいささかピンぼけながらもしっかりと映っていた。

「これを聖羊の職員室に渡すか、ネットに流しまくるかしたら、取り返しがつかなくなる。自分一人のことだったら知らぬ存ぜぬで通すかもしんねえけど、役員総出ってことになったら話は変わるっしょ」

「けっこう悪あく辣らつじゃのう、貴様も」

「いやだわー。知恵者だって言ってくれなさいよ」

　軽口を叩たたき、冬哉は妖鳥を促うながした。

　翼を震わせ、タイホウは束の間、本来の姿に戻る。人目につけばパニック必至であるため、こんな場所までわざわざやってきたのだ。

「そちらのヒヨコは遠慮するがよい」

　巨大な両眼をジロリと瀬尾へ向け、タイホウは高圧的に言い渡す。

「昨夜はまあ我慢してやったが、我が輩の足は本来二本きり。三人ではぺーろーどおーばーじゃ」

「ですが……」

「二度同じことを言わせるでない。三度目言わせるものなら、貴様の首をすぐさまもぎとるぞ。そもそも我らは生者と関わりを持ってはならぬがしきたり。それをこの阿呆な半死人のせいで」

　冠羽を逆立て、タイホウは唸った。鋭い嘴はいまや人の顔より大きい。頭上からまっすぐに突き立てられれば、即死必至だろう。

「瀬尾、ごめん。こんなことなら最初からつれてこなきゃよかった」

「いや、いいよ。仕方がない」

　小さく笑って、瀬尾は那由子に向き直った。

「鏡さん、こいつのこと頼みます」

　深々と頭を下げられて、那由子はほんの少しだけ表情を選びかねたような仕草を見せた。が、結局はいつもの無表情で頷いただけだった。

　黒い脚にぶら下がり、墓地の柵を越えれば、そこはもう聖羊の裏庭になる。あれほど苦労した柵であり崖だったが、タイホウの翼を以もつてすれば三秒とかからぬ仕事だった。

　昨夜の何百倍も楽をして、冬哉は羊たちの領域へと転がり込んだ。

「こんな善良な少年が二日続けて不法侵入罪を働く羽目になるなんて。いったい俺が何をしたっつーの」

「死んで、半分生き返った」

「的確なだけに臓ぞう腑ふを抉えぐるわ、那由子さん」

　滅め入いりそうな会話の後、冬哉はしばし迷う。

　トラブル目白押しな挙あげ句く、那由子は不機嫌全開。だが、未だ謝る機会を得てない。

（本気で拗ねてたってのかなあ。だとしたら、やっぱ俺が悪いよなあ）

　少し……いや、かなり躊躇いながらも、冬哉は口を開いた。

「一昨日おとといのことだけどさあ……俺が悪かったって思ってるから」

　那由子は足を止め、まじまじと冬哉を見返した。

「那由子さんが渡し守として間違ってるとか、遠藤千里の方ばっか信じてるとか、そういうんじゃないから」

　そう、那由子は徹てつ頭とう徹てつ尾び正しかった。それが昨夜、証明された。

　思えば、彼女はいつも正しい。

　正解だけを抉りとって目の前に突きつけられる苦しさに、耐えられないのはむしろ自分の方。

「ただ、正しくてもなんというかやり方をね、少し考えて欲しいっていうか、改善の余地はあるんじゃないかと、そういうことが言いたかっただけで……うん、マジで。那由子が正しいから。それはいつでも判ってるから」

　だから、これは自分の弱さが言わせる台詞なのかもしれない。

　それ以上はうまく言えず、口ごもる冬哉を那由子は見上げ、頷いた。

「判った」

　短く簡潔に答える。

「わ、判った？」

　何が判ったの？　と訊ねる間もなく、スタスタと歩みを進めていく。そのまま何食わぬ顔で昇降口をくぐり、廊下を進み、やがて目当ての教室前へと辿り着く。途中、カランコロンと古風な鐘の音が響き渡り、各教室のドアが開き出した。昼休みが始まったのだ。

　とにかく、いまは目の前のことに集中しよう。

　冬哉は、一度そう結論づけた。

　このゴタゴタを片づければ、もう少し冷静に話し合うこともできるはず。

　ひとつ息を呑み、冬哉は二年参組と書かれた戸口に立った。

「こんにちはー。遠藤先輩いらっしゃいますかあ？」

　中を窺うと、窓際にいた少女が弾はじかれたように振り向いた。眼鏡の下の細い目が、警戒を露あらわにこちらへ向かってきている。

「ちょーっとお話があるんですが、よろしいですか？」

　右手で携帯をちらつかせて、冬哉は笑う。

　努めて、明るく。意地悪く。
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　明るい陽射しの溢れる生徒会室に、まったくふさわしからぬ顔つきで三人は佇んでいた。

　無表情のままの那由子、いくらか険しい顔つきの千里。自分はたぶん千里に似た顔をしているのだろうと、冬哉は思う。

　書類ケースがいくつも収められた棚、古めかしい椅い子すや机も以前よりくっきりしており、閑かん雅がに見えた。それでようやく、昼日中にこの部屋へ入ったのは初めてだったと気がつく。たぶん、こんなことでもなければ一生涯、立ち入ることもなかったろう。

「君はそれで僕の首根っこを捕まえたつもりだろうけどね」

　千里は冬哉の携帯を指し、実に挑発的な言いい種ぐさで口火を切った。

「君は君で不法侵入とステンドグラスの破は損そんを働いているんだってこと、忘れないでくれ。僕らが捕まるとなったら一いち蓮れん托たく生しようだ」

「う」

　痛いところを突かれ、彼は口ごもる。

　千里は声を高めた。

「いったいどういうつもりで僕を呼びつけたんだい？　ぐずぐずしてると午後の授業が始まってしまう」

「どういうつもりって」

　冬哉の口調も、自然、険しさを帯びた。

「一から一〇まで説明しないと判らないほど、残念なオツムの方には思えませんけどね」

　挑発に挑発を返しても、千里は動じない。そればかりかうっすらと笑ってみせさえする。

「まさか、天下の聖羊生徒会の面々が祟りに見せかけて生徒を事故らせて回ってたなんて。そっちこそどういうつもりなんだか、きっちり聞かせてもらおうじゃないですか」

　糾きゆう弾だんに、一変、千里は押し黙った。

　つと、視線を外し、形のいい唇を真一文字に引き結んでいる。

「ご丁寧にまあ、いちいち予告打ってから二〇人以上に怪我を負わせるなんて。いったいどうやって？　計画的に陰から襲ってたってこと？」

　これにも千里は答えない。

　いくらか青ざめた横顔を向けるばかり。

　それがいっそう、癇かんに障さわる。

「まさか篠田美咲の自殺ってのも、あんたらが原因なんじゃないだろうな!?」

　その叩きつけるような怒声に、初めて千里は反応した。

「違う」

　重い、断定。

「美咲は自殺じゃない。事故でもない。殺されたんだ」

　響きの沈んだ声だった。軽々しさの一片とて感じられぬ表情だった。思わず冬哉が追及を止やめ、那由子が目を細めるほどの真剣さを伴っていた。

「……あんた、自分が何を言ってんだか判ってんの？」

　自分の声が、思いもよらぬほど尖るのが判った。

　自殺でも事故でもない。殺された。

　それは、どこかで聞いた話。嫌になるほど身近な話題だった。

　高い高い教会の尖せん塔とう。

　そこから落ちていく少女の姿が、まざまざと脳裏に描かれる。塔の上にはもうひとつの人影がある。誰だかは知らない。ただ、無む慈じ悲ひな視線を感じる。

「殺されたってことは、殺した奴がいるってことよ？　なんでそれが放置されてんのさ？」

　我知らず、声が震えた。

　斉木里香の声が、よぎる。

『自殺の場合、遺体は足を複雑骨折する場合が多い』

　しかし、彼の目に見える美咲は頭に傷を負っている。

　喉が痛い。吐きそうだ。

　美咲の身に起きたことが、自分の夢に重なる。夜毎に繰り返されるが、真実にはちっとも届かない。恐怖ともどかしさばかりが募る、あの悪夢。

　それを、篠田美咲も見たというのだろうか？

　くずおれそうな膝ひざを意思の力で支え、冬哉は千里を睨にらみつけた。

　千里は、再び黙り込む。

　もう何ひとつとして答えを与える気はないという顔で、じっと冬哉を見据えている。

「なんとか言えよ。本気でこの写真、ネットにバラまくぞ！」

「やめて！」

　扉が開き、高い絶叫が轟とどろいた。

　走り込んできた人影が、冬哉の前に立ち塞がる。

「やめてやめて！　会長が悪いんじゃない。会長だけが悪いんじゃない！」

　飯いい島じま景けい子こだった。

　髪を振り乱し、泣かんばかりに声を放って千里を庇かばい両手を広げる。ほんの一瞬でも、冬哉から千里を隠そうとするかのように。

「あんたが共犯なのはもう知ってるよ」

　いささか疲れを感じながら、冬哉は答えた。飯島の言い分なんぞ、聞きたくない。彼女の忠義のほどはもう知っている。客観的な話など、出てくるはずもない。

　だが。

「じゃあ、俺たちが共犯なのは？」

　戸口で、また違う声が響く。

　目だけでそちらを窺い、冬哉は呆気にとられた。自らの眼鏡のつるに触れ、まじまじと見直す。

　第一の被害者、大おお川かわ忠ただ宏ひろに間違いなかった。冬哉自身が赴おもむき、彼から直接話を聞いている。

　彼だけではない。

　そこには、何十人もの生徒たちがいた。

　頭に包帯を巻いている者がいれば、腕を吊っている者もいる。

「俺たちも共犯なんだ。全員」

　大川が、固い声で繰り返した。

　長い長い告白が始まる。
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　ことの起こりは、二年前。

　やはり、クリスマスを間近に控えた日のことだった。

　篠田美咲が聖羊高等部への進学を断念すると言い出した。

　むろん、三年弐組のクラスメイトたちは非常に驚いた。

　よほどの事情がない限り、この学校の生徒は初等部から中等部へ、中等部から高等部へとストレートに進む。勉学面でも施設や環境面を取っても聖羊よりも条件のいい高校など、同じ学区には存在しない。

　だが、このときの美咲には「よほどの事情」が存在したのだ。

「赤ちゃんができた……産もうと思うの」

　思わぬ告白に、誰もが脳天を殴なぐられたようなショックを受けた。まだ、たった一五歳になったばかり。結婚すら、自分の意志ではできない。たいがいの者は恋愛だ彼氏彼女だのと言っても、やれ手を繋つないだやれキスをしたという程度で一いつ喜き一いち憂ゆうしているというのに。

「まだ親には話してないんだけどね。きっと説得する。相手の人？　もちろん知ってるよ。いろいろちゃんとするって約束してくれた」

　頰を赤らめて語る彼女は幸福そのものという表情で、成績や小遣いの額、部活のことなどで日々を汲きゆう々きゆうと過ごすクラスメイトたちを圧倒した。

　せめて学校に通いながら子供を育てたらどうだ、自分たちも協力する。幸い、この学校はカトリックを信奉する。この宗派にとって堕胎は重罪。だから、きっと学校側だって受け入れてくれるはず……夢物語のようなことを口々に言い、皆は彼女を引き留めようとしたが、美咲は小さく笑って首を振るばかり。

「それだと、相手に迷惑をかけることになる」、と。

　止めても無む駄だだ。

　やがて、誰もがそう感じ、諦めた。

　小学生の頃から共に学び育った彼らは、篠田美咲がどういう人間かを把は握あくしている。可か憐れんで儚げな見目とは裏腹に、成すと決めたことは徹底してやり抜き、必ずこれを成さしめる。しなやかで強い、鋼のような娘。

　あるいは、彼女なら。

　一〇代で母になるという途方もない事態にも立ち向かい、幸せを摑むかもしれない。皆にそう期待すらさせる少女だった。

　だから、ぎこちないながらも祝福し、その門出を懸命に祈った。

　なのに。

「……その三日後に、篠田は死んだ。遺体を見つけたのは」

　大川は伏せた目をわずかに動かす。躊躇いがちな視線を向けた先には、千里がいた。表情という表情をその面から消し去ってはいたが、力なく落ちた両肩が彼女の内心を物語っている。

「あいつが自分で死ぬとはとうてい思えなくて、学校にも警察にもさんざんそう言ったんだ。けど、携帯に『死にたい』って書いてあったばっかりに……」

「そんなの、誰にだって打ち込めます」

　固い声で続けたのは、一年の高たか橋はし智ち絵えだった。篠田美咲とは同じ聖歌隊のメンバーだったという。

「きっと、先輩を殺したやつが自分で書いたんだわ！」

　両頰を紅こう潮ちようさせ、彼女は叫んだ。

　その場にいた全員がいっせいに頷く。冬哉は憑つかれたようなその顔を見回し、

「いや、あのね」

　努めて平らかに言ってみせた。

「篠田さんが自殺じゃないってみんなが思ってて、けど、それが聞き入れられなかったってのは判るよ。だからって、なんで祟りを演出しなきゃなんないわけ？」

「犯人を追いつめるため」

　うっそりと呟き、何枚かのメモを差し出した男子生徒にも、冬哉は見覚えがあった。が、メモに書かれている文字に意識が吸い寄せられ、名を思い起こすには至らなかった。




　――――これは復ふく讐しゆう

　――――二年前のことを覚えているな？

　――――呪いは近づいている

　――――生徒たちは生いけ贄にえだ

　――――悔いているか？

　――――次は、おまえだ




　真っ白な紙に、必ず一文ずつ。なんの変へん哲てつもない明みん朝ちよう体たいの文字が、ひどく恐ろしげに見える。

「予告の文字が出された日には必ず、これを相手の机に置いてきた。相当、参ってると思うから、いずれは白状すると思う……というか、して欲しい」

「相手？」

　今の今まで黙っていた那由子が、ふいに口を開く。

「犯人ってこと？」

　彼女の重苦しい語調と冴えたムードとが、突然、その場の空気を裂さいた。冬哉は既に馴れたが、一同はギョっとしたように那由子へ注目し、それから、互いに先を譲り合うかのように目を交わし出した。

「美咲の相手。そして、犯人」

　果断の声を上げたのは、生徒会長その人だった。

「なんの証しよう拠こがあって」

「証拠？」

　冷静な質問に、千里は目を上げた。レンズの奥の目が狂熱に揺らぎ、声に怒りが兆きざす。

「彼女が誰とつきあってたか、私は知っていた。相手の立場を思って、美咲は学校を辞めると決めた。美咲はそいつの子を産むためにありとあらゆる犠牲を払おうとしていたのに、なのに……！　たった二年でそんなことも忘れて、理事長の娘と結婚するなどと言いだした」

　千里は血を吐くように糾弾した。

「許せない！　あいつが殺した！　殺したんだ！」

「あいつって？」

　邪気なく那由子は問うが、冬哉にはその正体の見当がついていた。

　日曜の夜、キリスト像に書かれていた文字。

　手元にある、メモの一文。




　――――次はおまえだ




「柳原先生でしょ？」

　彼の言葉に、一同がしんと静まる。

「……どうしてそう思うの？」

　おそるおそるといったように、女生徒の一人が訊ねた。

「相手に迷惑かけたくないから学校辞めますっつーのは、つまり学校関係者だってことじゃん。で、この『次はおまえだ』ってのは最後通告。て、ことは最新の予告に該がい当とうする相手で、姓に柳って字が入ってる人がターゲット。それなりに立場がある奴なら、なお怪しい。もちろん、俺がよそもんで他の人知らないからってのもあるけどさ」

　二度ほど会った柳原の姿を思い起こし、冬哉は並べ立てた。

　大学を出てほんの数年しかたっていない程度の年に見えた。理知的と言っていい、シャープな顔立ちと立ち振る舞い。あれならば、たいていの女生徒は簡単に引っかけられるだろう。

「見た目より頭いいのね」

「それ、まさか褒ほめてるつもり？」

　冬哉の苦笑につられ、細波のような笑いが起きた。いずれも、いささか冷ややかではあったが。

「おっしゃる通り、証拠はないんだ」

　大川が溜め息と共にそう吐き出した。

「だけど、篠田が死んで得する奴が他にいない。加えて言うなら、あの教会の鐘堂は生徒だけでは立ち入りできない。鍵は職員室にあって、教師と警備員しか取り出せないんだよ。篠田はどうやってあそこまで上ったっていうんだ？」

「えええええ、警察はなんでそれ知らないの？」

「さあ。学校側が言わなかったか、警察が先入観で自殺って決めつけてそのままになったのか」

「そんな」

　あまりのことに、冬哉は声を失う。

（俺にイタ電してる暇があったら、ちゃんと働いてリカちゃん！）

　腹の中で呪ってみても、むろん、あの女刑事にも警察関係者にも届かない。

「そんなって、私たちも思ったんだ」

　千里が苦く笑う。

「だから、行動した。最初は元三年弐組だけで。でも、あまりに固まっていると作意を感づかれるから、生徒会と聖歌隊の子も巻き込んで。そうするうちにだんだんと仲間が増えた」

　そうして。

　彼らの密ひそやかな計画は、篠田美咲本人を知る持ち上がり組の生徒たちの間に波は及きゆうしていった。

　月曜の朝に祟りの予告が出される。

　事情を知り、「自分の姓にもその文字が入っている」と思った者が、進んで事故を作り上げるようになっていく。

（だから、途中から週あたりの犠牲者の数がどんどん増えてったのか）

　恐るべき、鉄の結束。

　冬哉は生徒会室を埋め尽くす生徒たちを、いま一度見た。

　そのほとんどが痛々しい傷を作り、唇を嚙みしめている。

　それほどまでに、美咲の死が悲しかったのだろうか。真実が語られないことが無念だったのだろうか。

　だが、那由子はにべもなかった。

「愚おろかな」

　短い言葉の刃やいばを彼らの頭上へ容赦なく、振り下ろす。

「昨日、老師に言われたことを何も聞いていない」

　鋭えい利りなその物言いに、その場にいた全員の気配が逆立つ。

「何が言いたいんだよ」

　大川が低く訊ねた。

　共犯者たちの気持ちを代弁してのことだったろうが、那由子にそんな機微は通用しない。冷たい目で彼を一いち瞥べつするだけ。

「それは、だから」

　仕方なく、冬哉が説明する。

「あんたらのやってることは死んだ篠田さんに悪影響を及ぼすんだってば。いい加減にしないと、彼女、いつか本物の悪霊になるよ」

　反応は当然芳かんばしくない。

　呆れる者、失笑する者、中にははっきりと「こいつ頭ヘンなんじゃ」と非難する者まであった。

「柳原が罪を認めてくれればいいんだ」

　千里は頑かたくなに言う。

「そうすれば、美咲だって浮かばれる……」

　居並ぶ少年少女たちが、いっせいに頷いた。

「あいつが悪い」

「そうよ、あいつが」

「思い知らせてやる」

「罪を悔いろ」

「懺ざん悔げを」

「あいつがみんな」

「悪い」

　次から次へと連なる怨えん嗟さにも似た言葉。

　冬哉は思わず皆の顔を見返した。

　同じ黒い服、黒い靴くつ。溢れるほどの陽射しの中で、しかし、彼らの姿はひどく陰って見える。墓石の前に連なり、祈りを捧げる弔ちよう問もん客きやく？

　いいや。

　いいや、むしろそれは……。

　息を呑み、冬哉は後ずさる。

　傍かたわらで那由子が彼を見上げた。

　この後、どうするつもりだ？　と、その目が問うている。冬哉はそれに答えられない。

　祟りは存在しなかった。

　代わりに、殺した男と殺された娘がいた。

　この場面における、「救い」とは？

　冬哉には答えられない。

　張り詰めた視線を交わし合い、誰もが動けず動こうとしないまま幾ばくかが過ぎた。

　その緊張を、外から轟き渡ってきた女の悲鳴が突き破った。




　　　　９




「な、なんだ？」

「中庭からだわ！」

　誰かの指摘に、全員が窓に飛びつく。

　冬ふゆ薔ば薇らがひとつふたつとまばらに咲き、常緑樹が葉を茂らせる以外は立ち枯れ淋さびしい花壇の合間、倒れている女生徒がいた。

「痛い、いたい痛いっ……！」

　途切れ途切れの苦く悶もんの声が届いてくる。肘ひじのあたりを押さえ、その少女はのたうちまわっていた。

「おい、大丈夫かっ？」

「すく保健室に！」

　教職員らしい大人が数人、校舎から飛び出してきた。素早く女生徒を運ぼうとしている。

「あの子は？」

「一年壱組の下しも柳やなぎです」

「そう」

「協力者だな」

「たぶん」

　冬哉の周囲で起こるさざめき。

「わ、わたし見ましたっ」

　それを裏付けるかのように、少女は叫んだ。

「そこに女の子が立ってた！　怖い顔をして睨んでた！」

　生徒会室に笑いが巻き起こる。

　自らの仕掛けに酔う、満足そうな笑い。ゲームを楽しむ、子供たちの笑顔だ。

　その上。

「先生、大丈夫ですか、先生っ」

　更に届いた絶叫。

　見ると、中庭の入り口近くにもう一人倒れ込んでいる者があった。黒い制服姿ではない。ダークグレーのスーツに包まれた、長い手足。遠目にもはっきりと判る、蒼白の顔。

「先生っ、しっかりして下さい！」

「なんで、柳原先生まで？」

「判りません、いきなり倒れて……」

　恐きよう慌こうを来した生徒たちが彼を取り囲み、おろおろしているのが見える。

「柳原……！」

　千里の呟きが喜き色しよくに染まった。

「ついに、ついに……っ」

　譫うわ言ごとのように繰り返し、彼女は駆け出した。他の者もいっせいにその後に続く。

「お、おい！」

　仕方がなく冬哉も後を追い、那由子がその後ろから着いてきた。

　四階分の階段を一気に駆け降り、中庭に躍り出る。

　痛い痛いとわめいていた少女は既に運ばれた後らしく、見当たらない。柳原教諭は生徒たちに取り囲まれたまま、かすれた声で呻き続けていた。

「なんで、なんでこんな……僕は知らない。何もしていない……！　畜生、どこのどいつが……っ」

　その繰り言に、元三年弐組の仲間たちの気配が逆立つ。

　千里も一瞬、般はん若にやの如く面を歪め憤ふん怒ぬを露わにしたが、すぐにいつもの怜れい悧りな顔へと戻った。口元をひっそりと歪め、言い募る。

「まだ言うのか……いつまで強ごう情じよう張ってられるか、見物だね」

「でも」

　飯島が困り果てたように訊ねる。

「これでもまだ自首しないとなったら、私たちいったいどうしたら」

「その時は次の手を考える。もっともっと苦しみ抜くような手を、じんわりじっくりと」

　冬哉はゾッとした。

　迷いのない淡々とした言い様が、微笑ほほえみ穏やかな横顔が、ヒステリックに叫んでいたときよりずっと空恐ろしく映る。人の輪郭をしているのに、人でないような者を見るような、そんな心持ちだった。

「あれ、見て」

　もう一人の人ならぬ娘が、冬哉の袖そでを引く。

「ほら、あれ」

　ほっそりとした指の示す先を辿り、彼は目を見張る。

　篠田美咲がいた。

　真昼だからだろうか？　昨夜よりいっそうその姿は淡く儚い。滴る血は未だはっきりと紅く、無惨さだけを心に残す。

　だが、彼女の表情はいつになくくっきりと見えている。

　泣き出しそうな顔で、途方に暮れた目で、いまは亡き少女は冬哉に訴えていた。

「なんだ？　何が言いたいんだ？」

「さあ」

　美咲は形もおぼつかない指で柳原を指し、ふるふると幾度も首を振り続ける。それが通じないと判ったら、今度は千里の方へと進んできた。













　薄ら笑いで倒れ伏した柳原を眺める彼女の腕にすがり、またふるふると首を振る。肉の伴った指があるなら、熱を感じる腕があるなら、なんとしてでも力をこめて伝えるものをという、それはそんな仕草だった。

「もしかして……こいつらを止めたいの？」

　その様子に、冬哉は思わず訊ねていた。

「あんたを殺したのは柳原じゃないの？」

　小さな問いかけにいち早く反応したのは、美咲ではなくて千里だった。

「何か言ったかい、奇跡の人？」

　刃のごとき視線を注いで生者が迫り、涙に濡ぬれた目で死者が頷く。この異様な光景を、なんと言葉にしたものか。

　冬哉はわずかに考えたが、結局、見たものを見たままに述べるしかなかった。

「あんたの横にいるんだよ、篠田美咲。で、自分を殺したのは柳原じゃないって訴えてる」

　我ながら怪しさこの上ない台詞せりふで、自分以外の奴が言い出したなら頭の具合を疑うこと間違いない。

　そして、案あんの定じよう。

「何を馬鹿なことを」

　千里は鼻で笑った。

「あんたなんかに何が判る」

　冷たい冷たい、その笑い。

　彼女の隣で、美咲が歪む。叫びの形に開かれたその口は、青ざめるばかり。音はない。

　那由子が小さく身じろぎしたのに気がついて、冬哉は慌ててその腕を摑んだ。

「待てって言ってんでしょっ」

　次には那由子の腕どころか肩まで摑み、満身の力をこめて動きを封じた。元三年弐組諸君の物問いたげな視線が突き刺さってきたが、かまっていられない。

　そのまま、遠慮容赦なしに引きずって、ひとけのない裏庭へと進む。いささか乱暴だと自分でも思ったが、相手は死神。これぐらいしないと、次の瞬間には大鎌が出現してこっちの腕が胴と泣き別れになりかねない。

　カーンカーンカーン。

　揉み合う頭上、鐘の音が響き渡った。昼休みの終わりを告げる鐘。

「残念、タイムアップだね」

　千里がひとつ笑い、身を翻す。その後を慕したうように、黒い制服が次から次へと校舎の中へ吸い込まれていく。

　しまったと思ったときは、もう遅い。倒れていた柳原も、それを囲んでいた生徒たちも既にいない。潮が引いたような中庭に、残されていたのは那由子をひっ摑んだ冬哉だけだ。

「こらっ、そこの！」

　高圧的な中年教師の声が轟いた。

「何してる、早く教室に戻らんか！」

「はい、すみませんっ」

　冬哉は優等生らしく素直に返事をし、那由子の腕を取って走り出した。校舎の中に彼らを迎え入れる教室はない。元来た道をひたすら逆に辿るしかなかった。








　幕　間




　彼女の最さい期ごの叫さけびを、いったい誰だれが聞いたろう？




　少なくとも、自分のこの耳に届くことはなかった。

　人ひと気けが失うせ、灯あかりもとうにない校舎は、まるで宵よい闇やみに浮かぶ墓ぼ標ひようのよう。視線の先、闇に沈むチャペルの尖せん塔とうは、さながら空に打ち込まれた鋭するどい杭くい。そこから闇が割れ、血が滴したたらぬのが不思議なほどだ。

　それらを窓から見上げ、大きく息をつく。

　吐はくそばからそばから、それは白く凍こごえて広がり、闇の中へと消えていった。髪を浚さらい乱す風は、すっかり冬のもの。

　そう、冬だ。

　あれから、何度目の冬がめぐったろう？

　彼女のいない冬が。

「愛する者よ、自ら復ふく讐しゆうするな、ただ神の怒りに任せまつれ。録して『主いい給う。復讐するは我にあり、我これを報むくいん』」

　何度も何度も読んだ聖書の台詞せりふを口にして、苦く笑う。

　神はいったいいつ報いてくれるのだろう？

　あれから、自分は待った。

　待って待って待ち続けた。

　だが、彼女の敵かたきは未いまだに平然と歩き回り、ついには金持ちの女と結婚して幸せになるという。

「あれが許されていいはずがない」

　呟つぶやきながら、小さなメモに呪のろいの言葉を書き、敵の机にそっと忍ばせることにした。一週間ごとに一枚。少しずつ少しずつ、相手の正気を削そぎ、抉えぐり、剝はがしては痛めつけるように。




　そうだ。




　神が成さぬのなら、自分が成すしかない。

　彼女の嘆なげきを。

　怒りを。

　恨みを。

　自分が報いてやるしかない。




「復讐するは我われにあり」




　夜の底へと、呪いが落ちていく。




「汝なんじが敵を如い何かにせん……」
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　駅前アウトレットモールのカフェ、またも寒かん風ぷうに身を震ふるわせながら冬とう哉やと那な由ゆ子こ、それに瀬せ尾おは差し向かいで座っていた。

　寒いと悲鳴をあげたいところだが、その寒さの中、瀬尾は一人校門の外で待っていてくれたのだ。文もん句くを言ってはまずいだろう。

　味のないものを食べる気も飲む気も起きない冬哉は、ただ暖だんを取るために一番安いコーヒーを頼み、那由子はケーキと菓子パン類を四つも並べて、一口ずつ順じゆん繰ぐりに食べていく。

「だーかーら！　しょうがないって言ってんでしょ。まさか、遠えん藤どう千ち里さとの教室に押し掛けてって襟えり首くび摑つかんで引きずってくるわけにもいかないし」

「…………」

　眉まゆ根ねを深く寄せ、那由子は彼を一いち瞥べつしただけ。

「まあ、陣じん内ないの判断は正しいと思うよ。それ以上粘ねばっても、うまくいったとは思えない」

　瀬尾の冷静な取りなしにも、那由子は反応しなかった。

　代わりに、その足下でタイホウが高く声をあげた。

「しかし、今後どうするつもりだ、このヒヨコめが。祟たたりは騙かたり、亡もう者じやは自殺ではなく殺され、しかも、その下げ手しゆ人にんが判わからないと来ては手のうちようがあるまいぞ」

「こっちが聞きてえよ、そんなの」

　ふて腐くされ、冬哉ははや温くなり始めたコーヒーを流し込む。やはり、味はしない。ただ、液体が喉のどを通る感覚がするだけだ。

　それにいっそう顔をしかめたとき、携帯が立て続けに鳴なり響ひびいた。

「げ」

　一通は須す藤どうさつき、そして、もう一通はあの遠藤千里からだった。

『冬哉ちゃん、今日も聖せい羊ように行った？　それで、なんかしたの？　河合かわいさんと春はる香かちゃんからたったいまメールが来たよ。もう絶対に冬哉ちゃんたちを連れてくるなって。河合さんはともかく、春香ちゃんまでそんなこと言うなんて……いったい何があったの？』

　さつきのメールからは、驚きと焦あせりが伝わってくる。

　よかれと思って紹介した従弟いとこたちを、こんな形で拒否され、さつきはさぞかし戸と惑まどっているだろう。いったい、どうして？　と。

　その答えはもう一通のメールから窺うかがえた。

『祟りの仕掛けについて黙だまっているのなら、こちらもステンドグラスのことは不問にする。それと、二度と聖羊の門をくぐるな。言っておくが、これはお願いなどではないので。命令だと心得ろ』

　高たか飛び車しや極きわまりない文面もさることながら、教えたはずもない自分のアドレスを彼女が知っているということが恐ろしい。

「マジかよ。聖羊から飛び出してきて、まだ一時間かそこらしかたってねえぞ」

　自分の携帯を那由子と瀬尾にも見せながら、冬哉は頭を抱えた。

「その間に、この女会長は演劇部関係者に手を回したのか。つくづくやり手だなあ」

　いったいどうやったら、こんな短時間で彼女たちを丸め込むことに成功し、計画進行の妨さまたげになる来訪者たちを排はい除じよできるのか。冬哉には想像もつかない。

「あーあ。生きてる人間のが死んだやつよか何倍もやべえっての、ホントだわぁ。おっそろしいわあ、遠藤千里。いったい、どんな手ぇ使えば俺おれのメアド判るの？　どういう脅おどしかければ、演劇部の連中をこうも言いなりにさせられんの？　マジ怖いわー」

「ならば、あなたは放っておけばいい」

　チーズケーキの最後の欠片かけらを口に押し込み、那由子が言葉を継ぐ。

「私が一人でまた出かけて、篠しの田だ美み咲さきを渡す。他のことは知らない。遠藤千里のことも知らない」

「あんたはもう……」

　いつもの調子でぽんぽん言いそうになったが、瀬尾と目が合う。同じミスを繰り返してなるかと、冬哉は少しトーンを和やわらげ続けた。

「なんかこうはっきりしていていいね。白か黒か、ゼロか一〇〇か」

「羨うらやむのなら、あなたもそうすればいい」

「そういうわけにはいかないの。人間にはグレーとか五〇とか、そういう曖あい昧まいなのも大事なの」

「大事……」

　不思議そうに彼女は首を傾かしげ、まじまじと見やった。

「大事……」

　小さく繰り返し、空からになった皿へと目を落とす。珍しく思案にくれているようだった。その足下でタイホウが非ひ難なんがましく影を鳴らす。冬哉がどう声をかけようかと迷っていると、再び、携帯が高く鳴った。小さな液えき晶しよう画面に相手の名前はない。見知らぬ英数字が並んでいるばかりだ。

「今度はどこのどいつからよ、いったい。どんだけ儚はかないの、俺の個人情報って」

　ぼやきながら冬哉は、再び受信ボタンを押す。

　今度のメールは、短く簡かん潔けつだった。

『助けて　飯いい島じま』

　という、一言。

　画像データが添てん付ぷされている。

　映っていたのは、聖羊学園のチャペルだった。

　下から煽あおったようなアングルで、空と尖せん塔とうばかりが目立つ。その白い壁、ほとんど天てつ辺ぺんにも近い位置に文字が書き込まれているのが、かろうじて判った。




『斐』




　　　　２




　急行した聖羊学園はさっきまでとはうって変わっていた。

　淀よどんでいた空気はいっそう重く、曇どん天てんが捻ねじれて校舎全体へ落ちかかってきそうにすら見える。




　キィヤァァアァァァァ！




　ときどき、悲鳴が上がる。

　女の声とも鳥の絶ぜつ叫きようともつかぬ、苦しげな声。それが鼓こ膜まくを叩たたいて神経をかきむしる。

　最初、冬哉はまたそれが自分と那由子にしか聞こえていないものと思った。

　だが、門まで迎えに来ていた飯島がその声がするたびに肩を大きく跳ね上げる。瀬尾もギョっとしたように足を止めた。

「もしかして、聞こえてんの？」

「は、はい……」

「ああ、すごくよく」

　飯島は涙目で、瀬尾は困こん惑わくしたように頷うなずいた。

　その足下で、風が起こる。少女たちのスカートの裾すそを高く巻き上げて、見えざる何かが走り去っていく。

　ビシリ！

　高い音をたてて、校門が割れた……かのように、思えた。

　レンズの下、冬哉が目を見張る。飯島が泣き声をあげ、那由子ですら、驚いたように巨大な聖羊学園の門を見上げた。

　威い風ふう堂どう々どうたる煉れん瓦がの門柱に、大きな傷が生じている。鋭するどい刃は物ものを打ち込み、瞬時に削り取ったかのようなその傷は、ひとつの文字に見える。

「『斐』……？」

　不ふ審しんげな冬哉の呟つぶやきと同時に、その文字が紅あかく染そまった。まるで生き物の腹を抉えぐったときのように、じわりと鮮血が滲にじみ出だしてきたのだ。

　あまりにも異様な光景に冬哉は絶ぜつ句くする。

「さっきの写真の文字も、こうして出てきたの？」

　訊たずねる那由子に、飯島はこくこくと首を縦に振り、

「あ、あそこ、あそこに急に出てきたんです……っ」

　震える指先をチャペルに向けた。

「うわぁ……」

「あれは……」

「ひどい……」

　冬哉たちも頷くしかない。

　実際見上げた文字の位置は、地上からざっと三〇メートル以上の高さにある。周囲に同じほどの高さの建物もなければ、人がよじ登れるような堅牢な巨木もなかった。

　いったいどうやって普通の人間があんなところに字を書き込める？　一辺が三メートルほどもある巨大な文字を？　その字からどくどくと紅い液体を溢あふれさせ、真っ白なチャペルに血の瀑ばく布ふを描き出せる？

「どういう出血量よ。書いた人、死んでんじゃないの？」

　精せい一いつ杯ぱい冗じよう談だんめかして言ってみたのだが、あまり成功はしなかったらしい。

「そりゃそうですよ……」

「二年前にもう死んでる」

　少女たちはそれぞれ陰いん気きに答える。どちらの心の中でも文字の書き手は既すでに限定済みのようだった。

「ついに本格的におかしくなっちゃったんか、篠田美咲……」

　自分の声が思うより情けなく響いて、冬哉はいっそう気が滅め入いった。

「そんな」

　飯島が面を歪ゆがめる。けれど、その続きは出てこない。彼女は泣き出しそうな顔を冬哉たちから逸そらし、そのまま俯うつむいた。

「斐って珍しいな。そんな名前の人、いる？」

　息を詰まらせる冬哉に比べ、瀬尾はいくらか淡たん々たんとしていた。ただ、その顔から血の気は失せていく一方だったが。

「いえ……生徒には思い当たりません」

　飯島も青白い顔ながらも必死に考え込み、やがて首を振った。

「ただ、この学園の理事長が甲か斐い谷たにという姓です」

「学園の理事長……」

　その言葉に冬哉は聞き覚えがあった。ついさっき、誰かの口から聞いた気がする。

　彼は自分の記憶を深く探ろうとしたが、那由子はかまわない。一向に衰おとろえない足取りで学園の敷地内へと分け行っていく。

「こら、一人でいくなってば」

　仕方がなく冬哉も続き、瀬尾と飯島もその後からついてきた。

　中には、人ひと気けが既にない。

　たぶん、チャペルに文字が出現した時点で逃げ出した者が多かったのだろう。実際、ここまで来る途中、鞄かばんを抱えて走り去る生徒たちと何人にも何人にも行きあった。




　キィヤァアアアァァァ！




　また、女の苦鳴があがる。

　飯島がびくりと体を震わせ、立たち竦すくんだ。

　ビシリ！

　今度は左右の植え込みに置かれた天使像の頭が割れた。くっきりと刻きざまれた文字からゆるゆると鮮血が滴したたり落おちていく。

「ひ、ひぃうぅぅ……」

　飯島の喉が鳴る。懸けん命めいに悲鳴を封じ込めようと彼女は唇くちびるを嚙かみしめていた。

「あんたも帰ったら？」

　できる限り優しさを心がけ、冬哉は声をかける。

「正直、俺でも怖いよ、この状態。我慢することないって」

「か、会長が……」

　飯島は大きくしゃくりあげた。

「会長がいないんです。荷物は全部教室にあるし、靴くつもまだ下足箱にあるし、校内のどこかにはいると思うんですけれども……」

「そこまで忠義立てしなくたって」

　呆あきれ返かえる冬哉に、飯島は顔を上げた。

「私、会長のこと尊そん敬けいしてるんです」

　この時ばかりは怖さを忘れたというように、キッと睨にらみつけてくる。

「あの人、中等部のときまですごく引っ込み思案で口くち下べ手たで、とても生徒会長なんかに立候補するような人じゃなかったです」

　その言葉に冬哉は思い当たる。

　中等部のアルバムの中、千里は確かに別人のようだった。いまのように明めい晰せきそうでもなければ潑はつ剌らつともしていなかった。

「なのに、この二年で自分をすっかり変えて、成績も目に見えるほど上げて、自ら生徒会選挙に打って出て勝ちました。それもこれも今回の仕掛けのためにです。元同級生たちの信頼を得て、協力させるため……少なくとも裏切らないようにさせるためです」

　篠田美咲のことをすべてのクラスメイトが認めていたわけではないのだと、飯島は言う。結婚年齢もまだのくせに身ごもった彼女を「ふしだら」「無責任」と非難する向きもないではなかった。

　だが、千里は二年かかって最後の一人までも説得し協力させた。そのためにありとあらゆる努力と犠ぎ牲せいを払って。それが本当ならば、見上げた根性の一言に尽きる。

「わたしは三年弐組ではなかったし、篠田美咲のことは正直、そんなに知りません。だけど、会長の努力は報むくわれるべきだと思いましたし、その役に立ちたいと思いました」

　その言こと葉ば尻じりにまた、甲高い女の悲鳴が絡まる。

　耳を突くその声にいまの状況を思い出したのか、飯島はまた寄よる辺べのない顔で身を固くした。

「……判った」

　冬哉は言った。

　ガタガタ震える自分を抱きしめ、それでも逃げ出そうとしない飯島の姿に、ひどく胸を突かれた。今度は自然といくらか優しい声が出る。

「俺たちが会長さんを探すから、あんたは帰りなよ。最後に彼女のことを見たのは、いつ？　どこで？」

「五限の終わりです。科学室に移動してしばらくしてから、この騒ぎが起きて、それからは……」

「オッケー。じゃ、そこから探すわ」

「けど」

　怯おびえ竦みながらも、まだ頑張ろうとする飯島に、どう声をかけたものかと冬哉が迷った、その瞬間。

「素人しろうとに出しゃばられると、邪じや魔ま」

　那由子が冷れい徹てつに言い放った。

　目を丸くする冬哉。飯島はこらえ切れなくなったようによろよろ歩き出した。続けて那由子は、瀬尾を見上げた。

「判ってるよ。大丈夫。あの子を放っておくのも心配だし」

　肩を竦め、彼はまた校門の外で待っていると二人に告げた。

「だから、ちゃんと帰ってこいよ？」

　飯島を追っていく瀬尾の背に手を合わせたい気持ちになりつつも、冬哉は、

「ナイス・タイミング、那由子先生」

　今度ばかりは彼女の非人間的な物言いが役に立った。

　何な故ぜ誉ほめられたのか判らないというように、那由子は首をひとつ傾げ、それからスタスタと校舎へ向かって歩いていく。

　キィヤァァアアアァァァ……

　絶叫がまた響いた。

　まるで、地獄からの呼び声のように。
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　校舎の中は、いっそう悲惨な有り様だった。

　廊ろう下かのあちこちに文字が浮かび上がり、そこから滲む血で四方八方が赤黒く染色されている。

　どうやら彼方かなたであの悲鳴が上がるたび、無む作さく為いに文字は増え続けているようだった。

　無惨な飾りがあしらわれた校舎の中を、二人と一羽は進む。

　科学室は正面玄げん関かんを備えた建物の更に裏手、特別教室棟とうの中にある。生徒会室があるのもここで、冬哉と那由子は二度、三度とそちらへ赴おもむいている。

　特別教室棟には長い渡り廊下を伝っていく。華か麗れいな柱が天てん井じようを支え、傍かたわらに冬ふゆ薔ば薇らが這はう中世の修道院さながらの設しつらえを、さつきが「シックで素す敵てき」と誉めそやしていたものだった。

　が、その様相もすっかり変わってしまっている。

　廊下の左右に花はない。その先に続いているはずの薔薇の木々も中庭も、とっぷりと闇に沈んで見当たらない。墨すみの海の中、ただ廊下だけが白く浮き上がっているかのようだった。

「な、何これっ？」

「校舎の空間がねじ曲げられたらしいの。さてさて、再び外へ出られるかどうか」

　タイホウが投げやりに言う。那由子は大きく顔をしかめたものの、廊下を進み始めた。その後を冬哉がおっかなびっくり着いていく。幸い、足裏に返る感触はごく平均的な石造りのそれで、特別校舎棟の扉とびらも常通りにきちんと開いた。

　だが、中はひどく暗い。

　一気に時計の針が進められ、真夜中に達したのかと思うほどの暗さ。

「まじ、ホーンテッドマンションだわ、こりゃ。無料体験できて幸せだったらないわぁ」

　自分の強がりが人の……否いな、生き物の気配のない洋館の中で虚うつろに響く。

　昼とは思えぬほどの暗い暗い廊下を、二人と一羽はそろそろと進んでいった。

　聞くに堪たえぬ悲鳴が轟とどろくたびに、壁に床に天井に「斐」の字が刻まれる。その間かん隔かくがどんどんと短くなっていく。

「ずいぶんと恨んでるんだな……」

「そりゃ恨むじゃろうて。殺されたのなら」

「そっかあ」

　ならば、自分は幸せだ。

　自分を殺した相手を覚えていない。

　だから、恨みに囚とらわれることもない。

（こんな風になっちまうなら、一生忘れていたいかも）

　半なかば、本気で思う。

　それがけっして正しくないことと、判っていても。

『どうして、思いだそうとしないの？』

　斉さい木き里り香かの声が、ふと蘇よみがえる。

　いまなら、こうして答えればいい。思い出したってロクなことにはならないからだ。憎しみに囚われて犯人を追い回すなんて、自分は嫌だ。それならいっそ、こうして忘れたままでいた方がずっとましではないか。

「にしても、急じゃねえ？」

　頭をひとつ振り、冬哉は淀み出した思考を切り替えた。いまは自分のことに拘こう泥でいしている場合じゃない。

「何があったんだろう？」

　ほんの一、二時間前の美咲はこんな真ま似ねをしでかすような亡者ではなかった。吹き飛びそうになりながらも、なんとかこの世にしがみついている……そんな風に見えたというのに。

「ひとつは、やはり生者どものの悪意じゃな」

　タイホウが皮肉げに続ける。

「本来、凶悪でもなんでもなかった霊れいを奴やつらがよってたかって悪あく霊りようにした。見よ、奴らのやり方をきっちり模も倣ほうし、更に広げておるわ。敵かたきの名をこうして予告して、それからなぶろうという寸法じゃろう」

「……それ、本当？」

　か細い声が割って入る。

　見ると、廊下の果て、くずおれたように千里が座り込んでいた。

「本当に……私たちが美咲を悪霊にしてしまったの？」

　その顔には眼鏡めがねがない。

　そして、いつもの眩まぶしいほどのプライドも。
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「五限目が始まって、しばらくのことだったわ」

　助け起こされるなり、息せききって千里は語り出した。

　冬哉の肩の上で喋しやべるミミズクの存在にすら、もはや意識を払っていない。

「科学室の窓からは保健室が見えるの。そこに甲斐谷依より子こがやってきた」

「甲斐谷依子？」

「柳やなぎ原はらの婚約者。学園理事長の孫」

「ああ……」

　憎々しげな千里の答えに、ようやく冬哉は思い当たる。他ならぬ彼女の口から、その名を聞いた。

　婚約者が倒れて運びこまれたと聞いてやってきたんだろうと千里は推測し、逆上したという。

「柳原の奴、いったいどの面下げて……だってそうでしょう？　美咲を犠牲にしておいて」

　だから、千里は決めたという。

　もしも、これまでの祟りで柳原を自首に追い込めないなら、次のターゲットは甲斐谷依子だ。学園内に斐の字のつく名前の者はいない。それが誰を指すか、きっと柳原教諭も思い至る。

　もちろん、甲斐谷依子が自傷してくれるはずはない。

　初めて、自らの手を汚よごし、他人を傷つける……千里はその覚かく悟ごをした。

　手をもいでやろうか、はたまた足か？

　それとも、美しいと伝え聞くその顔に消えない傷を刻んでやってもいい。

　暗い夢想を繰り広げた千里の目の前、窓の向こうの白いチャペルに突とつ如じよ、文字が刻まれた。

『斐』

　毒どく々どくしい血文字を見て、あたりは騒然となった。先生方が泡を吹いて対応に追われ、生徒たちは次から次へと逃げ出した。

　千里はしばしの忘ぼう我がののち、急行した―――保健室へと。たいした考えがあったわけではない。ただ、柳原がどうなっているのか、それを見届けなければならない気がして。

「そこに、いたの」

　小刻みに震える千里の唇が、引きつれた音を絞り出す。

「美咲が……いたの。ううん、違う。あれは美咲じゃない。美咲はあんなじゃない。あんな、あんな……」

　その後は、ただ繰り言ばかり。頭を激しく振りたくり、歯を鳴らし、千里は全身全霊で拒絶の言葉を重ねる。

「いいえ」

　那由子が静かに言いい募つのる。

「たぶん、あなたが見たのが篠田美咲。間違いなく、本物の」

「じ、じゃあ……」

　よろよろと立ち上がり、千里は那由子に縋すがる。

「この字は？　この字もやっぱり美咲が？」

　ひとつ頷き、那由子は訊ねる。

「その保健室というのは、どこ？」

　そのどこまでも冷静な声に、千里はぴたと動きを止め、のろのろと呟いた。

「普通教室棟の一番西奥……」

「元来た道を戻らなきゃなんねえのか」

　舌打ちする冬哉に、タイホウが冷たく笑う。

「素直に戻してもらえるといいがの」

　その言葉通り、彼らの行く手は来たときよりも更に混こん沌とんとしていた。それだけははっきりと見えていたはずの渡り廊下が、既に闇やみに呑のまれて失うせている。普通教室棟があるあたりに、ほんのりと灯あかりがいくつか灯ともっているだけ。こちらから見えるはずのチャペルですら、霧きりに霞かすんでいるかのようにぼやけている。

「うっそーん」

　立ち竦む冬哉の横で、那由子が大きく振りかぶった。その手には既に大おお鎌がまが握られている。

「篠田美咲を渡す」

　ざん！

　風切り音もすさまじく、刃やいばが振るわれる。

　それはただの闇を切きり裂さき、束つかの間ま、視界を明るく払った。割れた闇の合間、渡り廊下が見えた。那由子は躊躇ためらわず走り出し、校舎へ向けてひた走る。

「あんたはここにいろ！　動くんじゃねえぞっ」

「わ、渡すって？」

　千里は気丈にも立ち上がり、冬哉のシャツを摑んだ。

「美咲をどうしようって言うの？」

「あの世に無理矢理送るってこと」

「そんな」

「そう思うなら離してくれ！　あいつより先に俺がどうにかしねえとやべーんだよ！」

　千里の手をなんとか振ふり解ほどき、冬哉もまた走り出した。
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　一いつ閃せんまた一閃。

　那由子は大鎌を振るい、行く手を切きり拓ひらいていく。

　冬哉には那由子のようなやり方で道を拓くことはできない。見失わず、そして、先んじるしかなかった。

　那由子は一切迷わない。

　刃を振るっては進み、進んでは振るう。

　そして、二人はいつしか元の校舎へと辿たどり着ついた。

　否。

　そこが元のままと言えるのか、どうか。

「うわぁ……」

　思わず冬哉は呻うめき、那由子が眉をひそめた。

　床ゆかという床、壁という壁、天井という天井に『斐』の字が躍おどっている。ひとつひとつが生々しい傷口のように紅く熟うれ、血を流し、どんどんと刻まれ増ぞう殖しよくしていく。彼ひ此し見み一の歴史ある洋館の面おも影かげはもはやどこにもなかった。

　キィヤァアアァァァ！

　声が聞こえた。

　まだ、幾分遠い。

　血で濡ぬれる廊下を蹴けりつけて、那由子が走る。冬哉も必死に続いた。

（出てこいよ……）

　空っぽの右手を幾度も開いては閉じ、彼は我が身へ呼びかける。

（銃じゆう、出てこいよ。あれがねえと、俺はなんの役にも立たねえんだから！）

　だが、願いは空むなしく祈りは遠い。

　冬哉は空っぽの手をただ振って、走り続けるしかなかった。

　キィヤァアアアァァァァァアアア！

　声が近づく。

　刻こく一いつ刻こくと。

　やがて。

　廊下が果てた。

　校舎の最奥部、小さな扉が見えている。そこに、人影が三つあった。

　ひとつは、スーツ姿の男性。扉を背に預け、震えている。

　ひとつは、ほっそりとした女性。なんとかして男を立たせようともがいている。

　もうひとつは黒い制服姿……篠田美咲だった。

　青ざめた面をそっと冬哉たちに向け、感情のない瞳ひとみで見み据すえる。陥かん没ぼつした頭だけではない。背を肩を手を足を、すべてを血に染めている。

　キィヤァァァァアァァァ！

　悲鳴は彼女の口からではなく、その腹から響き渡っていた。

「赤ん坊の声だったのか……っ」

　思わず漏らした冬哉の呻きに、美咲がかすかに反応した。

　平らだったはずのその腹が、どくりどくりと脈を打っているのが判る。

　血ち塗まみれの指をのろのろと上げ、まっすぐに女を指す。

「ひぃぃっ！」

　女の服が裂け、またも文字を作った。

『斐』、と。

「あ、あんたが甲斐谷依子さん？」

　美咲から目を離さず、冬哉は問いかけた。

「だ、だとしたらなんなの？」

　思いの外、気丈な声が返る。

「私が何をしたって言うの？」

「人を殺したでしょう」

　平らかに、那由子が告げた。

「篠田美咲を」

　冷たく重い断定だった。

　整った依子の顔が歪む。

　美咲が忍びやかに笑った。

　卒業アルバムの中、天使のように微笑ほほえんでいた笑みとはまったく違う。骨身に染みるほどの暗い微笑。

　ぞわ、と、冬哉の背筋が冷える。

　その意識に何かが入り込んできた。




　月が、見える。




　大きく丸く、どこか淡あわい。

　冴さえ冴ざえとした光が視界に満ちて、夜の町を照らしている。

　月は、見える。

　少し霞んだ、十六夜いざよいの月。

　それを背に誰だれかが立っている。こちらを見下ろし、何か叫さけんでいる。

（いやだ、見たくない！）

　恐ろしい夢の続き。冬哉の必死の叫びは、けっして声にはならない。

　だが、これは彼の夢ではなかった。

　それが証拠に、視界の果てに広がっているのは教会の尖塔。銀の十字架が夜空に突き刺さっている。

　遠ざかる相手は女だった。

　白いスカートの裾がもつれ乱れた髪が揺れ、激しく靡なびいている……甲斐谷依子だ。

「死ね！　おまえは邪魔だ！　　おまえさえいなければ、あの人は……っ」

　吐はき散ちらされる呪のろいの言葉が、凍こごえた風にちぎれ飛ぶ。

　それがとてつもなくゆっくりに見えた。

　己おのれの鼓こ動どうの数すら数えられそうな、スロゥモーション。

　自分の体が一秒ごとに地上へ近づくのが判る。

　月が、見えていた。

　視界の中で、急激に遠ざかりつつも。

　しかし、やがて、すべてが消え失せた。




　そして。




「陣内冬哉！」




　那由子の声が、冬哉の意識を現実へと引き戻した。瞬まばたきし、あたりを見回す。

「え、あれ？　俺、どうして？」

　いつの間にかついていた自分の膝ひざが、血にぬかるんでいる。膝だけじゃない。肘ひじで我が身を支え、冬哉は身をよじった。

「憑ひよう依いされて、倒れた」

「た、倒れた？」

　慌あわてて周囲を見回し、まだそこに三人の人影があることに安あん堵どする。どうやら彼が意識を失ったのは、ほんの数秒のことだったらしい。篠田美咲はまだ那由子に渡されず、人の身を保っている。

　虚うつろな目が、まっすぐに冬哉を見据えていた。




　――――ひどい。




　ほんの数分数秒前の生々しい感情が、余すところなく伝わってくる。

　あれが、美咲の死の記憶。

　命の幕切れ、最後の最さい期ごの瞬間。

　まさしく、ひどい。

　怒りに満ち、我を忘れてもおかしくないほどの痛ましさだった。よくも、いままで依子が生きていられたと思うほどだ。自分だったら一撃の元に怨おん敵てきを討うち果はたすかもしれない。

（それとも）

　冬哉は血塗れの自分の手を見た。傷はどこにもない。鮮血は相変わらず学校中のありとあらゆるところから噴き出しているばかり。

（それとも、これは篠田美咲の躊躇い傷なんだろうか？）

　キィヤァァアアアアア！

　美咲の腹が鳴動する。

　まるで、母親を急せかすかのように。

　たまらず、柳原が叫んだ。

「僕じゃない！」

　両手で顔を覆おおい、深く俯く。もう何もかも見たくないという気弱な主張を感じる、その仕草。

「僕が悪いんじゃない！」

　その声に、美咲と依子は束の間、まったく同じ表情を浮かべた。

　泣き出しそうな歪んだ笑顔。

　聖母の微笑にも悪魔の狂きよう笑しようのどちらにも一転しそうな、その濁にごった曖昧さ。

「どうして……」

　その笑みをあっと言う間に、憤ふん怒ぬの表情に変え、依子が叫ぶ。

「どうして？　私はあなたの将来を守ったのよ！　中学生に手を出したなんてことがばれたらどうなるか……だから、だから私が！」

　切実な叫びを放ち、依子は後じさる。

　つと、美咲も動く。

　いや、彼女自身は身動きしていなかった。ただ、その腹が激しく上下している。

　キィヤァアアァァァアアアァァァ！

　絶叫が渡る。

　まるで断だん末まつ魔まの叫びのような、それ。亡霊を包む黒い服がせり上がり、布が――――腹が、裂けた。

　その合間から、何かが飛び出してくる。

　赤黒い歪んだ手足、ぽっかり口だけが大きく開き、ひっきりなしに悲鳴を撒まき散ちらしていた。

　断末魔、ではない。

　産うぶ声ごえだった。

　絶望と苦悩をはらみ、憎しみだけをあたりに刻み続ける、不幸な胎たい児じの訴えだった。

『斐』

『斐』

『斐』

『斐』

『斐』

　文字が増える。

　母子の無念の数を知らしめるかの如ごとく。髪を振り乱して篠田美咲は悶もだえ泣なき、その子は宙を駆って飛ひ来らいする。

　むせ返る、血の臭い。

　生者と死者の慟どう哭こくに満ちたその場所は、既に地獄の名すら釣り合わない。

　那由子が大鎌を振り上げた。

「待て、那由子っ」

　冬哉は必死に手を伸ばし、その肩に指をかける。

　だが、間に合わない。

　断罪の刃が振り落とされる……冬哉はそう思った。

　しかし。

　ガッ！

　鈍にぶい音がして、鎌が弾き飛ばされていた。短い、那由子の悲鳴。

　大鎌は幾度か回転し、床の上を滑すべっていく。さっきまで確かにそれを握っていた細い手が鮮血をしぶき、背後にいた冬哉の顔までも染めた。生ぬるいその温度に愕がく然ぜんとした隙すきに、嬰えい児じの霊は迫る。

　キィヤァアアアァァァ！

　裂けたような口から漏もれ落ちる叫び。それが、今度は那由子の服を裂いた。斐の字が刻まれ、いっそうの血が飛び散る。

「那由子、何をしておる！」

　タイホウが喚わめき、母子へと襲来する。鋭い猛もう禽きんの爪つめに死者たちは怯ひるんだが、それもわずかな間。

「ダメなんでしょう？」

　抱えた腕の中、那由子は細く言った。

「魄はくだけにしてはダメなんでしょう……それが私の本当の仕事なんでしょう？」

　その呟きに冬哉は驚きよう愕がくした。

　まさか、死神がこの土ど壇たん場ばで？

　自分の言葉を聞き届けたと？

「畜生……っ！」

　地を這い牙きばを剝むく大だい蛇じやの如く、嬰児は迫る。冬哉はとっさに那由子を抱えこみ、相手の攻撃に背を向けた。鋭い痛みが走る。ぶしゅうと音をたて、血が噴き上がるのが判ったほどだ。

　もう、自分の手の中に銃が現れることを乞こう間もない。那由子の体を抱えた腕に力をこめ、これ以上、傷を負わせぬために盾たてになるだけで精一杯だった。

　キィヤァァァァアアァァ！

　嬰児が吠ほえ猛たける。

　唯ゆい一いつの障害を無力化した喜びに、うち震えているようにすら聞こえた。

　篠田美咲が一歩を踏み出した。

　本当の怨敵へと向かって。ずるりずるりと足を引きずり、小さく笑いながら。

　その枯れた手が、殺人者に触れようとした刹せつ那な。

「甲斐谷ぃぃぃぃ！」

　もうひとつ影が飛び込んできた。

　天を突くほどの絶叫に、その場にいた全員が動きを止めた。生者と半死者、本物の死者ですらも。

　叩きつけるようなその呼び声に、甲斐谷依子は答えなかった――――答えられなかった。

　ずぶりと肉が断たれる音がした。

　数秒ののち、依子の体がぐらりと傾ぐ。極限にまで見開かれた目から光が失せ、大きく開いた口から息の抜ける音がした。細いその体はあっと言う間に意志の力を失って、石の床へと崩れ落ちていく。

　後には、千里が立っていた。

　手に真まっ赤かな包ほう丁ちようを握り締めた――――。

　動きの止まったままの世界、ただただ、依子の血が広がっては無数に刻まれた「斐」の文字へと染み込んでいく。

「あなたはダメよ、美咲」

　光る刃を握ったまま、千里が笑った。

　優しく、まっすぐな微笑みだった。

「あなたはダメよ、復讐なんてしてはダメ。人を殺してはダメ。それは僕の……私の役目だから」

　篠田美咲は完全に停止していた。

　あれほど果か敢かんに攻撃を繰り返していた嬰児もまた、床に落ちて動かない。

　その彼女に、千里は告げる。

　そして、唱えた。

「録して、主いい給う。『復讐するは我にあり、我これを報いん』」

　歌うように。

　高らかに。
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　月が変わった。




　師走しわすの声を聞き、彼此見の町はいっそうの賑にぎやかさ。ジングルベルの鳴らぬ街角はなく、普通の住宅地のそこかしこでさえ金のモールや目ま映ばゆい電飾を目にすることができた。

　そんな中、ひっそりとしている一画がある。

　聖羊学園の校舎だった。

　正確には、「元」がつく。

　かつて、クリスマスともなれば一段と美しく飾られ、耳目を集めたその偉容は、いまはもう見る影もない。壮そう麗れいな校舎とチャペルは封ふう鎖さされ、講堂や図書館といった各種施設も立ち入り禁止の札が立てられている。一〇〇〇人を越す小、中、高等部の生徒たちは二駅先にあるビルで授業を受けることを余儀なくされているという。卒業生がオーナーで母校の苦境のためにほぼ無む償しようで貸し出したともっぱらの噂うわさだった。

「静かなもんだなあ……」

　夕暮れ時、無人の校舎群を見下ろし、冬哉は小さく息をつく。傍らで那由子が頷く。手にはさつきにもらったゆで卵を握りしめ、ひっきりなしに口を動かしたままではあったが。

　二人は聖羊を見下ろす外人墓地に来ていた。

「あんたね、墓地でもの食うのよしなさいよ。行ぎよう儀ぎも縁えん起ぎも悪いったらないわー」

「何故？　墓地で宴会している人をテレビで見た。青いシート敷いて、ご馳走を山ほど食べていた」

「ああ、花見な。あれはまあちょっと違うんだけどなー」

　細かい説明をする気力もなく黙り込み、那由子の白い指先がまた新しい卵を剝く様を目で追った。白い殻からがスカートの上に置かれたハンカチに、ひとつまたひとつと溜まっていく。時折、風に揺られながらも、死神娘は着々と目標を達成していく。

　ふいに、バタバタと大きな音が耳についた。

　眼がん下かのチャペルを覆う建築用のシートが、風に煽られ鳴っている。

　その下には未いまだ血文字が刻まれたまま。しばらく、あの鐘の音を響かせることもない。

　チャペルだけではない。

　敷地中に書かれた『斐』の字をすべて消し、元の通りの美しい姿に戻すのにまる一年以上、それこそ天文学的な予算を要するらしい。とうてい学園経営陣だけでは購あがないきることができず、彼此見市行政が文化遺産保護のために予算を割くことになるかもしれない……と、これは斉木里香刑事から聞かされた話だが。

「まったく、なんであんなところにいたの？」

　殺人未遂現場に居合わせた参考人として冬哉と那由子はまとめてしょっ引かれ、説教をさんざん浴びせられた。冬哉の両親はますます泣き、今日、ここに訊ね来るにもまた窓から出るしかなかったぐらいだった。

　さつきは冬哉たちを巻き込んだことを悔いて寝込み、瀬尾はすべての話を聞き終えて、「もう怪け我がするようなことには、なるべく嘴くちばし突っ込まないように」と言い渡した。もちろん、もはや聖劇どころではない。

　それでも、冬哉と那由子は三日とおかずにここへ来ては探している――――篠田美咲を。

　あの時、あの狂乱の瞬間。

　彼女は消えてしまった。

　以来、一度も現れていない。

　甲斐谷依子は一命を取り留めたため、遠藤千里は殺人犯にはならずに済んだ。が、「復讐だ」「祟りだ」と意味不明なことを呟いているため、精神鑑定を受けることになる。

　柳原教諭は退職、故郷へ戻ったらしいが、以降の足取りは摑めない。

　千里と共に彼が犯人だと決めつけ、追いつめた数多くの生徒たちは沈黙を守っている。ただ一人、飯島だけが必死に千里を庇かばおうとしているらしい。

「まったく、最近のヒヨコどもは！」

　タイホウが大いに憤ふん慨がいする。

「囃はやし立たてるときは付ふ和わ雷らい同どうでやりたい放題やりまくったくせに罪は一人におっ被かぶせる気とは。へなちょこにもほどがあるわ。三さん途ずの川かわまでやってきた日には、一人一人襟首捕まえて我わが輩はいがみっちり説教してくれる！」

「それじゃいろいろ間に合わないんじゃないかしらぁー」

　いちおう言ってはみるが力はこもらない。やりきれなさは冬哉も一緒だ。

　誰も救われず、誰ひとり喜べない結果になった。

　千里は怨敵を倒せず、罪を背負い。依子は重傷を負い、更に美咲の事件も再調査されるという。女生徒に手をつけたことが発覚した柳原も、二度と教職には戻れないだろう。事件に関わった生徒たちもおそらく全員、元のままではいられない。

「それでも、死んじゃったのよりはマシだよな」

　呟きが冷たい風に散る。

「……だから、救ってあげたいの？」

　黄身の部分を丁寧に咀そ嚼しやくしながら、那由子が問う。

「せめて、篠田美咲だけでも？」

　いつかのように、怒りや苛立ちは感じられぬ声で。

「そうですよ。悪いですかっ」

　半ば自や棄け気ぎ味みに叫んだ冬哉の頭を、タイホウの翼が強くはたいた。

「何すんのっ」

「黙れ。聞こえぬのか？」

「は？」

　思いのほかシリアスなタイホウに促うながされ、冬哉もまた耳をそばだてた。




　キャッ、キャキャキャ……




　どこからか笑い声が聞こえる。

　甲かん高だかい、子供の笑い声だった。

　一瞬、視線を交わし合い、二人と一羽はいつぞやのように高いフェンスを越え、学園の敷地内へと舞い降りた。

「ど、どこだ？」

「たぶん、あっち」

　笑い声は続いている。

　曇りのない、まっすぐとした声だった。こんな場所で聞くのでなければ、心こころ和なごみそうなほどの。

　それを頼りに、冬哉たちは歩みを進めた。

　やがて、二人と一羽はひときわ明るく開けた場所へと出た。冬の花がぽつりぽつりと咲き、固く封じられた門がすぐそこに見えるそこは、聖羊学園の前庭だった。

　堅けん牢ろうな鎖くさりで二重三重巻きにされた校門の向こうには、冬哉の知る普通の世界が広がっている。緩やかな坂の下には、駅があり例のショッピングモールがある。クリスマスの喧けん噪そうで輝く、一二月の営みが存在している。

　それらに背を向けるようにして、篠田美咲は立っていた。

　黒いワンピースの制服、赤いラインのネクタイ。

　潰つぶれた後頭部はふわふわと風に躍る髪で、いまは見えない。そして、そのスカートの裾に隠れるように、小さな小さな女の子が寄り添っていた。

「消滅しちまったのかと思った……」

　冬哉の呟きに、美咲は目を細めた。

　それから、じ、と、彼をみつめ、自分の額を指さし、それから、傍らの幼おさな子ごの額を指した。

　冬哉は身動きせず、そのまっすぐな視線を受け止める。

「あなたに渡してくれって」

　那由子の言葉に取り成すような響きがあったことに、少し驚いたが、それでもすぐには動けない。

　いとけない子をつれた死者の姿は、彼の胸の深いところを摑む。

　まして。

　自分は彼女の死を追つい体たい験けんしたのだ。苦痛と苦く渋じゆうを、あの怒りと嘆きを、冬哉だけが知っている。

　そうだ。

　自分の死にもまた、誰かが関わっている。

　美咲のような体験をしたからこそ、あの夢を見、憑依され、痛みを分け合った……その実感がようやく、冬哉の中に落ちてきた。それは彼にとって空恐ろしく、認めがたいことではあったのだけれども。

　のろのろと自らの手を挙げ、何もないそれを見つめる。

　ゆっくりと重みが感じられ、あの銃が浮かび上がってきた。

「あの時は出てこなかったくせにな……」

　もしも、千里が依子を刺す前にこれが現れてくれれば、結果は違ったものになっていただろうか？　自分が自在にこれを操り、美咲を無事に渡すことが出来ていれば彼女たちの誰かは救われたのだろうか？

　それと。

　冬哉はそっと目を転じる。

　傍らにいる那由子は、いまも水のように平らかで澄んでいる。だが、その服の下には未だ傷がある。冬哉の言葉を聞き入れたが故に負った傷が、だ。

　いくら悔やんでみても……もう、遅いのだけれども。

　大きく息をつき、冬哉はそれを両手で構えた。

　銃声が二つ、冬空に吸われて消える。

　後には、白く輝く珠たまが石いし畳だたみの上に転がっているばかり。傾いた陽射しがオレンジ色にそれを染める。

　そして、もうひとつ。

　小さな三角形の欠片があった。

「私の鏡……」

　那由子の細い指先がそれを拾い上げた。ほんの少しだけ声を弾ませ、彼女はそれをかざして見せた。

「ほら、私の鏡……！」

　小さな小さな珠と鏡の、儚く淡い輝き。

　物言わぬそれに落ちかかる影は、十字架の形。チャペルの先端が夕闇に照らし出され、長い長い影を冬哉たちの上へと翳かざしてきていた。

「神さまってのが、もし、いるとして……」

　思わず、冬哉は呟く。

「そいつは俺に何をさせたいんだろうな」

　淡い自分の影は、建物のそれにすっかり呑まれ、どこにも見えない。

「俺だけを一度殺して、でも、生き返らせて。それにどんな意味があるってんだろうな……」

　取り立てて何ができるわけでもない。

　弱くて愚おろかなヒヨコだ。

　ただ、死ねず、生き返っただけ――――それを、しみじみといま思い知った。

　いらえの戻らぬ問いかけだと判っていても、言わずにはいられなかった。

「さあ？」

　那由子は彼を見上げた。

　その艶つややかな唇から答えが貰もらえるはずもない。

　きっと、そこで話は終わり。あとは沈黙がやってくるばかり……と、冬哉は思ったのだが。

「でも、あなたがそこに意味があるというのなら、きっと本当にあるんだと思う」

　彼女はまっすぐに冬哉を見上げて言う。

「あなたはいつもひとつひとつ、すべてに意味があるのだと教えてくれる。そのあなたが言うのなら――――きっと、意味はあるのでしょう」

　冴え冴えと。

　しかし、密ひそやかに。

　那由子はそう結んだ。

　冬哉は瞠どう目もくする。

　あまりの驚きに声が出なかった。ただただ透すき通とおって明るい死神の目を、みつめるばかりで。

　その眦まなじりが、ふいに潤うるむ。

「え、あれ？」

　自分の目から涙が溢れてくるのに驚いて、冬哉は指先で押さえようとした。だが、それは止やまない。次から次へと頰を伝い、滴しずくを成して落ちていく。

　那由子はわずかに首を傾げ、手にした二つの珠を冬哉の濡れた頰にそっと押し当て、呟いた。

「色がそっくり……綺き麗れい」

　そして、ほのかに微笑む。













　思えば。

　自分が死して以来、初めての涙だった。

　たった三ヶ月の間、多くの死と生とに出会っては別れ、それでも泣かなかった冬哉にとって、思いもかけぬ涙だった。

　だから、彼はしばらくその場に立ち尽くし、ただ泣いた。

　那由子は何も言わない。タイホウさえも。

　沈黙の中、世界は見る間に陰り落ち、二人と一羽の姿を押し隠す。那由子の手の中、照り返っていた最後の陽が淡く消えたのを見て、冬哉は思う。

　――もしも、自分がここにいることに意味があるというのなら。

　それを言葉にする方法を探しに行こう。

　そして、那由子に伝えなくてはならない。

　少なくともそれは……それだけは、自分にしかできぬことのはずだから。

　たとえ、そのために、自らの死の瞬間に向き合うことになっても。

「みんな、そうしてきたんだ……」

　新にい沢ざわ愛あい梨りが。

　篠田美咲とその生まれなかった幼子が。

　古こ今こん東とう西ざいのありとあらゆる死者たちが、そうして受け入れていった……それが、どれほど辛つらく恐ろしいことであっても。

「なんか食いにいくか？　桜あんまんとか」

　ひとしきり泣き、冬哉は誘いかけた。努めて、いつもの調子で。

　涙を見られたことがひどく恥ずかしく照れくさい。ちょっとでもそれを忘れてくれるのなら、いくらでも奢おごってやるという気分だった。

「今日は桜あんまんではなくて、豚とんトロまんがいい」

　こちらは一片の努力もなく、いつものように答える。

「何それ、見たことない」

「星のマークのコンビニにある」

「あんたね。あれ、すっげマイナーなコンビニなのよ。うちの県民以外ほとんど知らない勢いなのよ。簡単に言わないでよっ」

「だめ。豚トロまんがいい」

「もー」

　努めて、明るく。いつものように。

　二人はタイホウの翼つばさを頼りに再び夜空へ舞い上がり、町の灯りを飛び越えていく。




　砕け折れた校門の陰に、すべてを見ていた者がいたなど――――ついぞ気がつかぬまま。





生贄の羊と[image: ]アンデッド　了　










　あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はら史し緒おでございます。

　そろそろ桜の便りも届き出す弥生やよいも末、先月に引き続きまたも拙せつ作さくをお届けいたします。




　と、そんなご挨あい拶さつができることが夢のようでございます。

　実は二ヶ月連続刊行というスケジュールは昨年末に決まっておったのですが、肝かん心じんの原稿が一巻校了前にはまだ出で揃そろっておらず……「一巻のあとがきに『来月またお会いいたしましょう～』なんて調子くれて書いた挙げ句に、うっかりアレしてソレしちゃった場合、いったいどうしたら？」と悩んだ末、「よーし、ここは黙っておこう☆」という実に消極的な選択をしたのでございました。ええ、自分を信じるとかってなんの戯ざれ言ごとー？

　が、その横で何な故ぜか担当Ｋ氏だけは自信満々、「大丈夫。先生はできる子ですよ！」と各所に「佐々原の次の新刊は三月に発売されまーす」とアナウンスなさりまして……取次各社やエンターブレインさんのＨＰなどに着々とそのことが掲載されていくのを、わたくし一人が「あわわ、あわわわわ」となって見守っておったのでございます。

　ともあれ、本当にどうにかこうにか二ヶ月連続刊行を達成させることができました。

　クリスマスも正月も行きつけのファミレスや喫茶店でポメラ打ってた記憶しかロクになく、ウェイトレスのお姉さんに「お仕事頑張って下さいね」と励はげまされるという心温まるエピソードなぞ増やしつつ、なんとかこぎ着けたという……いや、誤解のなきよう申し上げておきますが、他のちゃんとした作家さんならば「はい、判りました」と二つ返事で請うけ負おえるぐらいの間隔だったと思います……ええ、単にわたくしだからこそアレだったというだけのことでして……ああ、書いてて涙出てきた（泣）。

　結局、担当氏はもちろんのこと、イラストレーターのkyo氏、校正さんやデザイナーさんと隅から隅までスクランブル体制で凌しのいだ案配でして、本当に申し訳なく、また心から感謝いたしております……果たしてこのザマが本当に「できる子」のすることなのか？　と苦い自問自答は残りますが、どこにも誰だれにも噓うそをつくことなく済ますことができたのは望外の喜びでございます。ご尽力くださいました皆様方、ありがとうございました。




　話は変わりますが。

　タイトルの「１／２」の部分をどう読むのですか？　という質問を何度かいただきました。「ハーフ」と記述されていることもあるし、「二分の一」とルビが書かれている場合もあるそうです。実は、わたくし自身は特にこれと定めておりません。どちらでも皆様のお心叶う方でお呼びくださいませ。

　それとこれは痛恨のミスなのですが……一巻で主人公・陣じん内ない冬とう哉やの享きよう年ねんを（一六）と表記いたしましたが、この名前から察するに彼の誕生日は冬。つまり、死亡した時点ではどう頑張っても一五歳ということになります。この巻以降、それを踏ふまえて書いていきますのでよろしくご了承下さいませ。




　さすがに「じゃ、次は来月！」とはもう参りませんが、第三巻もなるべく早めに刊行できるよう頑張ります。読者の皆様におかれましては、できれば最後までおつきあい下さいますようお願い申し上げます。




　それでは、またお会いできる日を夢見つつ。








二〇一一年弥生　佐々原史緒　拝
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